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大 会の概要

植村誠次

’第71回日本林学会大会は，4月6日と7日の両日に

わたり，好天にも恵まれて多数の参加者のもとに盛大に

行なわれた。

6日の午前は総会に引続いて下記3編の研究発表者に

対しての林学会賞授与並びに受賞者の特別講演が行なわ

れ，万場の聴講者に多大の感銘を与えた。

1．アカマッの中林作業法に関する研究（白沢賞）

九州大学農学部井上由扶

2．森林土壌の理学的性質とスギ，ヒノキの成長に

関する研究農林省林業試験場真下育久

3．針葉樹苗の雪腐病に関する研究

農林省林業試験場東北支場

佐藤邦彦・庄司次男

秋田営林局和田営林署太田昇

なお，1の講演についてば，井上氏が沖繩の西表鳥の

調査団に参加されていて不在のため，同大学農学部の木

梨謙吉氏が代講され，3の講演については，佐藤邦彦氏

が代表として講演された。以上の3編は，いずれもわが

国林学界でその解決が熱望されていた困難な研究課題を

多年の努力によって究明されたものであって林業，林学

に貢献することがきわめて大きいものと信ずる次第であ

る。引続き，6日の午後および7日の午前,午後は，7

会場に別かれて，各部門毎に総計170題にのぼる，会員

の熱心かつ活溌な研究発表が行なわれ，大会は予定どお

り，盛況裏に完了した。

霞た6日の夜は，東京大学構内の山上会議所で，70名

の有志会員参加のもとに，ピヤーバーティーによる懇親

会が開かれ，例年になく若い層の人盈が多数参加され，

きわめて盛会であった。今後も多数ご参加下さるよう希

望しています。

この他，本会と前後して，4月5日には林地肥培，4

月8日には林木生理，林業経済，林木育種，森林利用，

森林立地等の各部会の研究会あるいは懇談会が行なわ

れ，春の林学会大会を一層にぎにぎしいものにした。

本大会における個左の専門分野の動向については，そ

}

れぞれの担当の方含から紹介があるので，ここでは全般

的の動向について簡単にふれることにした。

今回の大会講演総数は170題（特別講演は除く）で，

これを部門別に承ると，林産6，林政14，防災10，森

林利用19，立地（生理，肥料）27，立地（土壌，生態）

24,造林（育種，育林）22，保護23，経営23であり，

昨年の208題に比べると少なくなってお､り，特に利用，

林政部門においてかなりの減少が見受けられている。し

かしながら，研究の内容に鐙いては優れたものが多く，

各部門とも活溌な質疑，応答が繰り返えされていた。

参加者職域別に見ると，学校関係が絶対多数の88題

を占め，次いで林業試験場および育種研究所関係34題，

局署関係29題，府県庁関係（府県の林業試験場も含む）

16題，民間会社関係3題の順であって，今年は局署関係

では，北海道の北見，札幌，帯広の各営林局管内から，

府県庁関係では山梨県林試，茨城県森林経営指導所から

の多数の講演者の参加が注目された。今後も現場を通し

た貴重な研究成果がどしどし発表されることを望むもの

である。

林学会大会における講演の題目数は，1昨年253，昨
年208,本年170と漸減しているが，その大きな理由の

一つとして，従来林学会大会で行なわれていた木材分野

関係の研究発表が，新たに誕生した木材学会主催の大会

で行なわれるようになったためと思われるが，この過渡

期の現象も，一応本年度あたりで落着くものと考えられ

る。一方，林学会支部の大会も最近盛んに開催され，ま

た職域別，専門別の研究発表刊行物も急増しているの

で，地方会員の研究発表の機会も容易になり，加うるに

地方会員の出張旅費の制約等も，大会参加者の漸減の遠

因をさそうものとも考えられる。しかしながら，私個人‘

としては，林学会大会の講演参加は，会員に対して単な

る研究発表の機会を与えるだけに止まらず，自己の研究

の学術的，技術的水準並びにありかたを，広い視野のも

とに認識しまたはさせる点で，他の方法では得られない

重要な機会とも考えられるものであって，この意味で，

全国的に，また職域のいかんを問わず，多数の会員が講

演に参加されることを，切にお願いする次第である。

なお，この1，2年林学会大会に引続いて，部会あるい

は分科会の性格をもった部門別の懇談会，シソポジュー

－－1 －
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研究の狙いほ，重量生長量や熱量生長量と材積生長堂

との関係を明らかにして，土地生産力を把握しようとす

るものである。本報告は，樹令を異にするアカマツをと

り，その単木樹幹内における燃焼熱量の分布状態を調べ

熱量分布の特性を明らかにした。なお熱量と比重，秋材

率との関係や熱量生長との重量生長，材積生長との関係

の樹令による変化を究明している。

104．シイタケ栽培史一最初の接種法について一

東京農工大学農学部中村克哉

シイタケの人工栽培法の創始者である田中長嶺の研究

経歴がのべられた。

106．ナラの萠芽林に生ずるマツタケ近縁の食用菌

の一種について

北海道大学農学部伊藤源作

道南駒ケ岳山麓のナラ萠芽林に発生するキノコは，形

や香りがマツタケに似ており8月下旬頃高価に買いとら

れている。

調査の結果ではこの菌はミズナラに菌根を形成し，胞

子の発芽が悪く，また菌糸の成長の遅いことはマツタケ

に似るが，形態的にも生理的にも明確に遠い，青森県下

のバカマツタケ（方言）と同じものかと思われる。市場

性あることから今後分類学的に検討する必要がある。
103．ブナ材防漉の実用化について（2）

鶴岡営林署吉岡実・佐藤一郎

ブナは伐採後10時間位（25～26度の時）で腐朽する

といわれ，従来梅雨期の伐採をさけている。この変色腐

朽菌の浸入防止と防虫をかねて，ファイソケムMN-5

1％液にγBHC1.5%を加用したものを伐採直後より

2,3回撒布することによって防腐効果を著しく高めるこ

とができ，スリップス，小角，枕木などの製品加工にお

いて40％，家具材，函材などの第2次加工において14

～16％ぼど新鮮歩止りを高めることができた。

琳野庁研究普及課）

ム等が活溌に実施され，大会の盛況に一層の拍車を加え

ていることば，林業，林学の進歩の上から，まことにご

同慶に耐えない次第である。他学会の中では，分科会で

対象となる研究課題のうち，オリヂナルなもの，あるい

は新知見を含んだものについては，その概要，あるいは

一部を大会でも簡単に発表しているが，大会会員の関心

を呼ぶ意味で有意義と思われるので，林学会大会におい

ても分科会と大会の横の連締を一層緊密にするたあにこ

のような方法を考慮する事も必要であると思われる。こ

の件に関しては部会運営委員のご協力を切に願うもので

ある。

以上，第71回林学会大会の一敗的動向の紹介として

は域を脱した借越なことも述べさせていただき，真に申

訳なく存じ主すが，今回の大会の運営に参加した一人の

切なる希望としてお許しを願う次第である。

（林試・土溌調査部）

一
一
』

刀

第 1 会 場

林 産部門 ＃

小野陽太郎

昭和36年4月6，7両日にわたる第71回日本林学

会大会において林産部門で発表された内容を概略紹介す

る。

101．植物タンニンに関する研究（その10）

各種植物タンニンのコラーケンヘの吸着機織

より象た特徴について

山 崎 化 学 研 究 所 岡 村 浩

この研究は各種植物タンニンの特性を比較検討するも

ので，実験にはホルムアルデヒド処理したコーラーケン

を用いて塩基性基に対する吸蒲比を求めた。その結果で

は，モリシマアカシヤ，マング画一プは吸着性にと象，

ミ画バラソ・バルバニアなどは少なく，チエストナット

・オークバークはその中間に位することがわかった。

102．植物タンニンに関する研究（その11）

植物タンニン涛液中のエステル化コラーケン

カラムによる分子麓分配状況の検討

山蹄化学研究所岡村浩・諸橘悠紀治
〃

研究者は各種植物次ソニンの特性分析に，粒子の性状

を重視し，本実験はコラーケソのエステル化とエステル

化コラーケンカラムによるタンニンの分子蛍分配状況を

明らかにした。

103．林木の熱避生長に関する研究（第2報）

アカマツ樹幹内における熱勉分布について

九州大学鍵学部関谷雄偉

一
一
一

林 政 部 門

下島邦弘

▲

林政部門の会員研究発表会は大会第2日目の午前，午

後にわたって行なわれた。発表は14件でうち2件は中

止され，昨年の21件にくらべて3分の2に減り，いさ

さか淋しく感じられた。

薄曇りのはだ寒い朝，地下のコンクリートの会場はか

なり寒く，九大の塩谷氏の座長で定刻を少し遅れて，東

大福島氏の発表が始められたが,般初は十数人の聴衆で，

壇上の福島氏も発表しにくいように見うけられたが，そ

～
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の後続糞つめかけ，質問に入る頃は60座でも足りず，

立ったままの人も何人か出るほどで，漸く熱を帯びて行

った。なお座長は塩谷氏のあと，大崎，兼岩，松島の諸

氏の名司会のもとに進められた。

まず福島氏は，吉野林業地帯に隣接する三重県飯南郡

飯高町森の村有地個人貸付制度をとりあげ，地理的条件

から吉野より遅れて人工造林が発達したこの土地の事例

によって吉野林業制度発展の歴史をたどり，公有地貸地

制度から敷桁して借地林業は労働力の存在形態から象た

農民による小生産形態との結びつきから発達したものと

のべられた。これに対しては商人資本の進出や，笠井氏

の借地林業に対する見解との相異などについて活溌に質

問が出された。

次に鳥取大中山氏が，林地売買価絡の事例調査から，

素地価格には著しい開きがあって一定の傾向がなく，事

例を集めても資本計算に利用できないと述べたことに対

して，この報告の意途あるいは計算上での諸々の条件を

配慮していないことなど前提条件に欠かんが多いので，

このような結論を出すことへの批判が多かった。

最近の造林労働の確保が困難となって来ている重大問

題に対しては東京農工大野灸村氏が農山村の構造的側面

から，また標茶営林署山本氏は国有林の実践的解決の一

方法からそれぞれ発表があり，今後の大きな研究上，行

政上の問題として注目され，多数の質問も出された。ま

ず野灸村氏は神奈川県津久井郡の調査から，都市商工業

地帯への通勤可能な農山村では，農業経営組織の変化に

ともなう商品生産農業の発展および労働力の都市流出に

より，臨時的性格の造林賃労働者の調達が困難化し，老

令化ともなって現われて来ているが，都市通勤不可能の

山村地帯では農繁期でも労働力朧あるにはあるが，土木

労働を兼誼た日雇的性格のものであって，しかも造林主

体の間での労働力確保の競合からも適期の調達困鯛上の

現象となって現われ，結局造林労働の臨時的性格と未組

織状態から安定的供給が得られないものであると述べ

た。この点，山本氏ば政策的見地から造林労働問題解

決の一試例を，パイ戸ツト・フオレストの実例によっ

て，大面積造林を行なって作業個所の集中化と労務の固

定化を図ることにより，作業の機蜘上を促進することが

でき，労務者の固定的，集中的使用により造林の経済

性，企業性を追求しあわせて賃金水準の向上も期待でき

ると述べられたが，この発表が特殊な条件下のものであ

るとはいえ造林労働ひいては林業労働全体としての組織

的，安定的確保腫対する試例として参会者の注目をひい

た。

九大の塩谷氏から共同研究者で発表予定者の東大篠田

氏が病気のため報告できない事情とお詫びがのべられ，

つづいて前橋営林局田口氏から林業の基本問題と基本対

策で触れられている，公有林野に対する地方公営企業法

の適用の可能性について，そのモデルが示された。これ

によると林業の公共性から象て地方公営企業法を適用し

うる条件ほそろっており，企業体制からすれば非従属的

公企業体とし，経営体制からは管理機能以下に自主制を

もたせた独立採算にすべきであると考えると説明され

た。これに対しては構造政策としての公有林野のあり方

が前提として必要であり，また果して公有林野が企業と

して耐えうるかどうかについて質問があった。

また農家の造林投資に関しては，林試熊崎氏から，地

域的な造林進展度の差異が起こる条件漣ついての試論が

出された。

本年度の報告の特徴としてば，木材流通機椴に関する

報告が6件もあったことであり，午後はこれらの報告に

主として費やされた。

まず九大安永氏が森林組合の組織的欠かんおよび協同

組合的組織化の可能性と条件について，森組の大山林所

有者中心の現状と零細な山林所有者の組合の販売事業利

用率の低位性から，客観的にはあまり期待できないと述

べられた。

これに関連するが，愛媛大酒瀬川氏は，森林組合共販

の実態から，森組の体制的条件が共販の本質を規定し，

現状では手数料商人への転化が濃厚で，木材流通機織の

合瑠bにはあまり役立たないのではないかと報告され

た。これに対して林試野村氏は，山元の原木市売市場の

発生は，山林所有者の積極的な素材生産への進出であ

り，原木市売市場を足がかりとした20～30町程度の山

林所有者を中心としての，林業経営としてより近代的な

一貫経営への道であり，森組の共販とともに木材流通機

構合劉上への一面としても考える旨の説明があった。

また，苫小牧営林署飯田氏からほ北海道地区の木材市

場における国有林直営生産の意義として，最近直営生産

が増えたのは道内木材市場の後進性を国有林の素材販売

で克服し，木材加工業者の経営合型上と計画的企業経営

を期待するものであると報告があったが，国有林の価格
政策，流通政策の尺度は何かの質問があった。

最後ば岐阜大渡辺氏と京大村島氏から，名古屋市場に

おいて古くから市場の形成，発展を特徴づけて来た木曾

桧が市場へ流入する経路についての6形態と，木曾柚の

需要構造と価格形成における名古屋業者の位置づけにつ

いての報告があり，午後4時盛会のうちに大会を終っ
た 。 （ 農 林 省 統 計 調 査 部 ）

《
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の裏付を試承た。

ここで前半を終り，座長は林業試験場の丸山岩三氏に
交替した。

石川政幸氏は北海道柳前山社台を地で'mtermoun-

t"in型惨透計を用いプロッI､試験を行ない,細粒火山灰

土壊の惨透と侵食との関係を検討した。まず惨透能の時

間的変化をあらわす式は現今いくつかあるがこの場合

HoRToNの式が一番適合したことを明らかにし，次に惨

透係数によって社台の土壌と他の林地土壌の惨透能の比

較を行なった。侵食量の時間的変化曲線は降雨強度によ

って異なり大別して2型に分けられるが，2型はKJeが

0.11～0.15以上の場合だけ見られる。侵食のピーク盆

はK，と降雨強度との讃に有意の関連がある。侵食鐙は

濁度よりもおくれてピークに達し，その時間的変化曲線

の下降部は逆指数式であらわされる。侵食を生ずる限界

降雨強度が求められたことなどを述べた。

遠藤隆一．犬手桂二・尾崎明弘・細田豊の4氏は建

設省立山工事友務所の適地適木試験あるいは常願寺川流

域における認ヒエ法決定のための予備調査として同流域

内の崩壊地．荒廃斜面に侵入する植生を調査し,オオイ

タドリ．ハンノキ類などの優占植物を指適した。あわせ

て同じ土地の土壌につき物理試験・化学分析を行ない,

土壌の実態を明らかにした。

村井宏・北田健二両氏は青森・岩手県下の荒廃地7

箇所で荒廃地早期調ヒエの試験をしているが，その中

で，最近成長の速い事で注目されているタニガワハンノ

キの活着．成長状況をヤマハンノキ・ウダイカンバと比

較検討した。ヤマハンノキと比べて活着率や野鼠被害率

ではやや劣るようだが，成長は明らかに速く，植栽条件

さえ注意すれば寒冷地帯の有用治山樹種であることを明

らかにした。

また，前記両氏は治山用樹種としてよく使われる低木

類を安価にかつ早急に繁殖させる方法を検討している

が，その一環として乾燥地の滑落面で使える数少ない樹

種の一つとして有望と見られるタニウッギ・キツネヤブー

ギのさし木について試験した。すなわち，時期・さし方

（直立.斜．埋没）・さし穂の大きさを変えて比較した

ところ，時期は春，ついで秋がよく，太くて長く充実し

た穂を直立ざしするがよいと結論した。

最後に塚本良則氏は流域を対象とした土壊水分鐘の季

節調この既往推定法はソーンスウエイトの方法．福田氏

の方法で代表される2種（前者は流域の降水と消失の収

支を計算して行なうもので，後者は流餓を測定している

場合逼地下水減表曲線を使い単位降雨の消失量を計算

し，この消失鐘と降雨との収支を計算して行なうもので

第 2 会場

防災 部 門

中野秀章

防災部門の研究発表講演数は10，その内訳は砂防ダ

ム関係1，山崩れ・土壌侵食関係5，治山植栽関係3，

森林理水関係1で，大体例年どおりであった。午後1時

15分，教育大藤井真一氏の座長で栃木氏から開始され

た。開始時すでに聴講者ほ40名位見られなかなかの盛

況であった。

栃木省二氏は砂防ダムの合理的設計に資するため弾性

理論に基づいてダムの基本三角形断面が分割荷重や特殊

な荷重を受けた場合に生ずる内部応力や基本三角形頂部

の修正法とその内部応力に鐙よぽす影響について検討し

ているが，これをさら庭発展させ，あ･る種の制限を加え

たrの多須式で示される境界条件を与えて内部応力を求

める場合の応力値諸係数の一殻式を誘導し，荷重状態の

変化にともなう内部応力の変動について検討した。

遠藤隆一・武居有恒・中島力・橋本明の4氏は山

崩れの模型実験を傾斜させた固定箱で行なった。箱の底

に砂をつめて透水層をつくり，斜面中途でその断面をし

ぼり，さらに砂層の上に土壌をつめる。透水層に給水す

るとその断面の変化部に水圧が発生し，斜面の変形．崩

れが起こる。これが現実の山崩れ・地すべりと類似して

いると老え，そのときの水圧分布・斜面の変形・移動状

態を測定した。

匠嵐弘栄氏は昭和34年1月31日北海道弟子屈地方

に起こった，震度5の地震によって発生した崩壊地と地

形.地質.土壌.森林との関係を調査し,これを昭和2’
雫に起こった類似の屈斜路地震と比較検討し，崩壊は川

端層や急斜地に多く，森林との関係は深くなかったこと

などを述べた。

村井延雄・東三郎・藤原滉一郎の3氏は砂石の移動

現象を地形と関連ずける一つの試承として，北海道南部

第三紀層・ブナ林地帯の天ノ川流域キザエモン沢につい

て地形図・航空写真・実測による地形計測を行なった。

3年間の資料では渓床変動は大きくなかったという。

武田進平氏は岩大御明神演習林において昭和6年以降

おきなかった崩壊が昭和33年9月21日の台風で治水

試験の試験伐採区に発生した事実を述べ，これは森林伐

採のたあであると考え，ガフン降雨量・先行雨量・降雨

強度が最も重要な崩壊示標であると考え，これらで上記

一
一
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ある）になると考え，同一期間の同一資料でもこの2法

で結果が異なることを東大愛知演習林の資料で指摘し，

この差異の原因を考察した。

後半は多少減少したようであるが，なおかなりの聴講

者の傾聴するうちに4時半全部の発表が終了した。今年

も大学・国立林試の研究者の発表がほとんどで，その内

容は概して地道な基礎的なものが多く，現実の防災問題

のむずかしさのためではあるが最近新鮮な課題が少な

い。したがって，これらのものと平行してさらに意欲的

な研究や現場担当者の切実な問題提起のようなものがあ

ったらよいと思ったのは繁者ばかりではあるまい。

（林試・防災部）

であるが，機械関係の基礎的研究ならびに応用研究につ

いては25件の活溌な発表があった。また本年は特に上

記林道問題解決のアブ宮一チとして，2件ではあるが有

意義な発表が行なわれている。

以下簡単に講演内容の方向をながめてふよう。

功程管理，生産管理の面においては，神崎（京大）は

「山落し木寄せ作業の功程」につき作業試験結果から論

じ，飯山（旭川局）はダグラスの生産函数の手法を用い

「集材機作業における機械を要員配置」の問題につき試

算を行なっている。

機械の基礎研究で幟，例年のとおり架空線集運材装置

に関連のある発表が多く，村山他1名(高知大)は｢主索

張力におよぼす曳索の荷重負担」と「索道および架空線

集材機の曳索張力」に関し，それぞれ理論的ならびに大

中小3種の規模の装置により実験的考察を加えている。

入江（岐阜大）は「主索の振動におよぼす運搬荷重の影

響」および「主索の振動におよぼす曳索の影榔」につき

理論解析を行ない，あわせて室内模型実験によって，こ

れらの問題の解明を試象ている。上田(林試)は｢集材機

の主索張力」に関し，任意の引張り安全率に対する主索

の許容荷重を求める算式を誘導し，これの算出図表を示

した。三宅（新潟大）は「偏向抵抗を利用する野猿の速

度の自動制禦」につき引続き実験的考察を加え，南方他

3名（東大）は「風圧制禦装置の基礎実験」により風車

翼形状による風車制禦トルク係数を求め，呉他4名（東

大）は上記結果より得られた係数に基づき「風圧制禦装

置の現場制禦効果」を現地索道につき検討した。また山

脇他2名（林試）は造林事業に導入されるべき「1人用

植穴掘機」の試作結果を述べている。

機械の応用面では，巻田（青森局）は「F型軽架線」

「G型軽架線」のその後の進歩と実績につき報告し，武

藤他1名（北見局）は「集材機の横取り」について数種

の方法の実験を試承，丸山他3名（東大，林試）は「ス

トッバ装置つき繋留搬器の比鮫」を前年のストッパ装置

なしのものに続いて報告を行ない，加藤（東大）は海外

出張中カナダ・バンクーバー島において視察した，リモ

ートコントロールの「無線操縦集材機スカイカー」の実

情を説明した。また小島他2名（北大）は自重750kg,

機関馬力8馬力の「超小型ク戸一ラトラクタによる試験

的集材作業」を天然林の択伐地において実行した結果を

述べている。

次に林道関係の報告は，上飯坂（岩手大）が「土工磯

見積に関する統計的考察」を岩手県下約50路線の資料

を基漣して行ない，三宅（鳥根農大）は前年に引続き，

今年は広島，山口両県下の資料により『林道の職造に関

森林利用部門＝

丸山正和
乱

森林利用部門における研究技術開発の比重はますます

高くなっている。たとえば林業の生産性の向上という問

題をとらえても，林業労務供給の急速な後退を予測する

からにばこの問題の一つの対策として，造林事業，生産

事業ともに機械力の導入は急務とならざるをえない。

機械作業は既往の人力を機械力に置きかえて満足され

るものでなく，その成果は質ならびに量ともの向上を企

図するがゆえに，林業機械に関する基礎研究，改良研究

と加えて機械作業管理,Operationalefficiencyjcost

analysis等，さらに各種作業において適正とする労働の

解明などに，重点指向があると考えてよいであろう。

この部門の他の一面すなわち林業土木については，特

に林業経営を主目的とする林道網計画，また産業道路的

性裕を保持すべき林道計画において必要とする適正な路

線選定基準と資金負担区分，ならびにその具体的路線決

定法，工喪概算の早期算出法および施工法などに関する

研究とその応用に，高度の展開が要請される。

なおまたきわめて具体的な問題をもって示せば，本年

3月公布になった，労側安全衛生規則における，林業の

伐出作業に関する規制事項のなかで，架空線運材装置に

対して示されている諸数値，また労働省産業安全研究所

の主張についてはな鮨再検討を要し，さらに人力作業を

規制する諸数値によれば，実質的に作業法，工程編成そ

のものを改変せざるをえない場合も起こりうるのであっ

て，その処置方などについて，早急に基礎と応用の両面

から研究を開発せねばならない事態にあるものと認めら

れる。

これらの諸要請を考えながら，今回の講演会に出席し

てみると，伐出の作業面の発表は昨年に比べ少なく2件

Z，
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する研究」を発展的に進めている。

講演会の翌3月8日には森林利用研究会は約80名の
出席者を得て，さきに述べた労働安全衛生規則の林業労

働規制事項ならびに架線技士規程（国家試験制度）につ

き討論会を開催した。これは現実作業に直接影響すると

ころ大であり，基礎的事項につきまた幾多の問題が伏在

するため，きわめて熱心な討論が行なわれたことを付言

させていただく。

（東大・森林利用学教室）

討した。また金子・辻田らは，ヒノキの吸収麓と上長成

長および根の伸長生長の年変化を調べ，その成績よりヒ

ノキの造林適期を考察された。

本会場のご常連によるいわば恒例の連続物として，岡

崎・藤本らにより今回は光の波長がスギ苗の水分状態や

含糖量に及ぼす影縛が，山科により，薬剤の立木注入に

関する研究第22，23報が，また上田・真鍋らにより

P3gによる竹の養分吸収と移勤に関する研究第16報が

発表された。同じテーマについて長年研究を続けること

はいうべくしてなかなか行ないがたいものであるだけ

に，これら諸氏の発表に敬意を表するものである。

×××

肥料関係の今年の特色は昨年と異なり，苗木を対象と

した研究はわずか3編であった｡すなわち,江口により，

トドマツの健全苗と徒長苗の比較が栄養生理上の観点よ

り試承られ，徒長苗ほ燐酸含量が少ないが，燐酸液に浸

澄処理したものは著しく耐凍性が向上したことを報告し

た。実験方法に多大の疑問点を残したが，考え方として

は面白いものがあった。深作・照山らによりスギのサシ

床用の肥料としては尿素系肥料がよい結果を示したこと

が報告され，中村・高橋・村上らによりカラマツを中心

にアカマツ，ヒノキ，スギの4樹種の養分組成が比較検

討された。その成織については従来のものとほぼ同様の

傾向を示したが，従来DataにほとんどなかったSiOg

について朧，カラマツが著しく多いことが注目を引い

た。

× ××

林木の栄養関係では古川により，興味ある発表がなさ

れた。すなわちスギ，ヒノキなど13種類の針葉樹につ

き，その円板を5年輪ごとに分割してそれぞれについて

N,P,K,Caなどの分析を行なった。その結果幹に含

まれるこれらの養分元素の平面分布，垂直分布は樹種，

元素の種類により異なり，また立地条件によっても異な

ることを報告したが，1本の樹木を小部分に分けて詳細

に分析した点異色あるもので，聴衆に多大の感銘を与え

た。将来の進展が期待される。

それから堤・丸山・小倉らによりトドーマツならびに，

肥料木を材料として幹，枝に含まれるN,P,Kの含有

量と各部位の生長関係が追究された。

× × ×

今年の林地肥培関係の報告のなかに成立本数を異にし

て施肥試験を行なったものが，柴田・菅・四手井ら，四

手井・菅・只木らにより3編報告された。これは施肥を

行なう場合における木の密度を検討したというよりは，

むしろ従来の成立密度試験が1歩前進して，土壌肥沃度

第 3会場

立地部門(林木生理･肥料関係）
一
一

塘隆男
途

第3会場は立地部門となっているが，その内容は林木

生理（主として生長物質ならびに栄養に関するもの）と

肥料関係の発表会場であり，第4会場の土壌と第5会場

の造林との両部門にまたがる分野であるだけに，聴講者

・の層も厚く，活溌な質疑応答がなされた。

林木生理関係の講演は主として6日午後に，肥料関係

の講演は7日に行なわれたが，講演内容を大別すると，

生長物質に関するもの4篇，凍害1編，光週性その

他光関係のもの3篇，その他樹木の吸水量，薬剤の立

木注入など3篇，林木の栄養に関するもの5篇，苗

木および林木施肥に関するもの11篇であった。当会場

の模様を昨年に引続き今年も筆者がお伝えすることにな

ったが，筆者の専攻が，林木の栄養と施肥関係を中心と

した分野であるので，また実のところ，講演を全部聞か

していただいたわけでもないので，話が多少かたよるか

も知れないが，あらかじめご了承をこう次第である。

×××

6日の午後は林木の生理関係のトップを切って，昨年

に引続きジベレリン関係の報告が4編行なわれた。すな

わち，市川・四手弁らによりGB処理によって得た交配

種子よりの当年生苗のGB処理による麗花について，吉

川･稲森・四手弁らによりジペレリン処理を行なうと，

スギのクローンおよび地方品種の間に花芽の着生状況が

異なることが報告され，蓑た本多・秋元らにより造園樹

木の生長におよぼす影響が報告された。

つぎに，酒井により凍害に関する基礎的研究の一環と

して，今回は凍害保護作用物質の保護作用の強弱順位に

ついて報告があり，つづいて中江・辰巳らはヤチダモの

庇蔭格子試験を行ないその耐陰性を調べ，2，3の無機

成分，有機成分の分析結果を栄養生理学的見地よりも検

心
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という場の問題が導入されたものと解され，この意味で

第5会場（造林）の問題として取扱った方が聴講者には

便利であったかも知れない。

林地肥培関係では上記の密度関係を取り入れた研究3

編のほかに，伊藤・三沢・林・松本・照山ら，村上・橋

本・伊佐ら，岩村・石川らおよび竹下・東らにより，そ

れぞれ肥培試験成繊が発表されたのち，丸山は新潟県下

のスギ'0年生肥培林について,樹高にあらわれた肥培
効果を10年間にわたりその頻度分布曲線より検討し，

重た漂準木の樹幹解析結果より，施肥が幹の伸長成長や

肥大成長の年変化，葉部の幹材部生産力，幹の形などに

及ぼす影響について検討した結果を詳細にのべた。材料

に用いた肥料木や標単木の選定に疑問点があったが，従

来の報告と異なり，肥培効果の評価を多角的に行なった

点に新機軸があり興味がもたれた。

丸山の発表に引続き伊藤・林らにより林木の根は肥料

を施した方向へ伸長する。すなわち向肥性があることが

強調された。この問題に対してば，肥料の施された所で

根の分岐が盛んになり結果的に向肥性が見られるのか，

本質的に向肥性を認めてよいのか，会場は議論沸騰し

た。根の向肥性が強いものとすれば，これを林地施肥技

術の面より歌ると，施肥の位置にはそれほど神経を使わ

なくても肥効はあがることになり，また根の向肥性によ

りわれわれの欲する所に根を張らせることもあるていど

可能なわけで，いずれにしても育林技術上重要な問題

である。これら最後の3編については質疑応答がきわめ

て活溌で，会場にシンポジューム的ムードをかもし出

し，第3会場のフィナーレとして多大の盛りあがりを見

せた。（林試 ・土壌調査部）

が集合して会場が超満員にな為状況も承られ，論議も活

発に行なわれる等なかなか盛会であった。

カラマツ林関係；林試木曾分場河田・鷹見・浜氏らば

木曾地方福島営林署管内戸立にあるカラマツ肥培試験地
のナラタケ病の発生経過をしらべ，それが小，微地形差

による土壌条件の違い，ことに一時的排水不良と密接な

関係があるとのべ，同河田・鷹見両氏は上田営林署管内

大門国有林のカラマツ1代目および2代目林分で土壌お

よび立地条件と生長との関係を調べ,特殊な立地並びに
土壌条件下にの桑2代目造林地の生育が劣る現象がみら

れることを指摘し，その原因として，環境と密接な関係

があるとされる諸病害菌が同一樹極の繰返えしによって

濃度が高まり，羅病率が増大することがあげられるとし

た。信大浅田・赤井・中村・村上・高橘氏らは長野県下

7地区で，それぞれ環境条件を同じくすると判定される

1代目・2代目造林地の生育を比較し，前年の調査同様

に2代目造林地の生育が著しく劣ることを指摘し，土壊

の化学性に差のあることを報告した。さらに，同浅田・

赤井両氏は既往の諸実験から2代目造林の不成績と土壌

の燐酸との間に深い関連があると想定し，燐酸を主体と
した肥料をいくつかの組合わせで施肥した結果，燐酸の

施用量に比例し，また燐酸単用区で著しい生育の墹大が

ゑられたことをのべた。また，同氏らは1，2代目林地

間に微生物相および量に差があることが，上記の燐酸施

用によっていかなる影響を受けるかを調べ，肥料3要素

を与えるとPenicilli''mが，燐酸の象を与えるとMor-

tirellaがそれぞれ著しく墳加することを明・らかにした。

さらに，同氏らば苗畑でマキツケ密度と施肥との関係を

調べ.苗木の弱さ度が密度の小さくなるほど,また燐酸施
用量が増加する程小さくなると報じた。林木の根系関

係；山梨林試安藤・小島両氏は植栽密度と施肥量を変え
た場合のカラマツ・アカマツ幼令樹の根の分布を調べ，

両樹種間に根量，深さ別分布傾向，さらに施肥の影響な
どにも差異があることを報告した。林試苅住・寺田両氏

は日光丹勢山国有林で生育を異にするカラマツ人工林の

根系を調査し，生育不良林分で細根分布率がやや低く，

根系の形態にも差異があることをのぺた。立地条件と人
工林生育との関係；山梨林試安藤・小島・馬場氏ら妹富
士および御坂山地等の寒冷地でスI､ローブマツとアカマ

ツの植栽試験を行ない，スト戸一プマツがアカマツより
も凍害に強いことをのべ，同安藤・小島両氏は山梨県大
菩薩嶺付近に承られる非火山灰性黒色土を母材，地形に
よって類別し，その性質を火山性黒色土と対比し，さら

にカラマツ人工林の生育との関係を調ぺ，花崗岩を母材

とするものが，また斜面型のものが股も優れた生育を示
すとした。長野局林氏は木曾地方の一定範囲の標高内で

《
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第 4会場

立地部門（森林土壌･森林生態関係）

＝

島忠鴎
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立地部門の訓演数は25で，その内訳はカラマツ林関

係8，林木の根系関係2，立地並びに土壊条件と林木生
育関係3，土壌条件と植生との対応関係5，植生関係1，

森林土壌関係4，分析関係1，その他1であった。昨年
もそうであったが，全般的に中部以北の地域を対象にし

た報告に偏して鐙り，また，拡大造林計画の影響もあっ
てかカラマツを対象にしたものが非常に目についた。講

演数は昨年に比べて約10縮少なかったが，それだけ低
調であったというわけではなく，第1日目午後に行なわ
れたカラマツ林関係の講演時などでは，広範な部門の人

全

－7－
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土壌型とヒノキ・カラマツ生育との関係を調査し，2樹

種とも土壌型，標高差とそれぞれ異った相関性があるこ

とを確かめた。土壌条件と植生との対応関係；北見局川

代氏は北海道東北部の山地に出現する土壌型に対応する

植生型をわけ，トドマツ・アカエゾマツ等主林木の更新

との関係に言及し，函館局渡辺・石垣氏らは南部北海道

岩内地方を地質・谷密度・起伏量・傾斜等によって8地

区にわけ，これと林分および林床型，士蕊型等との対応

関係を求めた。帯広局牧野氏は東部北海道の丘陵地帯で

地形および土壌形態に関係なく湿性の植生がみられるこ

とを，土層の凍結，ことに融氷雪時の一時的過湿条件お

よび生育期間中の環境と密接な関係があることで説明し

た。林試前田・宮川両氏は富山県立山スギ地帯で土壌条

件と林床植生・地位との対応関係，鹿児島県川内地方で

メアサスギ，オピスギについて同様な関係を求め，それ

ぞれスギの品種毎に一定の関係を示すことを報告した。

植生関係i京大荻野・四手井両氏憾北アルプス焼岳に承

られる植生遷移について調べ，その起源並びに遷移過程

を明らかにした。森林土壌関係；北見局芹沢氏は同局管

内の主要な地質・母材を代表するとされる6地区の土壌

について一次鉱物検定による母材鑑別を行ない，表層土

の相当数のものが下層土と異母材,すなわち,火l｣.1灰およ

び水成堆積物の被捜からなり，土層の上下畷間に生成的

に不連続な関係があることを報告した。林試木曾分場河

田氏はカラマツ林の.AO層中下層の有職無機成分組成を

調べ，窒素は林令と，燐酸，石灰，加里等幟土城条件と

深い関係があることをのべた。前橘局安尻氏はブナ天然

林土壌の理学的性質の特質およびそれと蓄穣との関係を

調べ，透水性と最小容気蛍，透水指数と蓄積との間等に

相関性があることを認めた。北見局鎌田氏は紋別営林署

管内の標準的な5団地で，土壌型の分布と高度，地形と

の関係を調査し，それぞれ一定の傾向がふられることを

のべ，それが地域環境とも深く関連するとした。分析関

係j京大和田氏は土壌試料の粒径と炭素分折値との関係

を実験し，圧砕により粒径の細かくなる程糀度が高ま

り，また，その上昇傾向は試料の質によっても差異があ

ると報告した。その他§林試植村・山家氏らはエチレン

オキサイド，プ画ピレンオキサイドによる土壌および土

壌を用いた培地の滅菌作用とその得失について検討し，

土壌および培地の理上学性に対する影翻，灘性消滅に要

する期間，種子発芽に対する影響などについて報告し

た 。（林訣・土壌調査部）

第 5 会 場

林部門造

石崎厚美

第71回の林学会春季大会の講演をきくまえに感じた

ことは，造林，立地，経営の部門の講演項目力轤識者に

便利なように考えられてほしかったことである。例をあ

げれば723のアイノコマツに関する研究は初め経営部門

にいれてあったが，あとから第5会場にまわってきた。

また301,GB処理によってえられた交配種子の当年生

の稚苗のGB処理による開花についてと,302,ジペレ

リン処理によるスギのクローンおよび地方品種の花芽の

着生状況と花粉の磯能については，林木の栄養生理の問

題の一つでもあるが，育種またば種子生産の上からゑた

生殖生理の問題として，造林の部門にいれるべきであっ

たと考える。305の凍害に対する諸物質の保護作用とそ

のcolligativeな性質についてと，樹木に対する光周性

の研究などの樹木の生理を主体としたものは，きく人達

の便宜を考えて造林部門に入れられることをのぞみた

いo

発表された全体を通じて承ると，林業技術の改善にす

ぐ．に役立つものば少ないが，応用技術の基礎をかためて

いくのに役だつものはかなり多かった。応用の技術はこ

のような空間がうめられることによって,.安全と確実な

発達をたどるのである。つぎに講演内容について拳るこ

ととする。

早期育成樹種として最近とくに注目されているタニガ

ワハンノキの分類，地理学的研究ば育種をすすある上に

も，それを造林樹種として広めていく上にも重要であ

る。村井三郎はタニガワハンノキ，ケヤマハンノキ，ヤ

マハンノキ，ハンノキ，ヒロバケヤマハンノキ，（ヤマ

ハンノキ×ケヤマハンノキ）をとりあげて，果鱗の形状

比で分類を試み，さらにそれらの樹種の地理分布を明ら

かにした。これは，それらの樹種の品種改良を行なう場

合に重要な基礎資料となる。

林木の変異を研究するうえで重要なことは，いろいろ

の要素の中でどれがもっとも環境の影響を受けにくく，

遺伝的変異をよく現わしているかを見きわめることであ

るが，鮫島惇一郎はシラカバの葉の形状比（タテ/三コ）

を重要な要素としてとりあげ，遠山富太郎はスギの葉角

をとりあげて本州西部の天然生スギ林のものでEcodine

の現象が承られることを報じ，古越隆信はカラマツの樹

皮と樹型と成長量との関係を報告している。このような

《
》
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研究ほ労力と経費がかかり，材料の採取と比較にも困難

な条件がともなうものであるが,その結果は重要である。

交雑育種の問題として，マツ科の櫨吻の交雑組承あわ

せによる受精，三河東南部におけるアイグロマツ集団の

分布，自然交雑によって発生したアイノコマツ林分の成

長，育種手段としてキリの接木の2～3の問題について

の講演が行なわれたが，マツの交配の研究については交

雑親和性の問題が交配の基礎となる花粉の形態と発芽，

生殖器官の構造，交配による結実錘などをバラバラにゑ

られていたが，それが受精機椎にまでぼりさげられてい

るのはついにいくところまでいった感じがする。しかし

材料が材料なのでむずかしい仕事である。アイグロマツ

の分類には樹脂道の位置が重要であるが，平吉功はそれ

を主樹脂道と副樹脂道とにわけて，その位置のしめる歩

合を両種の混合の程度を表示するきめ手としている。石

崎厚美も九州のクロマツの品種をこのような方法でわけ

ているが，野外の自然雑種を用いての証明には限度があ

る。このようなことを裏づけするにははっきりした品種

をつくりだして，それを交配させてみるような積象重ね

しきの実証が重要である。

増殖の問題として杉村茂一が老令木からとったさしほ

に種だのホルモン剤を用いた結果NAAはいままでの結

果をさらに証明したこととなる。沢江正晴はアカマツの

さしきの基礎として樹脂道の多少と活着との関係を考察

しているが，さしき，つぎきの技術に組繊が重要である

にかかわらず割合に等閑視されている。常識をよびもど

すに効果があったといえる。炎田実は種盈のマツ科の

植物の異属，異種間のつぎきを行なって，その樹高成長

を発表しているが，接木の部分の癒合組織，台木とつぎ

木の部分の肥大成長のちがいなどの親和性の内容と機織

の関係は次第に順をおって研究が行なわれるものと考察

する。

白糠営林署の藤原忠治の苗木の生長促進の1方法とし

てビニール被種による成長促進は高純度地方の春先の温

度を高めるのが問題の鍵であるときにはそのような結果

がえられようが，樹種，環境，ことに土壊に注意するこ

とを怠ってはならない。札幌営林局で実施しているNA

:A使用のカラマツ苗木の生長休止期の促進についての飯

塚達見の報告はカラマツの霜害予防に効果のある話であ

ったが,HAAを発根ホルモンとして使用する場合には

必ずある濃度である時間のものが最もよい効果を現わす

結果をうるが，事業的にそれを行なうと平均値で必ずし

も高めるような結果を得ない。そのように現地の条件は
複雑である。

同局で250ppmを9月の終りから5～7日間隔に数

回にわけ現地に応じて実施しているが，さらに効果をあ

げさせるには撒布の時期，繰返えしの回数，体内の内容

の変化などを承て，さらに施肥，根切，根あげなどの他

の霜害予防の組合わせの結果を重要と考えるがシそれら

の点も考慮して実施されているので次年度にはさらによ

い結果がう童れるものと期待する。

スギ床替苗畑での除草剤の効果にセス,CIPなどを使

用して，苗畑の土壌の種類，気象,草の性質と生育条件

などに関係させて承たが，その条件によってちがうの

で，現地の状態をゑて決定すべきであるとしている。そ

の結果はとも角として技術者としての心構えを喚起する

に役だつ。技術はことに薬剤駆除のような仕事はその薬

の真の値をどのようにして十分に発揮させるかを知るこ

とである。

育林の問題ではポプラのCo/Xの育成におけるめかきの

効果で，めかきは上長成長を高め，根の垂直分布を高め

ると報告した。翌年の成長を予測するにほ容積，肥大成

長なども重要である。

アカマツの模型林分での間伐効果，スギ林の現存量と

その生産榊造は最近の林木の成長を生理，生態学的に究

明しようとする研究の一つの流れであって’間伐，また

は森林の仕立かたを決定する基礎資料となる。カバの成

長過程は広葉樹のなかで重視されるカバの造林上の性質

を明らかにする上に役だつものと考える。

亜高山地帯の造林はむずかしいが重要である。ウラジ

ロモミは養成に時間がかかるが，それを直播で行なうこ

とができれば経費も安く，更新にも便利であると考え，

それを試承たものであり，樹高は4年で18cmをこえた

としている。（林試．造林部）

第6会場

森林保護部門
‐

山 田 房 男

保護部門の講演は，第1日には主として樹病・菌類関

係，第2日には主として昆虫関係と大別され，2日間に

わたって行なわれた。本年は，植物病理学会が京都で開

かれたためか，樹病・菌類関係の講演が比較的少なかっ

た。それでも，樹病・菌類関係5，昆虫関係14，さら

にその両面にまたがるものとして，丸太に対する薬剤散

布に関するもの4，合計23の講演が行なわれた（当初

の申込数は27)。限られた紙数で，しかも専門外のこと

も多いので，その内容を十分に述べることは到底できな

いが，発表された講演についてごく簡単に紹介して承よ

－9－
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タハバチの食害の影撰を調査し，過去の大発生が肥大生

長に与えた影劉や，回復の状況を樹幹析解の結果から示

した。

穿孔虫に関する講演は今年も活蔽にとりあげられた。

これは林業におけるその重要性を示しているものといえ

よう。日塔・加藤両氏は，甲府営林署管内における昭和

34年の7号台風を害跡地のマツクイムシの発生につい

て,調査の結果を報告し，山口・小泉両氏は,昭和29年

の北海道大風倒以後のヤツバキクイの増殖率や死亡率に

ついて調査し，検討を加えた。加辺氏は，鋤胞si"鮒属

のキクイムシ4種について，その加害樹種と食痕を調査

し，種類判別の指標を与えた。飯塚氏は，キクイムシ類

に対してBHC煉煙剤を使用した結果を報告し，小島・

国吉・岡部3氏は，琉球で生きた竹を食害するサピアヤ

カミキリについての知見を発表した。

最近，各地で問題にされているスギノハダニについて

は，藍野・萩原両氏が，東京地方における生態と発生消

長の調査結果を報告した。

また，川崎．伊藤氏は,BHC願煙剤に関する韮礎研

究として，マツケムシが煙霧に接触する時間と，死虫率

との関係を，季節別に採集した供試虫について調べ，薬

剤が高濃度の場合ほ，いずれも短時間の接触で，死虫率

が高いが，低濃度の場合は，虫自体の条件によるちがい

が大きく現われてくることを報告し，実用の際の効果判

定の資料を提供した。

う。なお，記述の順序は，説明の都合上必ずしも講演の

順序とは一致していないことを，あらかじめ，おことわ

りしておく。

樹病・菌類

伊藤・小林・林の3氏は，苗畑におけるカラマツのこ

ぶとBHCとの関係を調ぺて，水和剤散布の翌年の土壌

内残留BHCと，こぶ病形成との間には一定の関係ほ承

られないことと，こぶ病の形成には，異性体のうちで

d>,-BHCが関与しているらしいことを報告した。渡瀬・

遠藤両氏は，富士山麓の火山灰地で，カラマツ稚苗の立

枯病防除試験を行ない，薬剤別に防除効果を比較検討し

た。今関・青島・林の3氏Iま，富士山麓のカラマツ造林

木の幹腐れについて，種女な面から調査を行ない，その

成因を推論した。小林・真宮両氏ば，マツの皮目枝枯病

について研究し，その病原菌の分類学上の所属を検討し

た。また，佐保氏は，ストローブマツの葉さび病菌の1

種α妙功”?"泥““ﾒ”〃を使って，十数種のマツ類に

対して接種試験を行ない，同じ5葉松であるチ雲ウセソ

ゴニウマツと，モンチコラマツが陽性を示すことを確か

めた。

奄
一

、

心

昆虫関係

生態調査，被害調査，被害解街，防除試験等のほかに

いくつかの基礎的研究漣ついても報告があった。すなわ

ち，古野・岡本・四手井等は，マツノシンマグラメイカ

の加害を調査し,25種の外国産マツ類のうち,12種につ

いて，その加害を確認し，重た'新梢を加害するか樹幹

を加害するかについての樹種によるちがいを調べて報告

し，さらに樹幹を加害する場合は，加害は直径の太さと

関係があると述べた。

マツカレハに関するものは，本年も多くとりあげられ

ている。藍野・山田・小林は，室内実験により，マツカ

レハの羽化におよぼす温湿度の影響について予報し，営

篭以後，羽化までの間の発育の高温限界は30～35℃の

間にあり，30℃では羽化率がよく，低温度の場合には，

湿度の小なること力署しく羽化をさまたげることを示し

た。日塔・小久保両氏は，茨城県鹿島地方のマツカレハ

踊期の死亡原因について報告し，近藤・山本・大高氏ら

は，茨城県の内陸林と海岸林で，マツケムシの越冬状態

を調査し，地上や樹幹樹皮下での越冬の他に，相当数が

樹冠部で越冬していたことを報じた。

有賀氏は，マツカレハによる被害を解析する一方法と

しての摘葉試験を行ない,7月の摘葉と9月の摘葉では，

前者の場合に上長生長に著しい影響があるとした。西口

・諸戸両氏は，ドイツトウヒについて，オオアカズヒラ

薬剤散布による丸太の防虫防菌

富樫・慶野両氏は，丸太に散布された薬剤の動きを追

跡して，樹皮に散布された薬剤の浸潤の状態を調べ，供

試薬剤のうちでは,PCP2%･BHC1%油剤が木質部

まで浸潤していたことを認めた。さらに寓樫氏は散布さ

れた薬剤の濃度分布とその時間的な推移についても報告

した。菊谷・川田。林氏等は，薬剤散布によるブナ丸太

の防虫効果について，従来から判定の因子として用いら

れている素材面の穿孔数と，製材後の一次製品面に現わ

れた穿孔数とを検討し，虫の種類や木取りの方法にもよ

るが，素材面の穿孔がそのまま製品面に現われない場合

があることを報告した。

なお当初の申込の外に，吉岡氏の識演「ブナ材防腐の

実用化について（第五報）」が追加された。同氏ほ，現

地における事業の結果から,丸太に薬剤処理を行なうと，

従来の無処理のものよりも製品の歩止りがよく，ブナ丸

太に対する薬剤散布が事業的にも有利であったことを示

した。（林試・保謹部）

×××

《
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生産函数にダグラスの生産函数型を適用して実際的にそ

れを決定し，針広別，伐木，集材作業別に生産的衝点よ

り適正導入量を見出した。

B関係では長池敏弘，古宮英明両氏は札幌営林局管内

の広葉樹枝条率表を作成するために枝条率の重承にした

がって樹群をI群と五群とにわかち，枝条率を胸高直径

の一次回帰で推定するために2,516本の資料で最小二乗

法で式を決定するとともに樹群間および樹群内の経級間

の統計分折を行ない，樹群毎，経級毎に枝条率式を作っ

て表を作成した｡羽田情五郎氏は利用材菰表の一連の研
究のうち，新潟県十日町市有林のスギ49年生林分に設

定した0.75ha標準地の10m×10mの75個のプロッ

トの分析に基づき,根曲り材積率は平均傾斜度,方恢に
関して有意な差が認められ，標高度,ha当り断面積につ

いては差が認められず，胸高直径12cmでばほぼ40%

で，直径が増すにつれて漸減し36cmではほぼ16%で

あった。根曲り材積を求めるための直径測定には写真を

利用している。

C関係では柿原道喜氏ば九州のカラマツの胸高断面比

重と全比重との関係は直線回帰が成立し,splitplot

designにより12本の主副林木の比重差検定を行なった

ら有意の差が認められ，令階内では主林木と副林木の傾

向は差が認められ，半径成長量と比重との間には令階毎

に一次の回帰式が成立することを見出した。黒岩菊郎，

松久卓両氏は抵抗線歪計と自記記録計によりクロマツの

幹径の変化を週に1回24時間連続して一年間観測した

結果，冬－5．以下の寒い気温にあうと幹の突然の収縮

が続いて2度起こりそれ以後は－2．位でも収縮が起こ

ることが認められた。また電柱に記録計をつけて観測し

たら雨が降れば太り,寒いときは収縮することがわかり．

9年生マツについてジョロで水をかけて観測した結果同

様に変動せずに太ってゆくことが判明した。柴田信明氏

は45年生のスギ25本の成長錐の資料により4年間およ

び8年間を単位としたある時期の直径や直径成長量とそ

れより一つ前の時期のそれらとの回帰分析をした結果，

回帰式の定数には一定の傾向があるのでその変化を推定

して将来直径の予測が可能であることを暗示した。寺崎

渡，林敬太両氏は1903年より観測しつづけてきた浅間

カラマツB種およびC種間伐試験地からとった単木資料

の胸高断面の年輪のコレログラムの分析結果に韮づき，

c種は間伐直後に成長がよく後は段点とおちてゆくが，

B種では上層下層とも2年目にピークがあるが後も成長

を続けてゆくことが判明した。

D関係は木梨謙吉氏が九大宮崎演習林の1956～1960

年にわたる学生実習の標本調査の結果を比較した。抽出

第7会場

経営部門

西沢正久

本年の経営部門は25の予定発表数に対して追加1，

中止5，造林部門への移動1で実際に発表されたものは

20であり昨年の22を下まわる発表数でいささかさびし

い感を受けた。内容は大ざっぱな分類であるが，施業関

係(A)6,材積関係(B)2,成長麓関係(C)4,､

ンプリング関係(D)1,プロットレスサンプリング関

係(E)3,航空写真関係(F)4であった。

A関係では小沢今朝芳，藤村隆，佐な木澗保三氏は‘

施業の標準化を図るために，自然的立地（地位）と経済

的立地（地利）の組合わせをもととした立地級を考慮に

いれた施業図を設定して集約的な経営計画を作成し，投

資効果の効率化を図ることを目的として，地位判定表，

地利判定表を裏木曾経営計画区を例にとって作成し，地

位級4，地利級3を組合わせた12の立地を各施業団に適

用して施業の指針を与える具体的方法を示した。三善正

市氏は常緑広葉樹小径木用材林の施業に関して，1951年

に設定した0.7haの試験地で行なった90%,70%,50

％択伐の10年後の観測結果よ･り一般に樹種ごとに択伐

度が高いほど枯損率が大であり，樹種に関してはツプラ

ジイ，タブ，マテバシイの順に残存率が大で，1953年に

行なった1本残し，3本残し，全部残しの3種のメカキ

の効果は3本残しを行なえば平均成長量が一番大となっ

た。佐を木功氏は1954年に設定した三石択伐作業調査地

の1959年の観測結果より(A)45%利用的単木択伐区，

(B)30%利用的単木択伐区,(C)32%育林的単木択伐

区を比較して,祐損率憾A,C,Bの順に大きく，成長率

はC,B,Aの順に大であり，利用中心の択伐でも選木

には林木相互の有機的見地から行なうことが望ましく，

中層が上層で被圧されていれば上閣の群状択伐がよいこ

とを指摘した。山畑一善，舛岡学両氏は香川県木田郡牟

礼村のクロマツの択伐作業を行なっている択伐直前，中

間，択伐直後の林分に設定した標準地の径級別本数およ

び材積分配を理想的な択伐林型のそれらと比鮫し，択伐

直前の林分で毎木成長錐法で過去の立木櫛成を推定し，

牟礼村の1948～1960年および菊間村の1954～1961年

の観測標準地の実成長鐙と対比して，回帰年（12年）間

では成長率はそれぞれ4.3％，6.5％，最近5年間ではそ

れぞれ4.0％，5.6％であることを確めた。有馬孝昌，

桂田竜衛，塚本隆久三氏は秋田営林局管内の製品事業の

－
－ざ
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方法は系統的ライソプロット，系統的クラスター，層化

ラインプロット，層化副次等であり，プ戸ツトの大きさ

は20m×20m,31.6m×31．6m,20m×30m,28.28m

X28.28m,25m×25mで推定誤差率は9.3%～16.7%

にわたり，プロットの大きさにより毎木時間を推定する

ことができる一次式を作り．0.06～0.07haの大きさが最

適であることを提案した。

E関係では長嶋郁氏はカメラをBase50cm(B)の架

台に2個固定して林木を写し，焦点距離(f),梶差(P)

を用いて林木までの距離はD=-上Bfで求められるが，
p

実験によりその精度は土3％程鐘で，修正量△pを用

いてD=-Bfで求めると良好な測定値が得られ
p+4p

ることを発表した。高田和彦氏は写真によりプロットレ

スサンプリングを行なう場合半径20mの円内の総本数と

測定不能木との関係は二次式で表わせることを実験的に

求め総本数より測定不能木を求める方法と,断面積定数

に応ずる理論的な距難(1)と直径｡）の比〃dに応ず

る本数割合の実験的な頻度分布と理論的な肥より測定

不能木の本数を求める2通りの方法を提案した。北村昌

美氏ほ林分境界によるプロットレスサンプリング法の偏

りの補正を林緑の折返えしをもととした方法で行なうこ

とを提案し,境界線と測定点との距難色)，立木との距離

(b),測定点と立木との距離（ﾉ),直径(dj,断面稜定

数(K)"4ab+'#-i(:)鼠の計算図表を作成し,659

本のスギ林分での188点の資料で検討して良好な結果を

得た。

F関係では木梨謙吉氏は黒鹿国有林のスギ林分でとっ

た10m×10mのプロットの資料で本数(N),平均樹冠

直径(CD),平均樹高(H)にもとづく写真材積式を決

定し，実測値に対する判読値の百分率の平均値および散

布度はそれぞれ84～96％および9.5～30％の範囲で判

読誤差のばらつきの大きいことを示した。木梨謙吉，長

正道両氏は九大演習林の資料で，写真材積式の重回帰分

析の結果V=CD(aH一切+Cの形で十分であることを

示した。大島誠一，新田季利，延堂二郎，前崎武人四氏

は旭川地方の施業試験地約160haを対象にして二重抽出

法により3人の判読者による大標本84プロット，小標

本28プロットの資料で全蓄積を推定し毎木調査のそれ

と比較してよく一致することを示した。ついで小標本に

ついての判読値と実測値の分析により実測写真材積と実

測材積および判読材稜についての誤差および判読者間の

差の検定をも分折した。

本年は発表数が少ないため予定時間よりも早く終了し

たので今後大いに利用されると思われる航空写真等につ

いては論議の時間を延長してほしかった。また特筆すべ

きことは80数才の高令にもかかわらず近代銃計を駆使

して間伐と成長との関係を発表された寺崎渡氏に万こう

の敬意を表したい。（林試・経営部）

戸
一
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最高の権威・最大の内容・未曾有の大著
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林 業百科事典
一
一
」日林協編集 丸善刊行
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林業のすべて－行政・経済・科学・技術一を一冊に網羅

日林協が30周年の記念事業として6年の歳月と数百万円の資金を投入して遂に完成
全国200名に及ぶ林業各部門の専門家が分担執筆

学究者，教育者，林業技術者，普及員等はもちろん，およそ林業に

関係のある人は，この一冊を備えなければ大きな損失でしょう。

定価1冊3,500円（送米僕費） 日林協会員特典

本会の会員（正会員）に限り6回分割払いで販売いたし
B5版學本約1,100頁

ます。
写真692葉，図版2,712枚

初回1,000R(申込と同時)次回以降毎月500R(5回）
（内容見本贈呈）

本会の会員であることを支部で確認の上申込承のこと。

東京都千代田区六番町7課日本林業技術協会

■
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知床紀行

モシリパの動物たち

☆

永田洋平

高さ300メートルをこえ為典型的な知床半醐の断崖と大洞窟

垂ご嵯

「ジュマトツカリにきたらクンカラシし蕊に挨拶して

いけよ」

チプドマリ行きのバスが広い斜里平野の畑地を海岸に

ぬけだしたところで唯子が僕の肩を叩く。クンカラシと

はすでに70年前にこの地で生涯を終えた知床の主であ

り，最後の大酋長のことだ。車を降りるとしめった砂の

道がそこから左の楢林の中へ入っていた。はげしい北方

の風に頭をおさえられて木はことごとく腰を折り，かろ

うじてやせさらばえた指だけで天を支えている。

バスを乗りすてたところから50メートルばかりいっ

たところにクンカラシの墓があった。ウンラソやオカヒ

ジキにまじってネム鱈チドリの青い花，ハナマスの燃え

るような赤があたりを埋めつくしていた。

彼の墓は坂井文吉と記るされたいわゆる和式の木の墓

標とその横に一見してそれと知れるアイヌ墓標と二基な

らんで建っていたが，アイヌ墓標の方は1．3メートルほ

どの高さの楢木を手斧でけずったY字型でその根元には

この一族の首長を示めす×印を5個深く刻ぶつけてい

た。おそらくこれが現存する文字のなかった民族の最後

の墓標であろう。

キビタキの声が時雨のように降ってくるクンカラシの

墓をはなれるとぼくらはその足でこのクンカラシの子

(養子だという）にあたる坂井宗太郎翁の家をたずねる。

唯子に紹介されて引きあわされた宗太郎翁は正直にいっ

て僕はこれまでクッチャロコタンのかっての老酋長テン

カンジのもっていたドストフエフスキーにも似たマスク

を期待していたが，実は宗太郎はそのような風ぼうのど

こにもない好好爺だ。はじめて承る彼はもう70の坂を

だいぶ越えているかのようなおとろえを深く顔に刻んで

いるが，炉辺にうつむきかげんに座していた老婆の方は

それよりもはるかにふけて承える。あとでわかったこと

だがこの老婆がかってパチェラーの女中をつとめたこと

のある人だった。

話が知床にふれると翁の眼底が異様にかがやいた。

「俺がいかねば溝前さんがたには本当のシレ1,コはわ

かるまい」

残火のまたたきにも似た哀しふはたしかにあったが，

それは70幾年をここに生きぬいたものの真実の残心と

いうものだ。

はじめはただ挨拶に立寄ったというだけの宗太郎翁が

こうも卒直に案内を買って出てくれるということは思い

がけないことだ。しかもうれしいことに彼の一族が総出

で参加してくれるという。そしてナギになりさえすれば

明朝にでも文吉湾へ舟を出そうという。かってクソカラ

シがこよなく愛した岬の突端に近い入江である。

早朝のオホーツクの海はゑた目にもかなり冷たかっ

た。急斜面の石ころの浜，船入澗のない名ばかりの港，

その波打際からぼくらを乗せた舟がゴツゴツと無気味な

音をたてながら海のうねりの上におちる。たった2トン

半の第三新栄丸，ここから岬まで五ツ（五カイリ）出し

ても8時間はたっぷりかかるという。エンジンがかかる

と舟は全身で鳴りだした。

ミネハマを出て小1時間もたつと船はウトロの少し手

前のオーシソコシンにさしかかる。その頃から風の向きが

変ったと象えて，しきりに舳先のあたりから爽白な飛沫

があがる。船の胴の間にあらむしろをしいて坂井一族と

僕と唯子がむかいあって座る。

「オシンコシン臆オシュソクシがぼんとうのアイヌ名

だ。アララギの生い茂るところだ」

宗太郎翁がぽそぽそという。その声もしびれるような

船の震動にふるえあがる。

「チプドマリの先にみえる入江，あれがオチカパケ

℃

I

一
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船を洞窟の真下につけると，目白押に崖

の棚にならんだウミウのコロニーが頭上に

迫る。しきりにからだをゆさぶって卵を抱

くやつ，そうかと思うと，いまだにまだ巣

材を運んでいる鳥もいる。だがどの巣もど

の巣も白雪のように真白な蕊で光ってい

る。ここではこのガノーの堆積が彼らの歴

史なのだ。

知床は探険家のくるところではない。そ

こには特有の特定のそして珍奇といえるも

のはなにもない。むろん学術的にも特筆す

べきものはなにもないかも知れない。しか

しチベット，アフリカ，アマゾン，極地と

いったところにないものがここにある。い

や消えつつある残火のようになにかが炎え

狼はとうの昔に絶滅した。絶滅してし菱っ

一
一

高空からぷた知床半島．手前が知床癖の草原．その

入江が交吉湾遠方の山はイワウヌプリ

だ。そこに，鳥がすんでいる，所，という意味だ。昔は

たしかにいろいろな鳥がいた。今だっているだろう。ま

あもう少しいって承な。ウトロの先にチカポイがある。

チカプは鳥，オは群れてる，イは所，つ萱り鵜の鳥が幾

万と群れて暮しているところが，これからお前さんたち

の目の上にくる」

彼は実は30年振りでここにやってきたといったが，

それにしても暗い麟の胴の間からよくも自分の位置がわ

かるものだと思う。誠意力もたしかだ。

ウ1,口を過ぎた船がホ戸ペツにかかるところから知床

特有の素晴しい断崖が行く手に迫り，折からの逆光がこ

のマンモスのような巨像をぐんぐん押しだしてくる。ざ

っと目測して150メートル健あるだろう。崖のてつぺん

からはすかいに照射してくる北の太陽の光が，海中深く

根をほっているこの集塊岩層の足元をあらわにてらす。

そしていたるところ昆布の森林地帯だ。こういうところ

では海がすけて承えるということがかえって無気味なの

である。

褐色や，ときにはプロシャランといった暗い横縞がお

びただしくこのゆれる海草の上を崖にそってゆっくりと

移行していく。オウナゴの大群だ。

間口が30メートル平方もあるとほうもないクンネ，

ポール（黒い洞窟）がその深い夜の暗がりをみせながら

近づく，それは永遠にとじることのない知床の目なの

だ。シリ，シリ，シリ，と絶えることのないアマツバメ

の群がこの洞窟から吐きだされてはすいこまれる。ミャ

ーゴ，ミャーゴと絶叫するオウセグロカモメの大合唱，

エコー，そしてここではぼくらの乗った船のエンジンの

音までが簡鳥の鼓音のように反響するのだ。
グ

その右の

ているのだ。狼はとうの昔に絶滅した。絶滅してしまっ

たが狼の声は消えぬと宗太郎翁はいう。マンモスの残骸

も今日では底びき網にちょっぴりひっかかるだけだ。だ

がそれにもかかわらずマンモスのI庖隊をこの無明の知床

の壁からきくことができるのだ。

一度巣に運び込んだ枯草をまたくわえ去っていくウミ

ウ，そうかと思うとまたそれをもとの巣にくわえてひき

返えしてくるウミウ，水際に近く岩の裂け目から顔を承

せているのは卵を抱いているケイマフリの雌親である。

その彼も一度巣に集めた枯枝をぷんな外にほうりだして

しまい，また思いだしたようによせ集めては何ごともな

かったかのような安らかさで卵を抱いている。それも，

これもどうしてこんな無駄な手数をかけるのか実は生き

ものの生活の面白さとはこれなのだ。

チカポイの崖をはなれるころからラ･ウス岳の北面がゑ

えはじめる。海抜1661J<=1､ル，標高としては決して

高くはないがこの海岸線からわずか6キロほどで頂点に

達するコースはな承たいていのエネルギーでは征服でき

るものではない。800メートルあたりから1200メート

ルあたりがハイマツ地帯，その上に岩塊を菰上げたよう

な鋭利なドーム，そして頂点はまだ白雪にかがやいてい

る。

エシカリモイ（奥のない入江)，イワウペツ（硫黄の

川)，プクシャウシノツ（ギ蜜ウジャンニンニクの群生

している岬)，エダシペワタラ（海馬のいるところ)，と

完太郎翁のガイドと共に次盈と異様な岩礁や岬や入江が

現われる。大体において和名の地名などは意義はあって

も地名そのものに意味も標示もないのがふつうだがアイ

ヌ名の地名にはすべてに意味があり，発見がある。そし

一
一

、
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永 田 ： 知 床 紀 行 モ シリパの動物たち

てわれわれが幾百語を使用してなお不足を思うガイドを

たった数語で解説する。文字なき民族が数十世紀にわた

ってよくも正確にカムイユカルを伝えおわせたのもじつ

はこの言葉の簡明さによるものなのだ。

船は速度をゆるめたりはやめたりしながら油なぎに変

った崖下の海の_上をすべっていく。イヤモイ（舟から物

を陸揚げする湾）の入江をすぎるころから時折，懸崖の

鞍部に承えたコハク色に肌を輝かせたイワウヌプリそれ

がいまひきのばされたズームレンズのようにすばらしい

全容と，峡谷の美しさをみせる。きれこ承の深い谷から

海面に落ちるカムイワツカの滝，この漿観が手足をもが

れたトルソーのような日本の国土にあるということを今

日何人がしっているだろう，この生きてさかんにしぶき

をあげる滝の壮厳さはどうだ。船が近づく，ますます滝

が高くなる。しびれるようなひまつが船の上にふりかか

り，ひと掬い飲んで承たいという誘惑さえおぼえる。だ

がこの水は飲めないのだ。カムイワツカというこれは神

の水ではなく，随の水であり，かって開拓使だったライ
マンの報文にも「其ノ水酸キ事宴に酢ヨリ甚ダシ」とあ

り，とおい昔から生きものの飲むべき水でなかったこと

をこのアイヌ塙が教えているのだ。

ルシヤ川沖を過ぎて知床岳の真下をとおるころ崖はひ

ときはぐんと高くそびえる。400メートルほゆうにある

だろう海面から象あげると頂点のトドマツなどはうぶ毛

のようなはかなさにしか象えない。

「ここがアウソルイだ」

と宗太郎翁はいう。

「正確にはアウンモイという，ずっと奥へ入っている

湾のことだ」

彼臓そういうと崖の上にも一つ一つたんねんに調べあ

げるような目で染わたしていった。あるいはとおい記憶

を追いばじめたのかもしれない。そして

「やはりあるわい」

とひとりごとのようにつぶやく。

彼がある，といったのはオジロワシの巣のことであ

る。実際にワシの巣は三つも四つもヤドリギのように崖

の上の木の梢に象えている。そして古巣のように承えて

いてあるいはこの間まで雛がいたかも知れない。しかし

ここではワシかカモメが飛んでいる姿をただ見ただけで

はち産つとわからない。それほど環境が巨きすぎるの

だ。それにこうした海岸では，カモメという，どこでも

海面すれすれに飛交う連中が崖の高さをはるかにこえる

高空へしばしば上昇していくのだ。かんまんな羽博き，

滑空，これもワシに似ている。だから単独で空間をとん

でる姿をちらっとみやっただけでは比較のしょうがな

い。だから多くの場合カモメだと思ってはつい承すごし

てしまうのだ。

アウンルイの深くうっそうとした入江からはみごとな

シノリガモの大群がキーンという独特な金属音を狭い岩

壁にぶつつけながらスコールのように海面を舞いたって

いった。こういう袋に入ると水の滴りおちる崖際がケイ

マフリ，その淵の真中がシノリガモの繩張りである。水

鳥のうちでもシノリガモ妹比較的に営巣期がおそく，こ

うして今どき海面に浮いてるのほどれもこれも雄親ばか

りなのである。

ケイマブリは普通この辺では赤足と呼ばれている鳥で

ある。ケマとは足，フレは赤というアイヌ語，全身真黒

橘箪をくわえて巣にもどるウミウ 北知床突端の岩棚にあるハシポソガラスの巣
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で目のふちが白く，その名のように足が赤いといったと

りたててたたえられるほどの水鳥ではないが神経質なこ

の種の仲間のうちでは一番近親感がある。

たのだ。なるほどこうすれば流し場も洗面所も風呂場も

一緒に使えるし第一風流じゃないか。踏板の橘を渡って

土間から床にあがる。ここからシシャク1本で湯沸し水

が注げるという仕組だ。むろん顔だって口だってここで

すすげる。老母ばいう。

「ときどき朝早くトーシル鑑クンカムイがとびこんで

くることがあるんだヨ，娘もわしもかまわんから自分の

うち承たいなもんだ」・

トーシルポクンカムイとは美声でよくしゃべるミソサ

ザイのことだ。

舟はいよいよこの大地の涯の象えるシシ岩につく。ニ

ンジンを停めると潮泡の音がざわざわと狭い入江をなら

し，アマツバメのシリシリが岸一杯に反響する。午前4

時にミネハマを出てからちょうど9時間して目的地に投

びょうというわけだ。エゾセンニウのきぜわしい声が番

屋の横手のオウイタドリの群溌の中からひつぎりなしに

おこる。トッピン，トッピン

チヨ，トツピン，カケダカ，

前句を2度くりかえし，ちょ

っと間をおいてカケタカと後

句を朧じきとばす彼独特のあ

のワルツばりのテノールが鼓

動をとめた船の上にそのほて

りの上に火せんを射かけてく

るのだ。9時間も続いた船の

震動は容易にぼくらの頭の中

から消え去らないが，それに

してもこの北知床の静寂感は

夏とはいいながら夜ははや

くやってきた。沖の方がまだ

ギラギラしているというのに

この番屋だけは一足先に巨大

な崖の蔭影の中に包まれてい

ったのである。

船主の坂井操さんと唯子は

はやくねてしまった。少し飲

んだせいもあるが，やはり長

時間舟の旅で疲れたのにちが

いない。ぼくは源ちゃん親子

一

冬

卵を抱くオウセグ再カモメ
全くすばらしい。と宗太 郎翁との菅ぱなしをじ

アオジの声が崖のシンパクの中から湧きあがる。東部つときいている。こういう話はお互いに自由にさせて置

の草原できけばなんでもないその声がここではよく冷えいた方が面白い。それぞれが自分勝手な想い出や経験を

たタンサン水のしぶきのようにくちびるにふれるのだ。語る。相手の話をきいてるようで実は自分のしゃべるチ

番屋は舟をつけた岩場から10メートルほどのところヤンスをねらっている。自分の話だって相手にどれほど

に東向きに建っていて，板囲いの外側をオウイタドリの通じているかわからない。しかしそれでも話は続いてい
垣でめく・らせている。子供の腕ほどもあるオウイタドリくのだ。ひねくれたいい方をすれば，こういう会話は自
だ。出てきた女たちを源ちゃんが 己満足でありナッメロの自演である。だがそれにしても

「これがおれのおふくろ，これが妹」なんと美しい炉辺談話であろう。

と紹介する。承るとその母も娘もきれこ承の深い典型的白夜のように夜があかるい。その中で絶えまなくアマ
なマスクのアイヌであり，ことに妹さんの方は美人であツバメのグズグズがきこえる。
る。

番屋の上からセラックのようにつきでた岩塊の裂け目
「まあまあ，こんなとこまでよくきたネ」

に巣ｶﾐあるのだ。一つや二つの巣ではない。おそらく

唯子にむいて母親がそう挨拶する。しかし娘さんの方4，50コもそれ以上の巣という巣が，岩のサンドイッチ
はだまったままぼくの方を､ちらっと承ただけ。

ではしゃいでいるのだ。深夜の知床の声はそればかりで
「30年ぶりできて象た。これが股後だと思ってナ」

はない。夕方きいたエゾセンニウの声とは全く別なテッ

「わしもそう思って来たが，源のやつが嫁をもらわんペンカケタカもきこえてくるし，シマフクロウのl泡I犀や
ことにやまだ何度もこねばならんよ」トラツグミの悲鳴もきこえてくる。ガラガラという馬車
いいながら母親の方は宗太郎翁にそう笑ってみせる。のわだちの音，少しおいてドーンという爆発音･…･･こ

宗太郎翁よりはだいぶ年下らしく承えるが，それでもとれほ風化した知床岳の溶岩流がこらえきれずに磯に落込
つくに60はこえているだろう。家の中へ入ると翁どろむ音だ。ときにはこのガラガラが5分も10分も続くこ
いたことにその中を水が走っている。川だ。そしておそとがある。消えるようにおとろえたり，そうかと思うと
らくこれは崖から噴出す水が海へ流込む途中へ家を建て地すべりのように騒ぎたてたり，決して山はねむろうと
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永 田 ： 知 床 紀 行 モ シリバの動物たち

ぎ．りめしをルックにつめこんで外へ出る。僕の荷物はカ

メラと500ミリのテレレンズと三脚と眼鏡だけ，知床の

空は雲一つない上天気である。潮のひいたあとの岩礁は

アストラカンのようにごつごつした膚をしている。事実

との海の水際もひあがった瀬も象な知床岳の流した溶岩

流であり知床を支えている土台骨なのだ。

文吉湾を一望に承おろす岬のはての草原へはいあがっ

たところでぼくらは古い縦穴といくつかの貝塚を承つけ

だした。かってはここにも流浪の生活があったろう夢も

恋も，そして恕も，悲しゑもよろこびもあったろう。そ

ういった目で足元を承つめ，

しない。松浦武四郎の知床日記にしるされたチャルセロ

ナの大洞窟もこうして数万のウサギコウモリを抱いたま

ま非情の目をとじたのだろう。

ウタリーの会話は宗太郎翁のいびきで終りを告げた。

そして最後に残ったの憾美しい妹さんだけ。彼女は朝早

いからこれから承んなの飯をたいておくのだという。外

へ出るとまた遠雷のように大地の鳴る音がする。どっち

をむいても灯はひとつもみえず崖にさえぎられた宇宙の

半分だけが星で埋っている。

北知床の朝肱騒食しいオウセグロカモメの群舞ではじ

まる。「まだ暗いうちにラウ

それから海をふる。ここは1

人置去られても決して恐しく

ないところだ。

「あれがわしが若いころ霞

であったヌサウシ(祭場)だ」

宗太郎翁が指さす岬の奥の

台上に十数メー1､ルほどの高

さの岩塊が熟える。ザマイク

ルヵムイの岩だ。

ス側の方からまわってきた舟

がこの入江の前あたりで海面

になにか投込んだらしい」と

源ちゃんはいう。オウセグロ

と云えば強慾なやつらだ。い

や，強慾というより海中に潜

って餌をあさることのできな

い連中はゑなこうならなきゃ

生きていけないのだ。しかし

その彼らにも自然はチャンス

を与える。昔のアイヌも今の

漁師も，それからとおいとこ

ろではアリニーシャン地方の

一
琴

シレトコ岬の突端は50へ
群泳するケイマフリ巣は背後の岩列の中にある

漁師も，それからとおいとこクタールほどの広場をもつな

るではアリニーシャン地方のエスキモーたちも魚の群来だらかな草原である。そしてシレトコ，イワウペツ，ベ

をこのカモメの行動で知らされる。魚群というものは，ルニナ，ラウスといった半島の屋根はこの草地のきれる

ニシンでもサケでもマスでも大群で沿岸に押しよせるとところからあたかも戦艦の砲塔のようなもりあがりを承

きは，ときどき海面にふくれあがる。だからこの群れにせて続いているのだ。草原はエゾイソツツジの群落が厚
ぴったりよりそって舞ってさえいればいつかは必ずむくいシ1､ネをつくり，エゾカンゾウやハマナスの花がいた

いられることになるわけである。だがこうした彼らの社るところでさめるような色彩の夢をのぞかせる。ここは

会にも不文律というものがある。たとえば舟の中から人もっぱらシマセンニウとノゴマの楽園だ。どちらも地味

間が投げすてた木ツ葉魚とはいえ，誰れでもがこれを勝な姿のもち主たちだが，しかしその声には美しい特ちよ

手に処分できない。動物の社会で財産というものほ，そうがある。そして一度きいたら耳の底から消えないあの

れは先に承つけたものの亀の－とシートンはいう。し唐竹を渡る風韻にも似た青い笛をならすのがシマセンニ

かし群れをなす動物の社会ではこれは通用しない。そしゥで，これとは全く対照的な声ではぎれのいい歌をきか

ておそらくこれを群のボスにいわせるなら，せるのがノゴマだ。

「たとえ一尾のイワシといえども群れの財産だ。それ 風船岩のてつぺんに群れている海鳥の群はここから承

でもしそれを承知で独占しようとたくらむならこの俺をるとまるで霧をはいた鑑リゾイの頭上のようにかがやい

乗越えてやってゑろ」てみえる。この白と黒の美しいまだらはオウセグロカモ

ということになろう。メの白とウミウの黒だ。逆風に吹きあげられて胸毛のか
猫の絶叫のように，コヨーテの1I回隊のようにあるいはきたてられる白，まだしきりにしずくのしたたっている

鋭く，あるいは緩慢に，細く，ぷじかく，暗く明く旋風黒，そしてこの黒の方は羽を水平にひろげたままの珍妙
のように噴きあげながらはてしない葛藤がつづく。なかつこうでもう10分近くその姿勢を崩さ熊い。「得
潮のゑちてこないうちになぎさを歩いて岬の端に出な意そうに振舞っていてその実これがウミウのかなしい求

ければならない。重い僕の荷物を唯子と源ちゃんと3人愛の姿なのかもしれないぜ」眼鏡をのぞきながら唯子が
で分けて背負うと操さんと宗太郎翁はこれも5人分のによろこんでいる。ぼくの500ミリテレレンズがここで

－17－
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永田：知床紀行モシリパの動物たち

シャッターをおとす。フィルムを送りながらこの白と黒

の群が一斉に舞いたったらどんなにスバラシイだろうと

思う。石を投げたくともここからは余りにも距たりすぎ

ているのである。

崖の棚にウミウのものとはまるっきり異った巣がみえ

る。磯の奥さんと呼ばれる神聖なハシポソガラスの巣で

ある。カラスの巣はいずれの地方へいっても木のてつぺ

んにあるのが常識だ。ところがそのカラスがシレトコヘ

来ると断崖の棚に巣をもつのである。付近にも立木はあ

る。それにもかかわらずどうして岩の棚でヒナを育てる

のだろう。それからわれわれのような天敵が巣に近づい
ても決して彼らは騒ぎたてない。これも不思議なことで
ある。

この日の夕方ぼくらは源ちゃんの妹さんがひいてきて

くれた磯舟で番屋へひきかえす途中のもやの中で，じつ

にすばらしいハシポソミズナギドリの群に出会った。よ

､くすかして承るとチャーチのチャチな群れではない数万

の大集団の水上パレードだ。そしてこれはまたなんとワ

ンダブルな野性の歓待ぶりだろう。しかも，たしかに昨

日までこの近海で承かけなかった鳥達だ，彼らは毎年3

月ごろオーストラリア沖のニュージランドやタスマニア

の嶋盈で繁殖しては，こうして夏のころ親子相たずさえ

て北方の海洋へくり出してくる旅行者なのである。船が

おびただしい群れの中に割って入るとその水路にたちは

だかる連中だけがわずかに滑走して道をひらく。西をむ

いても東をむいても鳥，鳥，鳥の海だ。長い探鳥生活，

その想い出のうちにはこれにも増した鳥の想い出がある

が，それはいずれも空かける鳥達であ･り，こうした圧倒

的な鳥の体温を肩にふれるまでの至近距離に自分を乗入

れたことはかってなかった。

I

一

「林業技術」投稿規定
◎本誌には誰でも投稿できる。

◎投稿原稿は未発表のものであること。

◎投稿原稿は1回について，写真または図表を含象印刷でき上り3ページ（400字詰原稿用紙換算17枚）
以内とすること。それ以上になると掲載できないことが多い。

◎原稿は原稿用紙を用い横響きとすること。

◎用語はなるべく当用漢字を用い，新かな使いとすること。数字はアラビア数字を用いること。
◎樹種名ならびに外来語は力玖カナで書くこと。

◎図はケソトまたはトレーシングペーパーに墨書し色は使用しないこと。（図版は縮少して印刷することが
多いから図の中の注記数字，符号等は余り小さくない方が望ましい）

◎写真は必要な最少限度にとどめ，かつ鮮明な印画に限る（なるべく手札型）

◎原稿には筆者の住所氏名および職名（または勤務先）を明記のこと。ただし随筆,感想,意見，要望等に
関する原稿についてはペンネームもさしつかえない。その場合も欄外に住所氏名明記のこと。

◎封筒の表紙に「原稿」と朱書すること。

◎原稿は原則として返還しない。

◎原稿の取捨，削除，掲戦の時期等は編集部に一任のこと。

◎掲載の原稿には薄謝を贈呈する。
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ギーを貯えるために，渡来当初とは全く打って変って，

今度は田や畑のあぜ付近にひそむ昆虫の蝿や，あるいは

かくされているバッタの卵など，ほとんどあらゆる動物

性食物を探し求めてついばむものもあり，いずれもわれ

われの人生に間接直接に無くてはならないものである。

一体最近は，野鳥が非常に減ったといわれているが，

それを具体的に数字で現わすことは，実際には容易のわ

ざではない，それは数字的に現わす根拠が非常に難しい

からである。そこでこの野鳥の増減について，数字的に

現わすために，農林省の鳥獣実験場で調べた結果による

と，驚くことには，戦後駐留軍の管理下にあって密猟な

どを厳重に取締っていたために，非常に野鳥が多かった

昭和26年に比べると，昭和35年すなわち昨年の秋に

は，大体6分の1に減っているし，これと丁度反対に森

林が野鼠や昆虫等のために受けている被害面積は，野鳥

の減少と丁度反対に増加し，年間およそ98万町歩に達

していることは，われわれ関係者はもちろん，森林経営

者に取って決して見逃すことのできない問題である。

わたしが今ここに事新しく述べるまでもなく，自然界

における生物相互間の均衡は，その裏面においては，た

とえ弱肉強食の見にくい暗闘が，一寸の絶え間もなく繰

返されているとはいえ，これを客観的に見てまず保たれ

ている間は，害虫も害獣も，ある抑制下に温蔵されてい

るのだが，一度野鳥激減というような問題が起これば均

衡はたちまちその一角から破れ，あたかも堤防をきった

怒涛のように有害動物が発生し，その天敵動物である有

益な野生鳥獣類が勢力を盛り返えすまで，害虫類力:その

猛威を振うことは，洋の東西を問わず，過去における

数食の歴史が証明している。しかも一度野鳥その他の有

益動物が減少すれば，その回復までには意外に長年月を

要するのが常道ではあるが，時には遂に回復することが

不可能となり永久に過痕を残す場合さえある。

すなわち昆虫類ならば1回の産卵数は数十数百という

多数に上るし，また同じ獣類でも，害獣の方を見ると最

も容易に増殖する鼠は，いわゆるネズミ算式に急激に瑠

加することはだれしも知っていることであり，野兎のご

ときも,年間3回も仔を産んで急増するが,有益方面の鳥

獣は，そう都合良くは行かず，まず昆虫の天敵として溌

も活動してもらいたい有益鳥類は，1度の産卵数は普通

数箇で，しかも反覆回数が少ない上に，鳥類ではその卵

も肉も一般に味が良いので，犬朏はもちろん，野外では

狐も狸もテンも蛇も，あるいは同族の鷹や鴫のほが，さ

らにわれわれ人間までこれをねらっているので，一度減

少したら最後，回復まで長年月を要するのが普通であ

る。

これらの有益鳥獣が増殖するのに，自然界ではどんな

障碍があるかを知るために，富士山麓の．しかも一般には

森林と鳥獣

1

葛精一

日本にすむ野鳥の種類は424種，獣類は110種といわ

れているが，そのうち，鳥類ではカモメやカモ類のよう

な，いわゆる水鳥を除いた残りの大部分と，獣類ではク

ジラやオットセイのような，いわゆる海獣類を除けば，

あとの大部分はやはり森林に関係のある鳥獣である。

常時は田植後の青田の真白な衣を着て，シ雲ンポリと

立っている白鷺も，その繁殖期には，所によっては大群

をなして森林で営巣繁殖することは知られているし，ま

た全く水鳥と思われているウの類の中でも，カワウは大

木の枝上に営巣するなど，いずれも森林とは縁故のある

種類である。

われわれが都塵を避けて一歩郊外に杖をひくと，そこ

に展開されている農耕地帯では，可憐な野鳥の姿を見る

ことが少ないが，いよいよ農耕地帯を過ぎて，山ぞいの

村落から森林地帯に入ったとき，若し春ならば，春を讃

える野鳥の声が，急に多くなるのに気付くのが普通であ

る。

わたしは多摩丘陵の奥にすまいして，いつも，春から

初夏にかけてば，朝は薄暗いうちから起き出して野鳥の

声を聞いているが，今年も無事で南の国から帰って来た

夏鳥の声を聞くたびに,あたかも自分の子供が,春休象に

なって家に帰って来るのを迎えるのと，同じような気持

ちで迎え，また秋に，すず風に送られて南方へ旅立つ野

鳥の姿を眺めては，来春また無事でここへ戻って来るこ

とをこ･いねがいながら，遠く南の空に消えて行くまで見

送るのが常である。さらにこの夏鳥が南に旅立ったあと

に，北の国から南下して来る数多くの冬鳥と呼ばれる種

類があるが，そのうちにもツグミ，アトリ，シロハラ，

マミチヤジナイ，ウソ，マヒワのような森林鳥があっ

て，これらはまた，それぞれの生態の上から，森林には

なければならない大切な野鳥である。

この冬鳥にはまた冬鳥として特別な習性があって，あ

るものは土中にひそむ鋪を土から堀り出してついばむこ

とが得意であったり，またあるものはツグミのように，

初秋には森の木立に象のる漿果類を主食としていても，

春になってシベリアに帰るまでには，十分体内にエネル

《
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捕灌することを禁止している禁猟区の中で，試験して見

ると，まず巣について調べた結果では，目じるしを付け

てある100個の巣のうちで，卵や雛を持ち去られていた

り，食われたりあるいはヘビにのまれたりしたものが，

合計80巣に達し，兎にも角にも他の動物の被害を免れ

て巣立することのできたものは，わずかに20巣であっ

たから，80％は害敵の被害を受けたことになる。しか

し被害はこれだけではなくて，巣立直後の雛はまだ独立

ができず，親鳥淀養ってもらうが，その時は巣にいる時

に比べて，その付近を飛び回ったり，親鳥の餌を求める

時に高い声を出して鳴いたりするので，害敵に発見され

る機会が多いから，巣立ちしてからほんとうに独立する

までの間に，少なくとも10巣分位が失われるから，折

角100巣あっても，完全に目的を達するものは，わずか

に10巣分位である。すなわ､ら，自然界においてはいか

に弱肉強食の暗闘が展開されているかを叙述に物語るも

のであり，また反対には有益鳥類等の増殖がいかに困難

であるかを，知ることができると思う。

しかし有益な野生鳥獣の減少は，単にこれだけではな

い。一口にいえば文明的な色灸な施設ということになる

が，その例を挙げれば，交通機関の発達に伴う道路の開

設,ゴルフの流行に伴うゴルフ場の設侭,森林の伐採,森

林原野の耕地化等による，野生鳥獣の棲息範囲の縮少は

もちろん大きな打撃を与えているが，その外に野生鳥獣

の消長に最も重大な影響を与えているものは，終戦後特

に盛んになって来た害虫獣駆除に使用ずる挫薬である。

読者もすでにご承知のと鐙り，現在使用されている艇

薬のうちには，かって世界大戦当時悪用したという，い

ろいろな猛毒性のものもあれば，速効的ではないが比較

的効果のあるかんまん性の腿薬もある。そしてこれらを

良く検討して見ると，中には単に有害虫獣を薬殺するば

かりでなく，第二次あるいは第三次的に目的害虫獣を薬

殺するの承ではなく，農薬で死んだ有害虫獣を食う動

物，すなわち有害虫獣の天敵動物をも殺してしまうとい

う，おそるべき猛毒物があるので，これが使用に当って

もしも不用意に山野にあるいは林間にパラマケぱ，全く

想像もなしえなかった恐るべき結果を招来することは，
決して珍らしくない。

しかしこの種の農薬は，独り日本においての承使用し

ているのではなく，欧米でも使用はしているが，その使

用に当っては，常に第二次第三次的に他の有益動物に及

ぼす影饗について，まず十分調査研究してから実施する

から，天敵動物に対して恐ろしい悪結果を招くことはほ

とんどないわけである。現在日本人が農薬を使用してい

るところを見ると，一般に荊馳でも森林でも農薬を散布

した際に，目前で害虫がバタバタ蕊れるのを見て，「こ

の農薬は良く利く」といって喜墓が，若し農薬を散布し

ても直ちに死ななけれぼ，効果がうすいと判断して喜ば

ない。しかし欧米人の使用方法を見ると，まず当初は濃

度の非常に薄いものから試験を始め，ある害虫が速座に

死ななくても，毒性によって，作物の草液なりを吸う力

がなくなれば，その時で害性が止まるから，たとえ害虫

が5日後に死なうが，1週間後に姥れようが，それには

関係なく目的は十分達したと考えるので，日本の場合と

は異なり，第二次第三次の悪影響は無い筈である。

次に二次的に被害を被る動物はどんなものであり，さ

らにその影響としてどんなことが起こるかについて述べ

る必要がある。私は前記の通り多摩丘陵にある鳥獣実験

場に住んでいる溌毎年農薬散布の季節になれば，小学

校の児童がフクロウの死体を持って来てくれるが，入手

の方法を聞くと死体を拾ったというのである。しかもそ

の拾った場所を質して見るといつも豊薬を散いた近くで

ある。この場合フクロウは山林の鳥だから，山林に農薬

を散布したかというと，必ずしもそうではない。要は夜

分に餌をあさりに飛び歩いた際に，農薬（この場合はほ

とんどフラトールである）で死んだ鼠を拾って食った結

果，第二次的に姥れたものであることほいうまでもな

い。また実験場には雑その他たくさんの種鳥や母鶏が飼

養されているので，飼料庫の周辺はもちろん，維艦の付

近などには自然に飼料が落ちているの冠それを食うた

めに夜には鼠が相当出て来るが，今度はその鼠を捕るた

めに，いつも今頃になればフクロウが集って来て，夜毎

に鳴くのだが，昨年あたりから季節になってもフクロウ

のアノ親し承のある「ゴロスケ，デーホー」という鳴声

を聞くことができなくなったことば淋しい･

このフクロウもミミズクも共に森林の鳥であり，野鼠

の天敵として非常に大切な鳥でもあるが，さらに両者と

も樹木の空洞を利用して巣を造る種類である。しかしこ

の種の鳥類が前記のように激減するのば単に農薬のため

の承ではない。それは樹木の空洞が最近著しく少なくな

って来たため，営巣場所がなくなったからでもある。往

時は少し山奥に入れば相当各地に原始林も見られたし，

そこには立派な空洞のある老樹も茂っていたものを，最

近はこれ等の大木も燃料化したり，あるいは用材として

伐り出されたり，さらに最近木材価格の上昇に連れて，

造林事業が急に進展した結果，こうした雑木林などは片

端から伐られて，そのあとには杉や桧や松のような樹種

が植えられているが，これ等の樹種はたとえ数十年を経

過したとて，カエデやナラのように容易に空洞の出来る

ことがないので，フク戸ウもミミズクも共にこのままで

は，住宅難に落入り，遂には絶滅の悲運をたどらねばな

一
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蔦：森林と鳥獣

電柱に孔を開けるという，とんでもない結果となったも

のであった。しかしこれは必しも福島と山形の県境の承

に起こった問題ではなく，伊豆半島の中央を縦走する下

田に至る道路禍いに建てられた迩柱にも，長野県の軽井

沢を通って関東に送られる高圧線のための電柱にも，そ

のほ力噺潟県下，岩手県下等灸各所に起こった問題であ

るが,要は大切な野鳥の習撰や益性利用ということを考
えずに，行なった報いであるともいえよう。

元来林業は艇業と違ってその収穫期すなわち伐採まで

に数十百年の長年月を要するのが常道である。すなわち

農耕の場合ならば，春季識種してその秋にはすでに収渡

するのであるから，たとえ害虫が発生したとしても草丈

けも低く，従って農薬を使うにしても手も容易にとどく

という便利もあるが，林業の場合はそう簡単には行かな

い。苗を造っていよいよ山に植えてからも，当初のう､ら

は毎年下刈りをして樹木を保謹しなければならないし，

さらにその時すでに鼠や野兎の害はもちろん，病虫害対

策をも考えなければならない上に，その多くは自宅から

非常に遠い，しかも不便な所であり，農耕地に比して急

傾斜の所が多いので，なにかにつけて不便が多いのが普

通である。加うるに植えてから次第に年数を重ねる漣連

れて，木が成長して来て，おしまいには吹第に手がとど

かなくなったり，農薬散布の噴霧器等では到底樹頂まで

達しなくなる関係から，害虫等による被害が次第に加わ

る心配がまして来る。それ故般近では空からヘリコプタ

ーを使って薬剤を散布しているところもあるが，これら

はいずれも多額の経磯を要するので，一般的に実行をす

すめることができないのは当然であろう。

しかるに一方森林と有益鳥獣との関係を見ると，率直

にいえば有益鳥獣朧農業でも林業の場合でも，これら産
業のために生きているといっても過言でないように思わ

れる。それは鳥類でも獣類の場合でも，おのおの採食場

が違うということである。言葉を換えて表現すれば，有

益鳥獣はわれわれのために「分担駆除」をして呉れてい

るといえると思う。今一本の大木を例に取って見ると，

その老樹の枝端の方についた害虫に対しては，キクイタ

ダキ，シジウカラ，ヒガラ，コガラ，エナガのような種

類が害虫駆除の任に当っている。また樹幹にはアカケ

ラ，キバシリ，ゴジュウカラのような，巧みに樹幹を上

下すあことのできるような，体の椴造をもった種類がい

､て，樹皮の間にひそむ昆虫はもちろんその卵も蝿もてい

ねいに駆除するが，隣の丈夫にできているキツツキの類

は，単に皮間にひそむ害虫の承で朧なく，マツクイムシ

例えばカミキリムシのような，木質部に深く食い入って

いる害虫までも，特に伸縮自在にできている舌と，丈夫

らぬようになると思う。現に北海道の原始林にすむシマ

フクロウなどは，昨年の春に東京で開催された，国際鳥

類保護会議に来た同会の会長であるリプレー氏が，なん

とかして標本として持ち帰り度いとの申出があり，道中

を探したがどうしても手に入らず，最後に釧路か根室の

個人が持っていたものを,懇望して入手したほどである。

最近北海道を旅行して見ると，今では開拓事業が著し

く進展したことと，造林事業が盛んに行なわれている結

果であろう。往時のような立派な原始林はほとんど見る

ことができず，わずかに釧路から網走に通ずる鉄道沿線

で車窓から見られるほかは，多くば国境近くの高い所に

残っているに過ぎないような気がする。しかも北海道の

場合嫁,特に造林木はカラマツが主体となって然り,その

外にはトドマツやトウヒの類が多いようであるから，フ

クロウなどの営巣すべき空洞は，到底望むべくもない現

状である。最近北海道の造林地に特に野鼠や野兎が増殖

して，林木を食害しているが，最も大切なこれら害獣の

天敵を追放するのだから，害獣類がばつこするのも当然

過ぎるほど当然なことのように思う。ことにその野鼠対

策としてフラトールを散布したならば，これを食って死

んだ鼠をその天敵動物であるフクロウやミミズクの承で

なく，キツネやテンやタヌキまでが拾って食って，第二

次的に蕊死する結果鼠のために散いた毒餌が，間接に

狐や狸まで殺すことになり，第三次的に斑兎が猛繁殖し

て，思わなかった被害を造林地に与えているなどは，将

来良く考えなければならない問題であろう。

一体樹木の空洞のある樹を伐採することによって，森

林を追われる野鳥は，フクロウやミミズクの承ではな

い，シジウカラ，ヤマガラ，キツツキ，ムクドリ等を現

在空洞を利用して繁殖する鳥類は20余種もあるが，不

思議なことに，空洞を利用する鳥類のうちスズメを除け

ぱことごとくが非常に有益な種鳥である，それ故もし老

樹を伐採したり，新たに杉や桧を造林するような場合に

は，あらかじめこれら益鳥類の保護対策を十分考慮すべ

きである。

先年福島から米沢に至る国鉄を電化する際に，電化に

必要な電力を遠くから引いて来た時に，その電柱が県境

付近でキツツキに孔を開けられ，時には電柱が折れると

いうので大騒ぎをしたことがあるが，これについて良く

調べて見ると，丁度その近くにあった原始林には，キツ

ツキの類が沢山棲んでいたのを，それにはおかまいなし

に皆伐して燃料にした結果，キツツキは棲むに家なく，

さらにコツコツと啄く物がなくなり，遂いに電柱に穴を

開けてその中に営巣をしたり，あるいはキツツキはある

必要性から，枯木に孔を開けるのであるが，その目的と

なる適度の硬さの枯木がなくなったために，止むを得ず

《
↑
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にできている膳とを巧承に利用して，駆除してくれる。

さらに土中にひそむ昆虫類の蛎や卵に対しては，土を堀

ったり落葉をかいたりして採食する，キジ，ヤマドリ，

アカハラ，シロハラ等強い足で土をかくことのできる野

鳥が駆除してくれる。

次に獣類の多くは夜行性の動物であるが，野鼠もまた

その仲間として，多く夜間活動し，日中は地表近くに臓
令

あまり出て来ないが，夜間は出て来る，それを捕食する

のがキツネやイタチであり，鳥ではフクロウやミミズク

のような，夜にも視力の利く種類である。

かように考えて見ると農林業のいずれを問わず，巧象

にこれらの有益な野生鳥獣を利用することができれば，

現在有害虫獣の駆除のために消費される恐らく数百億に

達するであろう経費は節約されるであろうし，毎年食を

心配したりいたずらな労力を使うことなしに，林木もス

クスクと延びることができるように思われる。最近欧米

ではすでに農薬の使用から，有害虫獣に対してばその天

敵利用に切り換えつつあることは，すでにご承知のこと

と思うが，日本でも，一日も速かにまず天敵動物の保護

を図り，これをふやして十二分に利用することを考える

べきである。農薬による害虫獣の駆除はその効力の期限

ほ1年であるが，天敵利用の場合はほとんど永久であ

り，1度ふやせばその後はあまり経費を要しないのが鳥

獣である。

愛鳥週間の宣伝を待つまでもなく，農林業者自らが自

発的に良く野生鳥獣の習性を会得し，有益鳥獣を保護し

単に経済方面の承でなく，人心文化にもこうけん式べき

である。
一
『

杏

中 島巌著

森林航測概要

定価550円226頁

地球出版株式会社発行

（東京都港区赤坂一ツ木31番地）

林業目的のための航空写真の利用面は，これを大きく

わけると，図面の調製，森林調査，森林経営管理への応

用などになるｶﾐ，これらを要領よく一巻にとりまとめた

いわゆる幅の広い，しかも研究色のゆたかな著書となる

と，内外を通じその数がきわめて少ない。

本書には航空写真自体についての知識から航空写真測

量の基礎・写真の図化・写真の判読と測定・写真による

森林調査にいたるまで，およそ航空写真利用についての

基本的なことがらがあますところなく述べられている。

そして本書がもつ他にゑられない特長は，写真の判読・

測定さらにその理論および技術をおりこんだ森林調査な

ど，林業にたずさわる人灸にとって直接関係の深い，し

かも手近に実験のできる写真の測樹学的利用面に全体の

半ばをこすページ数があてられていることである。この

著者中島巌氏は，東大農学部林学科を卒業後十数年に

わたり，林業試験場で森林航測についての研究をかさ

ね，最近はオランダの国際航測研究所に1年間留学され

た新進気鋭の学究であって，今回出版された航測概要も

氏の豊かな経験とたゆまざる研究精進のあらわれに臆か

ならない。

森林航測のうち測樹に関する分野ば，ほぼ完成の域に

あるといってよい推計学ことにサンプリング調査法との

巧承な組合わせを考えることによって，森林調査法の画

期的な前進があり，遠からずそれがわが国の森林経理方

式ともマッチした体系をととのえるにいたるであろうこ

とを期待するのであるが，中島氏の著書はこの期待実現

のための確固たる基礎づけをなしているわたくしは心か

ら敬意と喜びを感じ，本書を広く林業人の必携書としあ

るいは学生の教材として推奨する次第である。

（北海道大学農学部助教授谷口信一）

＝
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宇 田川竜男

第1図木の実を食べるツグミ

なところに設けてやる必要がある。これがここにいう野

鳥保護林である。狭い日本とはいえ，森林の面穣は小鳥

の森を設けられないほど，それほど狭くはないはずであ

る。

鳥類保護林の要素

野生の鳥を保護するための林としてば，まずその林分

がかれらの生活の場として快適なものであることが必要

である。快適であるためには，林そのものが彼らの生活

を保護する役目をしなければならない。これに次いでは

食物のあることと，繁殖の場所のあることが必要な条件

となっている。この三つの要素について，さらに詳しく

次に述べよう。

1．林相

南北に長いわが国で嫁，どんな林相がよいかは，それ

ぞれの迩或によって異なるわけである。ここでは林相そ

のものについてではなくて，共通した条件について説明

を加えれば，了解していただけると思う。

まず望ましいのは，混交林であることである。混交林

には鳥だけでなく，そのほかの動物も多いことは，早く

から認められているところである。このためこれらの動

物の間には天敵関係が生じて，害虫の制圧に役立ってい

る．この場合に，鳥も天敵として働くことはいうまでも

ない。

林相が広葉樹または針葉樹の単純林であると，鳥の生

感する種類も個体数も著しく少ないものとなる。特に前

者の場合には，落葉してしまうと，そこ憾彼らの生息場

所ではなくなってしまうから，常緑のものを選ぶか，針

葉樹の混植を必要とするものである。またこれらの林分

は，鳥たちを害敵から護る役目をはたすもので，これを

隠れ場(Shelter)とよんでいる。森の鳥たちにとっても

っとも恐ろしいのは，かれらを食物としているタカやフ

クロウである。タカに襲われた時に，すぐ飛びこめる茂

み(buSh)のあることは必要な条件である。またこの茂

象の中はフクロウに襲われることもないし，深い茂みで

あれば雨や雪もしのげるから，保護林そのものがこんも
りとしていることも必要であるが，ところどころに茂み

わが国の野生鳥類が減少したのは，明治維新から明治

25年の狩猟法の制定までと，終戦後の数年がとくに著

しかった。前者の場合は，没落した武士階級が生活の極

として無差別に乱渡したのと，幕府時代に銃器を持つこ

とが許されなかった民衆が，その反勤として，さきをあ

らそって銃を手に入れて，遊猟にでたから，野生の鳥獣

はたちまち減少してしまった。いま問題になっている佐

渡のトキも，明治10～15年には，新潟平野に群生して

いて，お寺の森がその繁殖地になっていたのを覚えてい

る老人もいるほどである。それがいまでは佐渡に4羽石

川県下に2～3羽しかいなくなってしまった。

戦後における減少の特徴ば，人心の混乱と道徳の低下

による密猟の増加も，その大きな原因になっているが）

最大の原因は森林の過伐である。そのよい例は，富士山

ろくの静岡県須走である。ここは野鳥のメッカといわれ

た場所で，多くの研究が行なわれた。ところが，鳥の多

い部落の周辺は私有林であるから，終戦後に伐採されて

しまって，かっては日本一を誇った須走も，いまでは見

る影もない。また近年は防衛学校が設けられたし，その

一角にはゴルフ場が開かれて，小鳥の楽園もすでに昔の

夢となってしまった。

わが国の林業は，いま大きな転換期に立っている。拡

大造林の実施，さらに林業基本法へと，森林の生産性の

向上を目途として，すべてが進められつつある。要する

に，生産性の低い天然林や，混交林は雛理して，成長の

早い樹匝の一斉林ということになろう。おそらく，その

大半はカラマツが占めることになると思われる。

さて，この場合に，胤の保護増殖の面からゑると，一

斉造林嫁もつとも好ましくない林相なのである。それで

なくとも，減少しつつある野鳥は，ますますその生息地

を失なうことになるわけである。かれらにとって，森林

こそ残された，ただ一つの安住の地なのであるが，そ

れが彼らの生活に適さないものとなることは，まさに致

命傷といわなければならない。これを救うために，ぜひ

とも彼らの生活の場として適した林分を，一斉林の適当

垂
・
望

_へ

？

筆者・盤林省林業試験場鳥獣研究室長・遅博
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第2図鳥のすまないカラマツ林 第3図ガマヅミ

のあることも重要である。

林分の椛成では，主木より下木の状態が大きな意義を

もっているもので，下木すなわち茂承のあるなしは，鳥

の定住や営巣を左右するものなので，その保存には特に

注意しなければならない。

2．食物

林内にかれらの食べ物の多いことも，一つの大きな条

件である。森林にすむ鳥の大半は食虫性のものであるか

ら，春から夏にかけては不自由でないが，秋から冬にか

けては動物が少なくなるので，その不足分を植物質で補

う。この他ヤマガラなども，マツやイポタの実を好んで

食べるものである。

このような食性の変化に対処して，林内にかれらの食

物となる実のなる樹木を植えることが望ましいわけであ

る。これを誘致木また織食餌（じ）植物とよんでいる。

これにはいろいろな樹種をあげることができるが，すく

なくともつぎの条件のものであることが必要である。す

なわち，ツル植物でないこと，ほかの食物の不足する冬

に実のあるもの，しかも実が豊富につくものなどであ
る。

ツル性のものは林内でほかの樹木にから承つくので，

まことに困るものである。たとえばツルウメモドキなど

実が豊富で，冬でもそれが保たれるし，小鳥たちも非常

に好むものであるが，ほかの樹木にからむので適当では
ない。この点で幟ナンテン・マサキ．ガマヅミ・ウメモ

ドキなどが適当である。またこれらの樹木は，庭園木で

もあるから都合がよい。このほかトキワサソザシ（ピラ

カンサス）も，理想的なものということができる。それ

は，以上の条件を満しているのと同時に，桜哩が茂って

いるから，害敵に襲われた時に，その内部に潜り込めば

避難することができるわけである。小鳥が害敵に襲われ

るのは，喜盈として食物をとっている時に多いものであ
る。

秋はいずれの樹種も実をつけるから，鳥たちは豊富な

食物にめく．まれるわけであるが，12月から翌群までは，

木の実は落ち，寒さばきぴしさを増すので，かれらにと

って苦難の日が続くわけである。この時期に挫爾な実を

保っていることが重要なのである。このような理想的な

樹種は上記のものく．らいで，そのほかにはあまり見当ら
ない。

3．繁殖場所

林内に生息する鳥の多くは，主木の枝に巣を営むより

下木の茂患，または地上に営むものである。このため成

林した林分では，下木の清掃伐は行なわないのが望まし

い。ところが民有林では，しばしばこれを行なうので，

鳥の繁殖には不適当な場所となってしまって，ほかに移

動してしまうことがある。鳥のうちには樹の洞（うろ）

に営巣するものもあるから，老木のあることが好ましい

のであるが，それがない若い林では，巣箱をかけなけれ

ばならない。よく巣箱さえかければ，どの鳥も利用して

増殖するものと思っている人もあるが，これを利用する

のはごくわずかな種類で，フクロウ類・シジウガラ・ヤ

マガラ・ブッポウソウ・オシドリく．らいのものである。

これ以外の種類は，それぞれ好承の場所に巣を営むもの

であるから，それに都合のよいような施莱をしなければ

ならない。

このためには，さきに述べた林相の問題になってくる

のであるが，その林内に生息す為鰐の種類によって異な

るものである。すなわちスズメ科のホホジロやアオジの

多い林分では，ツツジのような低くて，茂承のあるもの

を多くすることによって，営巣個所を与えるようにす

る。シジウカラなどはどこにもいるから，巣箱は保談林

にぜひとも必要である。わが国の林で，鳥類保謹林の形

態艇もっとも近いのは，境内林であると思う。しかし一

般に下木の貧弱なのが欠点であるから，この点を充実す

れば，立派に鳥類保護林ということができよう。

一齊林の鳥類保護

常緑の一斉林はそれほどでもないが，落葉樹のそれは

〔
罰

Q

｛
《
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『
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宇田川：野鳥保謹林の話

る。茂承といっても，常緑ではなくて落葉したもので，

これにツル性のものがからみついていて，隠れ場所とな

っているところにカラ類（ヤマガラ・シジウガラなど）

の集団が生活している。このような壌新には，かれらの

食べ物となるものが，ほかにくらべて多いことも原因と

なるかもしれない。

春から夏にかけての，一斉林における鳥類の生息はか

なり良好となる。カラマツ林の場合でも，新芽とともに

多くなり，かなりの生息数に達するが，このうち森林の

保謹に役立つのはカヲ類であるから，この保謹のたぬに

は巣箱をかけなければならない。それはカラーマツは30

～40年で伐採するから，純分が若いために彼らの営巣

する樹洞（どう）に乏しい。このためかれらは繁殖に都

合のよい林分に移動してしまって，もっとも害虫の駆除

に役立たせる時鋤に，その生息数が低下してしまうこ聖

になる。

巣箱の利用率は100％のこともあるが，一般には40

～50％である。これはその林分のカラ類の生息数にも

よるが，ひとつにほかける位置の適否が大きく影瀞する

ものである。なかでも出入口の方向が重大で，これによ

って利用率が左右される，といっても過言ではない。す

なわち，出入口の前面臓広くひらけているのがよい。こ

れ朧彼らが一直線に飛ぶ習性によるものである。また巣

箱の近くに，ニワトリの羽毛など，かれらが巣材として

用いるものを地上に集積しておくと，巣箱の利用度は高

くなるものである。

毒
一

凸

第4図ねぐらとなるトウヒ

生息する鳥の消長がいちじるしい。そのもっともよい例

は’カラマツの一斉林である。春から夏にかけて，ここ

には多くの鳥が生息しているが，秋の落葉期から翌春ま

では，はなはだ少なく，むしろ鳥影を認めるのが困難と

なり，シジウカラの仲間すら見ることができないほどで

ある。

このような林に，冬も鳥を生息させることは，害虫の

駆除から望ましいことである。それは虫の多くは卵で冬

を越しているから，鳥たちがこれを見つければ，それを

ことごとく食べてしまうので，その駆除の効果は大きい

わけである。事実，この時期の鳥の胃からは，あきらか

に虫の卵を検出することができる。

それでは，いかにして鳥を生息させるかである。この

場合にも，前記の原則によればよいのであるが，このう

ちもっとも重要なのは，林相を保持することである。も

っとも一斉林の立前からすれば，混交することは望めな

いわけであるが，一斉林の諸所に数本く:らいづつ常緑の

ものを残す程度で，十分にその目的を達することができ

るものである。そのよい例が，富士山の山梨県側にあ

る。ここは約2,000haにおたるカラマツの一斉林で，標

高1200mぐらいから帯状に植林されている。ここの冬

季における生息数はまことに貧弱なものであるが，その

下部にはモミが請所に残存している。またその下方には

アカマツ林が幣状にある。この混交の林分に来ると，急

に鳥の声が鮒こえ，しかもいつ行っても，そこには鳥が

いる。これはやはり彼らの好む場所が，これらの常緑の

ものによって形成されるからであろう。

これについでは，下木の茂承になっている付近であ

《
一

譲溌遥皇

灘蕊鱗蕊 …
鐵醗剣廟響

第5図窓に来るヤマガラ（高尾山）

積雪地の保護林

わが国の森林の大半は積雪地帯にあるから，ここに冬

でも生活する鳥には，寒さと飢えに対する特別の保識を

必要とする。

寒さや雪などに対しては，深い林を設けることによっ

て保謹してやることができる。幸い，この地帯に発達す

る針葉樹は，かれらに夜のとまり場を与えている。たと

えば，トウヒなどの独立樹など，その樹冠内はかなり寒
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さを防いでいるし，害敵からも護られるので，なるべく

枝の密に張ったものがよい。

積雪による食物の欠乏は，しばしば多くの鳥を死に追

いやってしまう。このような場合には，食餌（じ）植物

による以外に，食物を給与する必要がある。かれらも食

物があれば，その林分にとどまるから，与える食物の種

類も鳥の種類によって異なるわけであるが，冬の欠乏期

においては，平素はあまり好まない食物でも，よく食べ

るものである。たとえば，カヲ類には南京豆・カボチャ

の種子などが好ましいの:であるが，冬に朧パンくずなど
も喜んで食べるものである。またウグイス・メジロ・ヒ

ヨドリなどには，カキの熟したものを秋に貯えておくと

便利である。このほか縮没なども混ぜておけば，しだい

に食べるようになる。北海道の釧路原野にいるタンチョ

ウヅルは，はじあトウモロコシを食べなかったのである

が，いまではむしろこれを好んで食べている。鳥の食性

ほど適応性の広いものはない。

積雪のない地方でも，寒い時期は食べ物に困るもので

あるから，なるべく給与することによって，林内に生息

するものを多くすることが望ましい。また冬の巣箱は，

かれらのねぐらとなるから，秋にかけておくのがよいわ

けである。筆者らは，東京都下の高尾山に諸いて，ヤマ

ガラ・ゴジウカラ・シジウカラに南京豆を給与したとこ

ろ，非常によくなれて，手からとるものもでてきた。こ

れは思いがけないできごとで，いまでは高尾山の名物と

なっているが，これも冬の間の食物が欠乏した時に，か

れらが次第になれてきたのである。これには鳥たちに恐

怖心をおこさせないことが，まず第一の条件となる。

この要領で行なうならば，私たちゐ庭へ彼らを招くこ

とも容易である。それは彼らの好承そうな食物を，庭に

置いてやるだけで十分である。東京都内でも，この方法

によってかなりいろいろな種類の野鳥を招いている人が

ある。ましてや緑にめぐまれた環境に生活する私たちに

とっては，いたって容易なことであるから，今年の愛鳥
、

週間は，まず自分の庭先から始めたいものである。

一 新刊図書
、

やさしく楽しく読ませる.／

再版A5判212頁定価260円送料実費これからの木材利用 写 真 7 5 図 版 6 2

農林省業試験離瀦農学鱸刷蕊健諜嬰共著
内容：合板・集成材・パーティクルポード・ファイバーボード・段ボール紙・

成型木炭・薬品・肥料等の製法・性質・利用法

B5版上製本約1,100頁林業百科事典
写真692葉，図版2,712枚

（内容見本贈呈）
日 林協編集・丸善刊行定価1冊3,500円（送料実費）

林業のすべて－行政・経済・科学・技術一を一冊に網羅
日林協が30周年の記念事業として6年の歳月と数百万円の資金を投入して遂に完成
全国200名に及ぶ林業各部門の専門家が分担執筆

造林技術の再検討3版A5判52頁定価70円送料実費
東京大学千葉演習林長農学博士渡辺資仲著

一林野庁監修一

空中写真判読比較カード定価1,300円送料実費
空中写真と直接比較して林相を比較できる
主要10数樹種200林分カード400枚箱入説明付

一一林野庁監修一

A4製硫響識0『苧禦ﾄ2001b.空中写真判読基準カード

全国より集めた主要樹種のステレオグラム50枚，いずれ
も詳細なるデータを添付。

木材識別カード 小林弥一
須藤彰司共著定価3,500円〒実費

一

日本林業技術協会瀞譽雫漂42詫淵発行東京都千代田区六番町7

－
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現在，わが国には絶滅に瀕し

てい為鬮が，数種い室すが，1，

キもその中の一種でありますo

昔ほどこの地にもたくさん凄ん

でおり，決して珍しい鳥ではな

かったのですが，今ではすっか

り跡をたってしまい，能登の1

部に3羽と，佐渡ケ島に4羽が

碓認されるだけで，大変霞重な

儲となり讃した。

拝
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飛ぶトキの群

○トキという鳥

昨年5月，国際鳥類保護会議が，東京で開かれました

が，この時の記念切手になった鳥がトキです。サギやコ

ウノトリに近い鳥で，一見「サギ」類に似ていますが，

職が非常に大きく，円筒形を呈して少し下の方に湾曲し
ており，その基部と先端が赤色をしています。顔には羽

毛がなくて，皮膚が裸出しており，また後頭部には羽冠

があります。雄も雌も同じ色で全身が白色（繁殖期にな

ると後頭部から肩にかけて薄灰色となります）をしてお

り，翼の裏側が美しい淡紅色をしております。トキ色の

語源はこの鳥の色から出たのだそうです。大きさは，翼
が37cm～43cm,尾羽が15cm～17cm,体重が1.9キ

ロ位で,背の低い割合に，巾の広い鳥です。学名がニポ
ニア・ニッポンといわれ，属名種名共に日本を表わして

おります。今から126年前（1835年）オランダのライ

デン博物館の鳥類学者テミンクは日本のトキの標本（日

本に滞在していたシーポルトの送ったもの）にイピス・

ニッポンという学名をつけて発表したのですが，その後

（1852年）ライヘンバハーにより，現在のニポニア・ニ

ッポソに改められ童した。東亜特産の鳥で，古くから日

本，朝鮮，中国，ウスリー，アムールにかけて棲んでお

り，日本でも往時，コーナ，トウノトリ，桃花鳥，美人

鳥，紅サギ，瑞鳥，ハナグサリ，ドウ，唐鳥等とよぱれ

全国各地にたくさんすんでいました。

「おらがいつちのにっくい鳥は
1番にくい

どうとさぎ小すずめホーイホーイ
トキ

ホンヤラホンヤラホーイホイ」

これは新潟県十日町市に残る鳥追い歌ですが，トキに

関する偲謡が各地に残っているのを見ても，栢当多くす

んでいたことがうかがわれます。この鳥の羽は優雅な色

彩があるたあ,20年に1度の伊勢神宮御造宮の際奉納さ

れる神宝，須賀利の太刀（サヤは黒塗，キリンの金物が

つき，柄は赤木で金銅の現金，鈴10個で飾られている

とてもきれいな太刀）の飾りとして，遠く1280余年前

より用いられておりますしまた往時より矢羽根や，茶の

湯の羽瀞や，あるいは釣魚の擬餌鈎（石川県ではアユ釣

用の毛針として近年まで用いられていたそうです),ある
いば羽布団等に用ぃられだため，盛んに乱獲されて年禽

減少しました。佐渡にばトキを奉行に送ったときの古文

譜（慶長年間のもの）が今も残っていますし，石川県で

も，宝歴9年（1759年）に前田藩江戸家老，吉田久兵術

から幕府の命により，トキの羽を拾って差出せとの藩役

人への命令書が残っており，また旧家等では今でも仏漣
の中に清掃に用いるトキの羽瀞が残っているそうです。

卜.キがわが国で減ったのは，明治11年頃からだとい

われますが，大正5～6年頃，雄1羽が30銭位したと

き，トキ1羽ほ1円20賎もしたということですから，

相当猟獲されたものと思います。

o天然記念物に

大正の終りから昭和の初めにかけて，この鳥を見た者

がなく，教科書にまでトキはわが国よヴ姿を消したと述

べられ,学会からも過去の珍鳥として,断念されていたの

ですが，昭和5年佐渡で嬢息していることが発表されて

から,にわかに一大旋風を巻き起しました。一方,石川県

においても，昭和4年11月初め,金沢市居住の橘藤次朗

老人が邑知潟付近で，トキをキジと間違えて撃ち落し，

羽咋小学校に寄付して，ようやくトキとわかりました。

昭和7年5月には農林省の内田清之助博士がわざわざ

ユ

＝

躍者・新潟県両津市両津湾等学校教諭
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佐 藤：絶滅寸前 の珍鳥トキ

佐渡に渡って生息する事実を確認され，世界的珍鳥であ

ると折紙をつけられました。震た同年およびその翌年に

は同省の下村兼史氏が佐渡で撮影に成功され，トキは再

び世に出たのです。そこで農林省では第1蔚手として捕

盤禁止と決定し，「朱鷺保護をらるくし，艇林省」の標

柱が佐渡島内の迂灸に立てられました｡一方地元でも，

この名鳥を永久に保護することになり，天然記念物に編

入方を申請しました。ところが天然記念物に指定される

と，木の伐採ができなくなると，一部の製炭者の蔬烈な

反対運動も起こり蓑した。しかし佐渡支庁の努力と，内

田博士のお骨折りもあって，昭和9年12月28日，文

部省告示第312号をもってトキは所をきめず，天然記念

物に指定されました。当時の佐渡の棲息数は100羽前後

であったといわれ蓑す（石川県では昭和5年10月から

向う10年間，眉丈山付近は禁猟区に指定されましたが，

その後久しくトキの姿をみた者がなかったようです)。
昭和10年3月には米人，ダイグナン・ハーバート・ガ

ートン氏（米国盈立博物館勤務，鳥類学者）が調査のた

め佐渡に渡りました。地元でほその後も保護を続けてき

たのですが，戦争の勃発により，トキへの関心は逐年薄

らいでいきました。

○特別天然記念物にそしで国際保護鳥に

私は昭和20年，復員後鳥を探して野山を歩きまわっ

たのですが，珍鳥に会うことはほとんどありませんでし

た。もっとも当時は生態もわからず，トキに関する文献

もほとんどなかったのです。幸いにしてトキの姿を見て

も1～2羽多い時には3～4羽という程度でした。この

状況は各方面に語り伝えられたのですが，遂に昭和26

年3月には特別天然記念物に指定されたのです。翌27

年11月にはようやくにして，佐渡における最大群22

羽を見ました。しかしその翌年からは次表のように年を

激減し，今や絶滅の寸前にあります。

一
一

親馬より鱒をもらう籠鳥

凸

【
《
》

巣立ち真近い3羽の雛

～

確 繍
確認最大
羽数

"'86,282913.|3!|3''31"|
|'41'41｣211｣|941~ri Ｊ鱈

４１６
備考1．これは小娠渡山系の秋の最大群で大佐渡山系には

毎年2～3羽が確認されており，昭和35年も1羽
が確認されました。

2．昭和36年6月には3羽の雛が巣立ちました。

私は昭和28年3月，負傷したトキ1羽を文化財保護

委員会の命で，49日間保護飼育（その後上野動物園に移

管）しましたが，この間，生態のいくらかが判明しまし

た。

昭和28年12月，佐渡朱鷺保護会が誕生し，翌29年

12月には佐渡内に3カ所の禁猟区，計4376町歩が設定

されました。ー方石川県でも昭和31年，羽咋郡越路野

､

I、キの巣 と 卵

－28 －



佐藤？絶滅寸前の珍鳥トキ

地区禁猟区ができ,昭和32年には羽咋町に,朱鷺保護
会が結成されています。こうして棲息地においては，絶

滅寸前のトキに対する保護の手が次灸とさしのべられ，

新潟県では，昭和29年1､キを「県鳥」として指定され

ました。そして昨年5月には，国際鳥類保護会識で，国

際保護鳥に指定されたのです。

O警戒心の強い鳥

トキは人里離れた山の中に散在する水田や，渓谷等で

人目を避け，細煮と生息しています。食性はサワガニ，

カエル，ドジョウ，小昆虫類等ですが，中でもカエル，

サワガニ，ドジョウなどは大好物です。繁殖期になると

2羽となりますが，その他の時期においては4～5羽か

ら5～6羽の群をなし，ことに秋になると大きな群をな

して刈取り後の水田等で遊んでおります。塒に入るの

も，またとびたつのも大体定まった時間であり，また餌

をあさる範囲も2～4キロ位であり堂すが，ことに秋は

行励区域が限られています。非常に警戒心の旺盛な鳥

で，1群の中には必ず1～2羽の警戒監視役がいて，他

の鳥が餌をあさったり遊びたわむれたりする時などこの

鳥は，1段高い土堤あるいは木の上で四方を警戒してお

ります｡そしてもし危険なことが起こると監視役の合図

で，美しいトキ色の羽を広げて一斉にとび去ります。地

上におりる時も非常に注意深く，1部の鳥がおりても1

～2羽は上空をとびまわりながら警戒し，危険のないこ

とがわかってから下りてきます。残雪のある4月，ユキ

ツバキやシラネアオイ等の咲き乱れる奥山に繁殖をしま

すが'巣は断崖または滝などの上にのびでた地上10m以

上もある樹上に，長さ50～60cm位の枯枝をもって外径

65cm位，内径30cm,深さ3cm位のくぼJﾘﾍのあるも

のを作り,産座に苔，落葉等をしきつめて，3コ～4コ

の卵を産みます。卵は青承がかかった薄灰色の地色に茶

編斑紋がほとんど全面に散布しており，長径6.6cm位，

短径4.6cm位あります。

○なぜ減 っ て ゆ く か

その主なるものほ

(1)森林が年と共に伐採され棲息地帯がせばめられたこ
と。

(2)山に木が少なくなったため，水の溜る所が少なくな

り，したがって水棲動物，すなわち餌が少なくなった

こと。

(3)昔は水田肥料として魚肥等も多く用いられたが，近

年化学肥料を多く使うようになったため，水棲動物が

少なくなったこと。

（4）農薬の進歩により，餌になる小昆虫類が激減したこ
と。

（5）冬期稜雪のため餌に不足すること。

《
』

トキの棲息する山中の水田（蕊中頃に白い白点1ケが3羽のトキです）

(6)冬期イタチやタヌキ等をとるたあにしかけたワナに

かかることがある。

(7)近親繁殖による極属の衰退したこと。

(8)山林が開発され，山に働く人が多くなったこと。

などであります。

Oみんなで救おう

昨年6月佐渡で3羽が象ごとに巣立ちをして，関係者

を驚喜させたのですが，本年に入って，相次いで新潟で

2羽が死体となって発見されました。1羽は鍵ち落さ

れ，他の1羽ば餓死によるものであり，心あるものを落

胆させました。昨年まで営巣した佐渡黒滝山もすでに伐

採計画に入っており，地元では早急にこの営巣地を国有

林とし，トキの安住の地としていただくよう，懸命の努

力をし，農林省でも現地調査を実施しております。この

他地元では冬期の餌づけをするやら，棲息数の調査，外

敵の防除，愛護思想の普及，山林内の監視等,各種の保

護対策を講じておりますが|,1､キ保護ばなかなか容易な

ことではありません。もしここで絶滅させてしまえば，

再びトキはこの世の中に出てこないのです。まして国際

保護鳥であり，日本はこの鳥の保謹を世界の各国から委

嘱されているのでありまして，ニポニア・ニッポンの学

名をもつトキを絶滅させるようなことがあっては，日本

人の自然への愛情さえも疑われるのであります。生き残

っている全国7羽のI､キ保謹に全力をあげ，ぜひ絶滅よ

り救わなければならないと思います。地元民はもちろん

のこと，日本人全部の義務でもあります。

竜
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猟官内田清之助博士にはかり，熊本，大分両県下を野鼠

の主要天敵であるイタチの捕獲禁止区域として設定方を

上申し，昭和7年10月14日から同17年9月まで10

カ年間を第1期，さらに昭和17年10月から同27年

9月までを第2期とし，都合20カ年間を牡イタチ捕獲

禁止期間としてイタチの保護繁殖をほかり野鼠駆除に利

用した結果，その後駆除と相まって鼠害は遂年減少し，

遂には昭和12年以降はさしもにたくましうした風害も

全く見られないようになった。

筆者は当時イタチと野鼠との関係を明らかにするため

大分県直入郡久住町宇久住山国有林面積2,000ha内へ

鼠害のない地方で生捕したイタチを200匹放つ予定であ

ったが，その生捕ははなはだ困難で意のようにならず，

昭和9年9月から昭和12年2月までにようやく70匹

を放した。

予定数に対しはなはだ少数であるに加えて，少数づつ

長期間にわたり放イタチしたにもかかわらずその効果は

はなはだ大であった。

なお，また両県下のイタチ捕獲禁止区域全般にわたる

効果も久住山国有林内の標準調査地と同様はなはだ好結

果をあげ得たので，その顛末を記してご参考に供する次
第である。

標準地の選定および調査の方法

放イタチは久住山国有林の中央鼠害の最も激甚な箇所
で行なうこととし，標準地調査ばその両側に適当な距離

をへだてて，久住山国有林全体に平等にゆきわたるよう

11カ所を選定し，各区の面積は0.1ha宛を短冊型に劃

し，四囲に標杭を立て，区域内の造林木には毎木に番号

札を付し，後日調査野帳との対照に便なようにした。

毎月定日に各標準地内の鼠穴と被害木（枝幹を噛傷の

もの）の新旧別数を調査することとし，昭和9年6月放
イタチ前の調査を行なって，9月から放イタチを始める

と共に放イタチ後の調査をした。毎月調査した放イタチ

後の鼠穴並びに被害木の新旧別異動状況を6月に行なっ

た放イタチ前の調査結果に対照した。イダチの野鼠駆除
におよぼす影響を知るため，昭和12年8月まで満3カ

年間続行し，この調査は竹田営林署が実行に当った。

成績調査

各標準地は前述のように，面積を0.1ha短冊形とし，

四囲に標杭を立てるとともに造林木には毎木番号札を付

し毎月定日に鼠穴および被害木新旧別調査をしたのであ

るが,ここでは毎月の調査成績ほ省き,年毎の月平均値と

各年末の1カ月間の状況を次図により示すこととした。

第1図に見るように放イタチ前と放イタチ後1カ年に

おける月平均を対照すると，新穴（現在ネズミの出入す

る穴）数で66％に減少し，新被害木では42％に減少

した。寮た放イタチ後2年目の1カ年間の月平均は鼠穴

I
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森林内に生活している動物の種類およびその数は非常

に多く，大は猛獣から小は微細な昆虫，蜘蛛の類にまで
お災んでいる。

これらの動物と森林との関係はきわめて密接かつ複雑

で森林に対する害益の関係も一概にこれと決定しがたい

ものがある。同じ種類のものでも観察点によって有益に

もなり有害･ともなる場合さえある。

普通森林に有益の動物といえば，まず第一に直接に人

間にある種の林産物を供給するものがある。例えば，キ

ツネ,テン,タヌキ等から良好な毛皮を産するがごときは

この類である。しかしこれらのものよりも一層森林事業

に有益なものは，森林の有害動物を駆遂して間接の利益
を森林に与える種類で,すなわち有害動物の天敵である。

森林に大害をおよぼす，マツケムシ，コガネムシ等の

害虫を啄食する諸種の食虫鳥類とか，あるいは兎や野鼠
のような森林有害動物を捕食するキツネ，タヌキ，イタ

チ等のようなものがこれである。著者は熊本営林局勤務
中これら天敵鳥獣を矛胸し，被害の駆除予防に成功した
実例を記し森林経営上の参考に供したい。

1．野鼠駆除にイタチを利用

熊本営林局管内国有林における鼠害（ハタネズミ）は

明治45年佐賀県東松浦郡七山村字滝山外面積510町歩
に発生したが，筆者はその翌年初めて野鼠チブス菌を用

い，駆除全減させその効果の偉大なことを知った。その

後大正5年頃に至り，大分，熊本両県下にも発生し，年
と共にその区域が急に増大してゆき，大正9年には実に

6,200Ilaに達した。これまた，野鼠チブス菌を用いて駆

除したが，年を激増する被害面積の全面的駆除は容易で

なく，大正11年度までにひととおり駆除しつくしたが，

その後駆除跡地に再発するに至った。これらも昭和11

年度までに全く駆除しつくしたの感あるも，また一方昭

和7年には天敵利用に着目し，種を調査研究の結果ノネ

ズミ被害地内にあるイタチ糞のほとんど全部が野鼠の毛

または骨等からなるを知り，これが利用方法を当時の狩

毎
凸

と

b，

（
《
、

、
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日高 天敵鳥獣と森林の保護
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のに根切虫（主としてシ厩スジ

コガネ等の幼虫）多く発生u

コガネ，ドウガネ，ヒメ

ついに稚職木の根をも蝕

埋ワラの部分を堀り起こ

の際モグラの通過せる所

付きモグラが根切虫駆除

を生捕してパケツに入れ

300匹をゆうに食い尽し

と認めた。しかして本国
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害枯死せしめたので人夫をして埋ワ

して根切虫を補殺せしめた。そ

には全く根切虫がいないのに気

に有効なることを知り，モグラ

根切虫を与えたところ一昼夜に
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たので根切虫駆除の利用に好適と認めた。しかして本国

有林は耕地と海との間に介在しその巾250m内外で，内

側は水田であるのでモグラを利用するに適当な個所と認

めた。モグラを利用するには，先ずモグラの生捕の方法

が先決問題であるのでまずその方法を研究し次のような

捕護器を考えた。

モグラの生捕法

竹で上図のような捕獲器を作りこれをモグラの前夜通

過した所にモグラの通路より罠の底をやや低くめに埋め

込んで置くと翌晩は大低捕渡しうるのである。モグラの

通路も土地の軟い所は一定の場所を通らないことがある

から必ず通過する個所を選定することが肝要である。す

なわち畑地では畦下のような土地の固い所で通路はきま

っているからそのような所に罠を仕掛けると容易に捕獲

しうる。

罠の作り方

若竹または猛椋竹の内茎6～7cmのものを一方に節を

置き他方に長さ20cnl以上の所で切り竹の内部に図のよ

うに竹で作った弁を取り付ける。弁の取付方は竹筒の孔

口に近き所の上方に,2cm間隔にキリで2個の孔を穿

ちまた弁の上方にも竹筒の孔と同様に2cm間隔の孔を

穿ってこの弁を筒の内に入れて2個の孔の所で細き針金

で筒内で弁が上下自由に動くようにゆるく結び付ける

（モグラが筒内に入る際弁を押上て入り，通過したら弁

は元どおり落ちてモグラの脱出しえないように作る)。

罠にかかった場合はバケツ，または石油空かん等の中

で罠の弁を棒で開ければモグラはバケツ内に落ち込むの

で容易に捕獲し得る。

上記のような生捕の方法を小学校の生徒を指導し生捕

方を依頼し，生捕したものは1頭を平均30銭内外で職

で44％に減少したが被害木においては前年よりやや増

加し66％を示した。放イ罫チ後3年目の1カ年間の月

平均は鼠穴数において21％，新被害木数では11％にい

ずれも激減した。

、以上のように年により多少高下はあるが遂年減少し，

被害の鎧もはなばだしかった第7，8の両標準地も3年

目の後半期には全く被害皆無となった。さらに第2図の

放イタチ後満1カ年，満2カ年，満3カ年における各年

末1カ月間の状況を放イタチ前の調査と対照すれば，1

カ年後の新鼠穴数は62％に，新被害木本数は47％に減

少した。また満2年後には新鼠穴数並びに新被害木数と

もに32％に減少した。満3年後には新鼠穴数において

わずかに2％と激減し，新被害木は3年目の後半期には

全く発生しなかった。由来野鼠は四季を通じ，幾何級数

的繁殖をするもので，従来の経験では局部に被害を見る

やたちまちにして，全面的に麓廷するのが通例であるに

もかかわらず，前記のように放イタチ後は遂年鼠穴，被

害木共に漸減し3年後には皆無の状態となった。これは

前述のとおり昭和7年以降牡イタチ捕獲禁止の結果野鼠

の一大天敵であるイタチが逐年増殖したことと放イタチ

により増加した結果常に野鼠を捕食し，その繁殖を抑制
したことによるものと認める。

2．根切虫駆除にモグラを利用 ⑤

昭和10年頃から宮崎営林署部内字浜国有林94林班

面菰52ha内のクロマツ，グミ，ネム，ニセアカシヤ等

の植栽地に根切虫の被害はなはだしく年友これが駆除に

3000円内外を費した。しかして同造林地は海岸の砂地

であるので乾燥を防ぐため苗木植栽列にワラを埋め込承

そこに苗木を植栽してあるので，このワラの腐朽したも

勺
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高： 天敵鳥獣と森林の保護日

入したところ9，10年の2カ年間に約700頭を購入し対

象国有林に放った結果その後は根切虫の被害は絶滅し，

人工駆除の要はなくなった。モグラ購入費た約200余円

を支出しただけで年灸人工駆除に3000門内外を要せし

ものがこのモグラを放った結果その後は全く人工駆除の

必要がなくなって今は立派に成林している。

一般に害獣との承思われているモグラも利用によって

ははなはだ有効に利用することができる。

3．鳥類の害虫駆除

鳥類は果して害虫駆除に陣大なる働きをなすものであ

ろうか，これを立証するために著者が従来経験し，また

観察したことを述べて参考に供したい。

第1例昭和7年頃熊本県上益城郡白糸村字内大臣山

国有林内に明治41年度のオニグルミの造林地面積約21

haが天然林の中に介在し中庸の成育をなしているこの林

に昭和5～6年頃よりクルミハムシが発生し5月上旬頃

幼虫ば葉を網状に喰害し大害をなした。その当時一部に

薬剤駆除も試象たが全林の駆除は不可能であったので昭

和6年より小鳥の巣箱を被害林の内外に80個を設置し

小鳥の誘致を計ったところ四十雀，山雀等約80％利用

繁殖したので害虫は次第に減少し6年以降は大発生を見

なかった。他の天敵昆虫類の働きと相まって小鳥の誘致

が害虫駆除に効を奏したものと思われる。

第2例熊本県菊池郡内田村字吉原国有林内の杉造林

地林齢15年生面積20haに昭和10年7月に杉葉巻虫が

発生し被害激甚ヵ所3haにおよび幼虫はスギの小枝の葉

を集め糸纏にて綴り巣を造りそのうちに棲息し，周囲の

針葉を蝕害した被害の激甚なる所は一樹に対数1000匹

の幼虫が群棲し下枝より蝕害しこれを枯死せしめはなは

だしきは梢頭部にわずかに緑蕊を止め，惨状を呈したこ

の害は7月と9月の2回発生ししかも樹高が高いので薬

剤駆除ば不可能であったので成虫発生期に小島式誘蛾灯

を夜間点灯し誘殺駆除を行ない良結果を収めたが，なお

全滅をはかりえなかったのでその後小鳥の巣箱を加設し

小鳥の誘致繁殖を行なった所その翌年から憾大発生を見

ず，小鳥の誘致が害虫駆除上はなはだ有効であった。

第3例霧島ツツジの害虫駆除

民謡で有名な花は霧島，タバコは国分という歌にある

霧島ツツジの花が昭和の初め頃からほとんど開花しない

ので昭和7年その原因を調査したところ，4月から5月

にわたり一種のシャクI､リ虫（成虫名「キシタエダシヤ

ク｣)の幼虫が大発生して葉や髄をほとんど食い尽しはな

はだしきは枝の皮までも食害して木質が現われ白くなっ

て枯れただ根株だけが生残っている有様で惨状を呈して

いた。これがキシタエダシヤクの幼虫の加害であること

を確めさらにこれ力経過習性をも研究し翌8年5月に薬

剤駆除と小鳥の巣箱を200個設置して人工駆除と天敵に

よる駆除を併用することにした。しかして薬剤は砒酸石

灰を主剤としその有効期間を長からしむるためガゼイ石

灰を混用した。当時は山林で使用し得る優秀な噴霧器が

なくただ横浜の植木会社で製造販売している植木式空気

自動背負型噴霧器が山林駆除用に適するのを知り，これ

を20台購入使用することとした。しかるに山頂付近の

こととて薬剤を溶解する水が遠く約4キロのから人背に

より運搬したので駆除費の約90％が水の運搬費に磯し

た，駆除面積約40町で駆除徴約3000円を要した駆除

の結果も上友でその後長崎県の雲仙また熊本県阿蘇鮨よ

び大分県の久住山等のツツジにも霧島と同檬キシタエダ

シ･ヤクのため開花しないので薬剤駆除を行ないその後各

所とも開花を見るに至った。そして霧島では薬剤駆除と

相まって小鳥の巣箱を被害林一帯に加設したのが5月に

至り約半数を利用営巣するに至った。然るに5月に薬剤

撒布した附近の巣箱に育雛中の雛に親鳥が薬剤により衰

弱または錐死した幼虫を運搬給食せるため全部毒死の惨

状を呈した。今後注意を要す事柄である。その後キシタ

エダシヤクの発生のおそれある国立公園一帯は被害予防

のため常に小鳥の巣箱を加設し害虫駆除に小鳥を利用し

て好結果を挙げている。

第4例熊本市内本妙寺国有林付近には民有竹林が多

い。この竹林に時を竹葉巻虫が大発生し6月下旬より7

月にわたり竹の葉をことごとく巻いて葉を食害すること

がある。かような時には必ず雀が被害林に集り初めは少

数であるが日毎に増加し数日後には大群となりわずか1

週間位でほとんど駆除し尽すことが普通である。雀の大

群の集来した跡にほほとんど幼虫は発見しえないほど完

全に駆除されている。

以上のように森林の動物による被害は常に広大な面積

におよぶので;二れが人工駆除ははなはだ困難なるの承な

らずこれには必ず多額の経澱を要するのが常で人工駆除

だけでは完全に駆除し尽すことは困難な場合が多い。従

って天敵利用を併用することが肝要である。最近熊本県

菊池郡並びに阿蘇郡地方の民有林に再び野鼠が発生し，
年を増加しつつあり民有林でほこれが駆除に薬剤を使用

しつつあるのでこの薬剤駆除は効果は十分であるが天敵

烹でも同時に殺害するので，鼠害は永久にその跡をたた

ないことは前回発生の場合の駆除に照し明かである。よ

夕て今回の野鼠発生についてもその区域のひろがるに先
だち天敵である鼬の捕渡禁止を行ないその繁殖を計り野

鼠駆除に利用することが目下の急務とする。また虫害に

対しては鳥類を誘致しするよう森林の経営方法を研究す

るとともに虫害のおそれある林分にほ巣箱を設置し鳥類

の誘致繁殖を計れば被害予防上有効なので森林保護のた

め，広く鳥類の巣箱の加設を希望する。
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④優秀工員の作業当初に示す不慣れのための時間に

対し，付加すべき割合を研究記録し，さらに肉体的疲労

を恢復させるに要する必要休憩時間と，その間隔とを研

究し記録する。

〔2〕総合的研究

（')作業中,同一順序でしばし幟用いられる要素作業
を組合わせて組を作り記録しこれからある特定の仕事を

なす場合に必要な動作の系列を遥定できるようにする。

②選定した動作の系列から，それぞれの動作時間を

集計し，これに適当な余裕率を加えることによって，す

べての作業に対する適正な時間を決定する。

③要素作業を観察し，作業に関するあらゆる環澆

たとえば周囲の状態，仕率に付随する諸条件の欠陥を明

らかにする。

〔3〕動作研究

ギルブレスは，作業の空間的椛造を分析することによ

って，作業の唯一最善の方法を見出すことを考え，まず

作業を映画に撮影し，その画面に正確な時間記録装置を

施すことによって，動作の基本的要素を分析，それに基

づいて17の要素を抽出して記号化をはかると同時に，

運動図表を作って動作の改良を行なう。

以上三つである。

近代的事業組繊の特質としてあげられる大規模生産方

式の中に見出されるところの，分化と統合のあり方，す
なわち(i)単純作業への細分化,(ii)事業組織内にお

ける徹底的な分業により作業者は一つの単純作業を専門

的にくり返えす,(iii)作業全体を統合的視野において

関連ずけうるものは，経営的態度を持つ者だけに限られ
る，という三つの特質が判然としている事業組織におい

てば，時間研究，勤作研究は現在もな購広く適用されて

いる場合も珍しくない。

、国有林野事業における標準功程調査

国有林野事業を企業とし，経営的合理化の実現が重要

問題として取上げられたのは，昭和22年の林政改革以

来のことである。そして無駄を省き，生産の能率を高め
ることがまず般初に着目され，テーラー・ギルプレス方

式による各種事業の功程表作成が，合型この基本である

として，この方面の調査研究が強力に推進されて来たこ

とは周知のとおりで，昭和25年から昭和32年にかけ
て，全国営林局においてそれぞれ調査研究がなされる一

方，林野庁の再三にわたる指導や，各局担当係官の連絡

会議などが行なわれた。これを系譜的に眺めて見れば，
国有林当局の標準功程調査に対する関心のいかに大きか
ったかが伺えるであろう。

〔1〕昭和25年：各営林局を通じて標準功程調査の実
施。

〔2〕昭和26年：全国営林局の照査課長会議の開催，

林業における職場集団
研究の必要性とその方法
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－国有林野事業の作業機械化に伴う

作業集団再編成に関連して一
９
町

塩谷勉・中島能道

まえが き

近来，国有林野事業における作業集団が，林業用機械

の導入を契機として新しく再編成されつつあるが，これ

が一般産業との比較上いかなる方法でなされ，またいか

なる方向へ持って行かれるべきかについて，述べる次第

である。

工従来行なわれて来た時間研究と動作研究

事業組織が生産を通じて利潤を追求するものであり，

生産が労働の成果である限り，労働の生産性を高めると

いうことは，いかなる経営者にとっても重要な関心事で

あることはもちろんである。

ところで，近代的生産方式に決定的な影響を与えたも

のは，いうまでもなくテーラー，ギルブレスによって創

出された「科学的管理法」であり，アメリカ，三一Pシ

バばもちろん，わが国の産業合瑠上に有効な手段として

駆使されたのであるが，その特色として掲げられるもの

は，時間研究および動作研究である。これはあたかも複

雑な機械を，その部分品に分解し再びこれを組立てるよ

うな手法で，人間の動作を分解し組合わ堂て行くもので

あって，その手法はまことに手際よく，一見きわめて合

理的な印象を与える。すなわち，テーラーの時間研究ば

動作の時間的樅造を明確にすることによって，作業方法
を確立しようとし，その研究内容は大別して分析的研究

と総合的研究とに分けられ，さらにギルブレスの動作研
究が加味されて完成されたといえるであろう。今これを
簡単に述べると次の如くである。

〔1〕分析的研究

（1）労働者の行なう作業を単純な要素動作に分解し，

それらの中から無駄な動作を抽出してこれを排除する。

②熟練者について，一つ一つの要素作業がいかに遂
行されるかを研究し，ストップ・ウオッチを用いて鰯各

要素作業中の媛適最良の方法を選び出し，その適正時間
を記録して，容易に見出しうるように索引をつける。

（3）作業の避け得ない遅延，中断および軽微な故障等
に対して，優秀工員の実際作業時間に付加すべき余裕率
を研究し記録する。
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以上，きわめて大雑把に，国有林野事業の標準功程調

査を見たのであるが，端的にいって，その調査方法は，

先述のテーラー・ギルブレス方式そのものの適用である

といえる。

虹テーラー・ギルブレス方式の問題点

いわゆる科学的管理法は，テーラーが，その当時の事

業組織の多くが悩んだ，作業者の組織的な怠業に対処す

る手段として打ち出したもので，時間研究，動作研究の

他に，差別的出来高制や作業指導票および監督指導制度

等を，課業の強制と維持のために設置し，いわゆる外部

誘因として作業者個女人に作用せしめたのであるから，

いきおい種凌の問題を惹起し，ホクシイ報告書（1918

年）にもその問題点が多く指摘されていることは周知の

とおりであるが，ここでは単に，作業の合瑠上の手段と

して用いられているテーラー・ギルブレス方式庭ついて

のみ考えて見る。

ところで，現実の労働を，その具体的な姿においてと

らえる時,時間研究,動作研究は真に合理的であろうか。

これは国有林野事業における標準功程調査方法の問題点

でもあるが，この方式には少なくとも三つの問題点があ

ると思われる。

第一に，時間研究および動作研究が，人間の作業を個

をバラバラな要素動作の単なる寄せ集めであると考え，

個体の作業過程に含まれる有効な要素動作の象を単純に

結合することによって，最も合理的な作業方法が設定で

きると考えていること。

第二に，一つの作業状態が刺激対反応という，極端に

単純化された因果関係において把握されており，作業の

担い手である作業者自身の心構え，態度および感情など

の主観的な要因が全く考慮されていないこと。

第三に，労働が，あくまでも個なの労働者の承につい

て考えられていて，労働者が集団を形成した場合のこと

が考えられていないこと。

〔1〕第一の問題点について考えて拳ると，一つの全体

が，部分の機械的な組合わせによってもたらされるよう

な場合（実はこの種の作業は要素動作そのものか，ある

いは2～3の組合わせが，単位作業であるようなもの

が多い）には適用できるが，多少とも精神作業的因子の

含まれる作業では，この考え方は当てはまらない。すな

わち，精神作業は動作の組合わせではなく，知能部分の

比較的高度な有機的結合である。従って，この種の作業

の功拙は要素動作の良，不良に基づくものでない。むし

ろ適性とか，知能とかに基づく作業者の作業全体に関す

る内部構造の差異から出てくる一つの結果である。特に

われわれが最も問題としなければならない林業機械化に

ついては，従来問題視されて来た労働負担の大きさの問

「能率研究は経営合函上の根源をなすものであるから，

総合的研究を推進する必要がある」ことを決議し，具体

的な方法として

（1）直営生産事業および造林事業のうち，標準功程表

作成可能なものについて作業分析を行ない，作業研究に

よる標準功程表を作成する。

②作業研究による分析と総合は，条件因子と，その

結果との因果関係の法則を見出すことにより，与えられ

た条件因子を適確に算定する。

〔3〕昭和27年：林野庁および営林局に監査課が設置

され，標準功程表の作成業務が継承され，調査研究の促

進をほかるため，担当係官のブロック会議開催さる･

〔4〕昭和28年：林野庁は標準功程調査基準並びに調

査手順および取りまとめ例を，主として伐木造材作業に

ついて作成し，各局に配布。

〔5〕昭和28～30年：各営林局の監査課が中心とな

り，各種作業の功程調査の実施，その間林野庁では，通

達および事務連絡により,種々の面で指熱を行なう一方，

エネルギー代謝率および余裕率の調査を外部に委託。

〔6〕昭和30年：各局監査課長会議開催，「事業標漁

功程作製要領」を決定し，各局の統一と功程表の実用化

促進をはかる。

〔7〕昭和31年：各局において，資料の不足するもの

は，簡易功程調査および実績資料により補充して，林野

庁で統一した方式により，主として製品事業，造林およ

び種苗事業の標瀧功程表の作成を完了。

〔8〕昭和32年：林野庁は，各局作成の各種事業標準

功程表を検討した結果，その精度は区を，なお不備の点

が多いので，今後の澗査研究の進め方につき，各局監査

課長会議を開き，

（1）既調査事業標準程の修正，

（2）各調査方法は条件分析を十分にし，補正係数の調

査を行なう。

（3）今後の調査方針として，多因子の条件分析が可能

な方法を採用する。

などを決議。

これを通観するに，林野庁を中心に，各局が相互に連

絡をとりながら，かなり綿密な調査研究が行なわれたよ

うである。事業の行なわれる現場の作業条件のコントロ

ールが，極めて困難であることから考え合わせて，時

間研究に重点がおかれたであろうことは想像に難くない

が，動作研究についても比較的よく研究されたようであ

る。その他,W･F法も一部の局で，苗畑作業のような

手作業を対象にして行なわれた。またエネルギー代謝率

および余裕率の研究についても，林業試験場を中心にし

て検討がなされた。
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塩谷・中島：林業における職場集団研究の必要性とその方法

題の他に，新たに機械導入によって生起する，作業者の

側からの適応の姿として，精神作業の要素を問題としな

ければならないであろう。

〔2〕第二の問題点について考えてゑると，一つの作業

は，要素動作の加算であるという考え方の根底には，そ

の要素動作は刺激対反応という形において固定され，標

準的な作業条件下では常に一定の反応が生れるというこ

とが，暗黙の前提とされている。従って，この考え方で

は，人間を例えば寒暖計がある温度に対して水銀柱を上

下させるが如く，刺激に対して忠実に反応する一個の機

械に過ぎないとして取扱っており，その人の心機え，態

度等の主観的要因が介在することを一切認めていないも

のである。人間の主観的な要因の存在は，すでにホーソ

ン・エキスペリメンツ（1927～1933～1939）以来，多く

の実験によって実証されているところであり，労働の生

産性は必らずしも，客観的な作業条件に単純な姿で対応

しないということは，もはや定説となっているところで

ある。．

〔3〕第三の問題点についでいえば，個人は集団内に入

ると，本来の個人ではなくなる。従って個人の労働は，

集団内においては変化するものである。

集団作業について最も普遍的にいわれることは,G.

W.オルポートが実験の結果得たところの(i)社会的

助長の傾向,(ii)社会的価値低下効果,(iii)水準化効

果，等等であるが，その他グループサイズと能率および

士気の研究をしたD.へウイット，同じくグループサイ

ズと生産高の研究をしたR.マリオット，集団規範に関

する研究をしたS.ワイアット，その他多くの研究者の

多大の業綴によって，集団作業と個人作業との本質的な

相違に関する裏付けは，充分になされているといえるで

あろう。

この意味するところは，人間は単独でいる場合と，集

団の中に入った場合とでは，その行動に相違があるこ

と，従って単独時の個人に関する結果から，単純にその

人の集団内における行動を決定し，または推論すること

が出来ないことを示している。

職場は常に集団であると考えなければならない。たと

え，単独で作業を行な乱労働者でも彼は労働者の仲間で

あり,また労働組合の一員である。それ故に,彼はその所

属する集団のインフォーマルな規範の制約を受け，それ

に基づいて態度を形成して行くものである。従って「個

人中心的観点」だけから推進せられた労働観は，結局，

現実の作業状態から遊離した一つの抽象に他ならないと

いえるであろう。

国有林野曾嘩では，その広大な面積と事業内容の複雑

さに加えて，作業の行なわれる環境の条件，作業対象お

よび方法などが，完全に標準化され難い因子があ童りに

も多きに過ぎ，テーラ・ギルブレス方式の生の適用のみ

では，上述の三つの問題点をも含めて考慮する場合に，

不十分であると考えられる。特に林野庁が標準功程表を

作成する場合にとった方針が,技能中庸な作業者を対象

として，その実績的でき高および時間を調査し，平均的

な数値をもって功程を調整する方法を用いることにあっ

たが，労働を職場および作業集団として考慮しなかった

こと，および人間を「刺激対反応」という単純な形でと

らえようとしたこと（条件の多因子分析や，補正係数の

調査という考え方に現われている）は，今後，国有林野

事業機械化の促進と，その後に来るべき標準功程表作成

にさいし，従来の方法によって取まとめた標準功程表

が，現実の値としばしば一致しないことをも考えあわせ

て，慎重に検討されるべき問題であろう。

Ⅳ個人の管理から集団の管理へ

従来，経営的態度を持つ人倉の大部分は，経営組繊を

「一つの生産施設であり，原料，機械，設備，作業方式

および労働力の一定の技術的な紐合わせからなる物的機

榊である」と考えている。物的，技術的な機柵は一般に

生産能率の可及的増進をめざして織成され，またそのよ

うに運営されている。そしていわゆる’経営の合理化と

は，上述のような機椎の，この目的のための整備と改善

を意味する。

ところで経営体をこのような側面からとらえる限り，

そこにおける人間の要素は単なる人間の労働力に過ぎな

くなる。従って,そこでは人間が個々別女に,一定の量と

質を有する労働力に，あらかじめ換算されているのであ

り，それに対しての象，作業の技術的特質，作業郵境の

物理的条件，賃銀，労働力保全のための諸施設などが考

慮され，これらと労働力の適合関係の合理化，能率化な

いしは適正化が問題とされているに過ぎない。もしも，

こうした測面の承から経営体を眺めると，人間が経営体

の内部で，現実に他の人盈との間に形作っている，さま

ざまの人間関係およびこれらの人間関係の場に鯖いて，

個女の作業者が,それに従うことを要求されており,また

意識的にせよ無意識的にせよ，事実上，彼がそれに従っ

ているところの規範，行動の様式，物の見方，考え方な

どは全く閑却されることになる。科学的管理法一辺倒の

もとに，主として自然科学的な手法の象によって押し進

められて来た伝統的研究方針は，上に述べたような現実

の人間的要素を，経営体の合理的運営に対する撹乱的要

素として忌避して来た傾向さえある。しかし，実際には

経営体は生産施設であると同時に，一つの社会であり，

その各部署，各階層の内外に作られる人間関係の複合的
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の多くは上述のごとき機械の概念に入らない。例えばチ

エンソーにしても，ブッシュカッターにしても，あるい

は，植穴堀り機にしても,作業者の身体に付随し,動力だ

けが軽量の内燃機関にとって代わった道具であって，そ

れは決して一つのメカニズムが，道具を握り込んだ機械

ではない。従ってその道具を使う作業者の個人的な制限

から免れ得ないことになる。特に林業における労働手段

ほ，主として労動対象の場の変動性が高いこと，および

作業環境の多様性のために，機械化の窮極の姿である。

全自働機械の導入という形の出現は，夢想だにできない

ことである。従って，機械化と表裏一体の関係にある組

織化も，ある制約を余儀なくされるとと必定である。

そこで，現実の林業労働について眺めて見ると，一般

的にいって，職場での分業が見られる。すなわち，事業

組織の中の，指揮，職督瀦よび鯛整の機能によって，経

営の側からする意識的計画的な労働過程の分割が行なわ

れており，それに応じて労働者そのものが分割され，専

門化されている。従って，労働手段としての道具も分化

され専門化されて，作業工程が異なるたびに道具が取替

えられるということはなく，一人の作業者の腕には特定

の道具がいつも握られている。各労働者は部分部分の作

業をし，部分労働の総計が，全体としての生産物を完成

させるのであるが，先に述べたように，今後導入される

林業嬢械の多くが，作業者に対し，ある範囲の適応能力

（例えば重量運機能力，耐震動能力，一定水率以上の握

力など）を要求するものとすれば，結局は，適応能力を

考慮に入れた労働力の価値に応じた等級編成および熟練

労働と不熟練労動との区別の問題が，重大関心事として

まず取上げられ，次いで，それに基づく作業集団編成が

組織化の問題としてクローズアップされなければならな

くなるであろう。．

Ⅵ応用社会心理学の活用

〔1〕適性と個人心理学の適用

ある事業組織に，新しい労働手段が導入された結果，

新しい作業方式が採用され，作業組繊が新規に再編成さ
れる必要が生じた場合，まず問題となるのは適性の問題
である。

適性が企業やその他の組繊体においてなぜ考えられな

ければならないかというと，いうまでもなく，職務の要

求する性能の，個灸の職務による相違と，それを遂行す

べき人の側の性能の個人差から，職務の要求する性能の

方向，あるいは，それの水準に適合する性能を持つ人
を，その職務に配属した場合の方が，そうでない場合に

比べて,(i)仕事量の差，位）失敗鐘の差,(iii)習熟

期間の差,(iv)災害や事故量の差,(v)作業意欲の差，

な全体なのである。くだいていうと，職場を瀧成するも

のは複数の個人であるが，先に指摘したごとく，個人が

集って相互に交渉を持ちはじめると，個人はもはや本来

の個人としては止まり得ず，その集団は単なる個人の合

計以上の性格を帯びて来る。さらにある条件が満たされ

ると，それら複数の個人は，各部署あるいは各階層の内

外において一つの単位となり，諸盈の状況に対して共通

な反応を示すようになる。従って，これを管理上の問題

と結びつけて考えてゑた場合，監擶者にとって重要なこ

とは，作業者を，ただの個人として管理するだけでな

く，職場集団，あるいは職場における作業集団としての

管理を，その生産機機の特性を見きわめながら行なう必

要があることに帰蒲するであろう。

v林業機械化と労働力の結合関係

林業における作業者の管理を，個人の管理から集団の

管理へと，その視点を移して行く場合，まず問題となる

のは労働力の結合関係である。特に新しい課題となりつ

つある林業機械化によって，林業における生産技術上の

組織はどう変るのであろうかを考える必要がある。

一般的にいえることは，機械化と組織化とは，互いに

緊密に絡承合い,互に促進し合い,さらに交替し合って進

展する。そして機械化は労働手段を中心として手→道具

→万能機械→単能犠械→半自働磯械→全自動機械へと進

展し，また組繊化は，労働組繊を中心として分業の形で

展開する。それも従来一人の作業者または一団の作業者

が行なっていた一つの労働が，工程別に分割され，その

それぞれが異った一人，または一集団の作業者によって

行なわれるという横の分業と，労働の機能別（階層的）

分割という縦の分業とに分れるのが普通である。

ところで，林業に機械が導入された場合，その機鯛上

の限界と，労働力の結合関係を考えて見よう。

機械については，その考え方を「元来，手の延長であ

る道具がさらに発達して，いわば人間の手に負えなくな

り，人間から独立するに至った一つのメカニズムであ

る」と解するならば，本来の道具は，それを握っていた

人間の手から，一つのメカニズムに移される時，単なる

道具に代わって，機械が現われることになる。

単なる道具では，その大きさ，数盤，それを操作する

速度および糖密度等は，その道具を使う人自身の身体に

より制限されるが，機械ではこれらの個人的制限から解

放されることになる。しかしそれと同時に作業者は，単

に呼吸している一個の生産機織の一面的な自働器官に過

ぎなくなる。

林業においては，林産加工おそび集運材の面に適用す

るものを除けば，育成，採取いずれの面でも，林業機械
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(vi)疲労度の差，等凌において，より一そう好ましい

成果をあげることができると期待され得るからである。

例えば,D.C.アドキンスの研究によると，個人の持

つ性能に相応した職務に配属された場合と，そうでない

場合とでは，遂行する仕事の量にして3．5倍の差がある

といい,D.G.ハムによれば，問題従業員の80%が性

格的な欠陥によっているという。またR.M.ドルカスを

初め多くの研究者の調査結果によると，勤務成績と気質

傾向には，顕著な相関を係が見られるという。以上のよ

うな意味から，一般に適性とは次のように定義される。

すなわち，「適性とは，知能，人格性をも含めた個人の，

比較的潜在的な素質傾向が，職務との関連において問題

とされる時，その適合度の評価概念である」と。従って

適性は，職務との関連において把握されなければならな

いということになる。

国有林野事業の内容が複雑多岐にわたり，それゆえに

林業機賊化に対応する職務も多様をきわめることは，容

易に予想しうることで，国有林当局が新規に作業組織を

編成するに当っては,どのような適性の作業者を,どの程

度の性能を有する機械に配置しなければならないかを，

各事業の個女の作業について決定しなければならないで

あろう。すなわち職務に適合する労働力の価値別等級編

成および熟練と不熟練労働との区別の問題になるが，こ

れを具体化する方法としては，個人心理学の技術に負わ

ねばならない。

適性と集団作業との関連について一言ふれると，先に

述べたG.W.オルポートの実験結果，①社会的助長の

傾向（多くの人が一緒に作業をすると，作業速度の増加

が現われる）と同時に,(ii)社会的価値低下効果(集団

作業における作業の質と正確度の低~ド）が現われ，そし

てさらに，（瞳）水準化効果（性能の劣った個人は,集団

jこおける作業の方が成績は向上するが，性能の優れた個

人はかえって，単独の時より作業の質が低下する）が現

われる,という集団作業に関する三原則を考慮した場合，

これらの原則がきわめて有効な範囲で作用するように，

個人の適性とか，性能とかの問題を含めて，集団編成を

考えるべきである。

〔2〕職場集団のフォーマル，インフォーマルな二重構

造分析の必要性

作業集団の研究において，賎も重点のおかれているの

が，職場集団のフォーーマル，インフォーマルな二重構造

′の分析である。

実際の職場集団には，公式組織（分掌規定や組織図）

があって，集団内の地位の分化，仕事の持ち分，地位間

の関係などが，一定の約束として集団全体を動かすこと

になっているが,実はこの公式組識よりもさらに強力に，

しかも根強く，現実の職場集団を支配している非公式組

織があるのである。公式組織は，たとえそれ自体として

は，いかに精微であっても，それ自身としては，なんら

の生産も行なうことはできないのであって，むしろ，非

公式組織を媒介として,人灸の行動を現実に統制しえて，

初めて生産に寄与することができるのである。従って職

場の管理は，単に公式組織の象ならず，非公式組識の管

理でなければならない。しかも公式組識は，純粋に論理

的な枠組において考えられるのに反し，非公式組織は人

間の感情，要求など，多分に心理学的な観点から取り扱

わなければならないところに注目すべきである。

職場集団のフォーマル，インフォーマルな二重椴造分

祈の必要性の説かれるゆえんは，勤労意欲の一般的構造

が，職場におけるフォーマルな集団とイ･ンフォーマルな

集団がそれぞれに有する特質と密接な関係にあるからで

ある。

近来の諸盈の調査や研究によると，一般的にいってイ

ンフォーマルな人間関係を重視している風潮が伺える。

これは人間関係論研究の本場である米国の影縛を受け

て，同じ方向を辿っているといえるが,林業の場合,なん

といっても前近代的，家父長的な特有な人間関係の考え

方がこれに加わって，特殊な形態をとっていることが多

いと予想される。従って，国有林における職場集団の構

造分析に当っては,山林労働者という一般産業に比し,特

殊な環境において作業する集団のフォーマルな圧力が，

インフォーマルな結びつきを，どの程度に規正するもの

であるかを，注意深く考察する必要があると思われる。

〔3〕小集団の技術による作業集団の研究

先に述べた個人心理測定の領域から，一歩進んで職場

集団および作業集団を考える場合，どうしても集団の生

産力を中心として考えなければならない。

職場における作業集団は,常に,(i)生産のための集団

活動,および(ii)集団の成員間の調整と統合をはかり，

多数の成員を，一つの集団へまとめあげるための集団活

動，の二つの活動を行なっている。①の集団活動が目

標達成的，あるいは，外界への適応的な機能であるのに

対して,(ii)は集団保持機能とか,結合機能とか呼ばれ

るものである。従って職場および作業集団の生産力も，

この二つの面から見ることができる。すなわち，前者は

集団活励の物的外的結果として「能率」や「生産性」が

とり上げられ，後者は，活動の心的内的の所産たる成員

の｢満足｣や｢モラール｣が現われてくる。つまり職場集団

は仕事の｢能率｣と成員の｢満足｣を同時に生産し，しかも

満足と能率とは，それぞれの集団の実態に応じて，おの

、
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おの一定の関係をもって現われてくるのである。これら

の関係を解きほぐす最も洗練された方法として，応用社

会心理学で現在扱われている実験的な小集団に関する研

究，とりわけモレノ(J.L.MoRENo)に代表されるソシ

ォメトリー（社会測定）と，レヴイン(K.LEwIN)が主

唱したグループダイナミックス（集団力学）とがある。

職場集団の研究に，小集団の技術を導入することの理

由は，職場における作業集団が，大抵の場合，小集団の

範鴫に入れることができるからである。

小集団研究の，モレノとレウィンの関係についていえ

ば，モレノほ臨床心理学から出発して集団心理療法を目

標に，レヴィンは，実験心理学から出発して，集団行動

の実験的操作を目標にしているが，職場集団研究の新し

い方向は，この二つが総合された形において決定づけら
れて行くものと考えられる。

Ⅶむすび

国有林野事業に機械が導入される場合,その機械は,作

業者に主として操作上の要件としての個人的制限を要求

する。従って，必然的に労働力の価値に応じた等級縞成

および熟練労働と不熟練労働との区分の必要性が生じ，

具体的には適性が問題となり，個人心理学の技術が適用

されなければならない。さらに，機械の性能に応じた

個点の作業者を，集団行動の問題を考慮しつつ，作業集

団に編入して行くのであるが，それは生産性の向上を目

指して行なわなければならないことはもちろんである。

これは，機槻上がある段階に落着いた後に，当然必要と
なる標準功程調査に関しても重要な問題である。

例えば，同種同型，同性能のチエンソーが導入され，

各所に配置されたものとして，作業条件がほぼ等しいに

もかかわらず，功程が区左であったり，平均的功程との

バラツキが大きい場合，まず注目すべきは，個含の持つ

適性に基づく適応能力の水準が，どのような配列になっ

ているか，ということであり，次に，現実に，それぞれ

の職場において部分作業を受持つ下位集団が，それを構

成している個人の適性，バースナリテイ一等のかもし出

すところの，心理学的な場の条件を，どのように特徴づ

けているか，ということである。その理由は，いわゆる

一次的作業集団が，職場において，個女にその集団とし

ての性格を異にしている限り，同種事業の同作業を行な

ったとしても，その作業結果は異ってくるからである。

従っ症標準功程表を作成する場合，①機械の性能の側

からする規正を行ない，“）作業条件の側からの規正，

そして(in)作業集団の側からする規正を，十分に行なっ

た後に，初めて調査し作成すべきであって，先に国有林

当局がとったテーラー・ギルプレス方式の残による標準
功程調査は一考を要する。むしろ，テーラー・ギルブレ

ス方式にまつわる三つの問題点を補正するという観点か

らも，作業集団の研究を推進する必要がある。

国有林野事業の機械化は，作業環境条件と作業者の適

応能力の側から制約されるであろうが，各種機械の性能

と，これに対応する作業者群の適性が把握されれば，次

に明らかにすべきは,(i)グループ・サイズと能率およ

びモラール,(ii)成員の役割,(iii)集団結合力,(iv)集

団活動への参加状態,(v)リーダーシップの変化,(vi)

集団内のコミュニケーション,(vn)集団目標,(Viii)

成員の態度,(ix)集団規範の成立,(x)集団の行動領

域，等灸の問題である。これらを一つ一つ解明して行く

時,①林業における職場集団および作業集団では,有効

な社会概造の出現が，いかなる要素によって決定される

か，（2）どんな要素が，有効な社会榔造の出現を妨げる

のか，（3）この分析に照した場合，林業における職場集

団管理の問題に対して，どんな指針が与えられるのか。

の三つの点が，おのずから明らかになるであろう。

ところで，作業集団について研究を進める場合有効

に利用されうるのは，小集団の技術である。小集団の技

術，特に小集団の実験的分析が，職場における作業集団

の櫛造と生産力の諸関係を解明するのに効果をあげてお

り，一般産業にては広く利用されつつある。その理由は

小集団の実験的分析が技術的に高められ，さらに精密に
数避化される可能性が大きく･なって来たからである。

しかし，林業労働には，一般産業における工場労働と

は趣きを異にする特有の性格が現存し，それを考慮に入

れずに，すでに得られた小集団理論や技術を，そのまま

適用するわけに行かないことはもちろんである。例えば

ある事業区の伐出作業を考えて承ると，伐木造材夫は，

個女にチエン・ソーを持ち，トラクター集材は運賑士1
人と荷掛夫2～3人で組を作り，索道集運材は，運転士

1人，荷掛夫2～3人，荷卸し夫2～3人で組を作るな

ど同一の職場における作業集団が，ある集団は，仕事自

体はチーム・ワークをほとんど必要としないもの，また

別の集団は必要付加条件的に3～6人集団を形成し，仕

事そのものがチーム・ワークを要求するものなどが混在

し,それを現場監督者が統率しなければならないような，

いわば職場集団の成員間に高度の異質性が認められるが

ごとき，単純に小集団の技術を適用するの象では処理し

難い事情が多く出て来ることは容易に予想しうる。従っ

て今後，林業の職場および作業集団を研究する場合，い

わゆる林業的な視野に立ち，技術的には，小集団研究の

態度でのぞむこことが必要であろう。その場合，われわ

れに要求される態度ほ，功をあせらず，林業における特

定な実験条件のもとで得られたデータに基づく理論を，

どのように修正しながら，現実の職場，および作業集団

－38－
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一

林業における職場集団研究の必要性とその方法塩谷・中島

3)皇聴謀繋:グﾙーブダｲﾅﾐﾂｸｽ
－ ●

4)粛川良夫訳:集団の心理
5）南博編：応用社会心理学講座第一巻

一基礎技術－

6）同上：同上第三巻
一人事管理－

7)錨'覇二糸:職場集団の理論
8）小林恒夫：国有林野事業jこおける標準功程調査

について（1958年林業経済）

に適用するかという点にかかっている。そのためには，

まず全体の職場の中で，職場集団，作業集団を人間関係

の姿でとらえ，その基盤の上に立って，実験から得られ

た理論を幾度となくかえりみながら,全体の見とおしに，

どうやら収まって行くような理論は，現実に漸近するも

のとして残し，それを再び次の修正された実験の中で追

試して見る。これを操り返えすことによって，初めて林

業に適用しうる小集団の理論が確立され，現実の問題解
決に力を発揮してくるものであると信ずる。

参考文献

1）小林靖雄:科学的管理と労働

2)鯆蕊:職場管理の心理と技術
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航測用保管庫がいよいよ出来上りました
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B.図面原図保管庫

35,400円（送料共）

A.航空写真保管庫
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帯で識曲が多いが，県の大部分が東京湾と太平洋の間に

位置している半島であるため大きな河川はない。主な山

岳は君津郡の鹿野山(380m),鬼泪山(302m),安房郡

の愛宕山(405m),清澄山(383m),富山(349m),元

清澄山(344m),津守山(336m)であって，君津郡と

安房郡の境を中心に，東西に山脈が走っている。南部の

主な河川である小糸川，小櫃川，義老川，夷隅川はこの

山岳に源を発し，東京湾と太平洋に注いでいる。南部の

平野部は狭く，上記の河川の流域と半島の南端の館山付

近および海岸のところどころに存在するの承で，丘陵が

海岸近くにまでせまっている。

北部は大部分が平野で山としては60m以下の丘陵が

ところどころにあるにすぎない。東京湾に注ぐ江戸川と

鹿島灘に注ぐ利根川が埼玉県，東京都，茨城県との県境

になっていて，利根川の南部に接して，手捜沼，印騰

沼，長沼があり，その水が利根川に注いでいる。北部の

主な河川としては，県境の江戸川，利根川のほか中央部

の山岳に源を発して印旛沼に注ぐ鹿島川，北部の中央部

に源を発して太平洋（九十九里浜）に注ぐ栗山川，木戸
川，作田川，境川がある。

山武林業の中心地朧，千葉県北部にあるので，山武林

業朧北部の地勢条件の影響をうけている。

3．気象

山武林業の中心地帯の位置は，関東地方の東南部の一

角であって，経緯度から承れば，東経140｡10，～30",

技術的に見た有名林業その10

山武林業

石崎厚美・福原楢勝

’・山武林業地帯の位置

山武林業は約200年前，千葉県山武郡睦岡村に始ま

り，その後次第に隣接の日向，源，豊岡村（これはいず

れも旧村名で,現在の東金市，山武町，松尾町に含まれ

ている）などに普及し，さらに股近では，上総の北半部

と下総の香取，東葛飾，印旛郡にも広く行なわれるよう

になったが，現在でも，’崖岡，日向，源，豊岡地方が山

武林業の中心地になっている。

山武林業の中心地である山武町，松尾町は，山武郡の

中央に位し，また東金市は山武郡の南西に位している。

東金市と山武郡は東側が太平洋に面し，北は香取郡，成

田市に，西は印旛郡，南は長生郡に接している。

2．地 勢

千葉県全体の地勢は，南部は標高400m以下の丘陵地

言
一

一
↑

彼

、

第1図サンブスギ造林地と気象条件

畠筆者・林業試験場造林部

－40－
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石崎・髄膜：山武林業

北緯35．30'～50′である。

千葉県地方の気象の概況は，第1図に示すとおりであ

って，年平均気温は北部が12～14℃，南部は14～16.C

で，本多博士の植物帯からみれば暖帯（カシ帯）に属し

ている。年降水量は，南部は1,500~2,000mmである

が,ill武林業の中心地のある北部は1,200,～1,500mm

である。月別の降水量をゑても，北部は南部よりも常に

少なくなっている。

山武林業ば，このような乾燥地帯を背策にして発達し

た林業であることが，一つの大きな特徴である。

気温の低極（全年）については，中央気象台の本邦気

候表によれば銚子が-7.3℃に対して舘山，勝浦はそれ
〃

ぞれ-6.1,-6.8℃であるが，微気象の観測によると

-17.6℃という記録がある。そこで関東南部の海洋性気

候の地帯であるにもかかわらずスギの寒害が発生するこ

とがある。

霜日数は北部の方が多いが，雪日数は南部の丘陵地帯

の方が多く，林木の雪害が発生する。

ところによると第1表のようであった。

すなわち，ローム台地点帯（関東ローム台地盈帯のこ

と）では，黒色土ないしは黒色士に近い土壌が広く分布

している。土壌は全体としてつ雲り気味で，透水性が悪

い。山地帯では，君津郡の土壌は火山灰をかぶってい

て，そのなかに黒色土に近いものが翠られるが，そのほ

かの場所はほとんどが褐色森林土によっておおわれてい

る。透水性は種－ム台地を帯のものと比べると一段と良

好である。

以上のように房総半島の地質・土壌は，山武林業の中

心地のある北部と南部とでは大差があって，北部は第四

紀層，関東ロームの台地で透水性の悪い黒色土である

が，南部は第三紀層および一部古生層と中世層とから成

り，透水性のよい褐色森林土となっている。《
』

5．林業政策

山武林業中心地の地方の土地利用状況は，林野面積は

田畑および宅地面積を加えた全面積に対して半分以上を

占めているが，生業の状況においては，農業を主業とす

るものが多く，林業はこれら農家の副業として経営され

ているものが大部分である。

このようにこの地方の林業は，いずれも農家が副業的

に経営するものであるから，特にきまった施業案によっ

たものではなく，したがってスギ・ヒノキなどの伐期は

すこぶる不規則で約20～160年の範囲であった。すなわ

ち林木の伐採は木材の需給関係・材価の高低・所有者の

財政状態で左右された。

スギ材の用途は，一般建築材が6割，残りの4割が建

具材や造船材に向けられている。千葉県は三方が海で，

漁業が盛んなので，沿岸に約50の造船所があるが，和

島

岸

4 ．地質と土壌

千葉県の地質は，ほぼ一宮一久留里一大佐和の線以北

が第四紀，更新統で，それより南，勝浦一天羽の線まで

が第三紀，上部新第三系，その線から南部は，北・中・

南部に東西に細長く第三紀，中部第三系があり，その間

にやはり東西に帯状に第三紀，上部古第三系一下部新第

三系が存在している。また,111|$川一寓山の線にそって中

世代，ジュラ系一白亜系一があって，その中に古生代一

中世代の概撹岩一蛇紋岩がところどころ出現している。

房総半島の土壌については林業試験場土壌調査部の前

田・宮川が山武・夷隅・君津の3郡にわたって調査した
桑

ピー里

第1表千葉県地方におけるサンブスギ造林地の土製（前田・宮川）

|雑罵鑪爵(m)地帯｜林 土壌型地形型床

凹形綾斜面，山
脚部，稀にロー
ム台地の浅谷性
緩斜面

23.4(21.6へ芝25.2）BE(BE'､.BD(w))Iミゾシダーフユイチゴ型

山
17.4(15.9～19.9)BD(BD(w)～BD｡))斜面中部～上部皿キヅク型』

’68BD(d)compⅣユウヤポウキーテイカカヅラ型斜面上部

｜
竜
Ｉ
蝿

’|浅谷性緩斜面IB｡ 17.5(17.1～17.8）江チヂミザサ型
で

Ⅳススキーアズマネザサ型

Vコナラーススキ型

|,"(iz4~14.4)
｜，“4~98）

|B'""B(D)c｡mp
IBD(d)compBD(d)-E"

’
台地上平坦面

台地肩

ローム台地とは関東ローム台地地帯（厨総半島北部）のことをいう。

山とは房総半島南部の山地糖のことをいう。

１
２

注
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石崎・福原： 山 武 林 業

船にはなくてはならない大径材の大部分は山武郡から供

給されている。そのほか，スギ・ヒノキは丸太材・小角

物・電柱材等として東京，茨城地方に移出されたが，大

部分は村内で多く生産される雨戸・障子などの建具材と

して消費されてきた。また，スギの間伐材の細いもの

は，小田木，足場丸太，屋根下，垂木などに用い，大き

なものは電柱にも用いられた。

マツ材は主として薪材または炭材として用いられるほ

か，形質のよいものは杭材とじて他の地方に移出される

ことがあった。マツの薪は農家の自家用薪材とするほ

か，昔から常に燃料の欠乏した九十九里浜地方の漁村に
唯ささき

移出し，俗にこれを浜薪といっている。また他方，松炭

すなわち鍛冶屋炭としての需要が多いのでマツの伐採に

よって早くから相当の収入をあげることができた。なお

この地方には往時はクヌギの成林地が多く，製炭業が盛

んで，いわゆる「佐倉炭」の原産地であったが，最近は

クヌギ・ブーラ等広葉樹の伐採跡地は次第にスギ・マツ等

の針葉樹に更新され，木炭の生産は著しく減少した。

そのほかの林産物で最大のものはスギ苗であって，ス

ギ苗は従来ほわずかに自家用に生産されるに止まった

が，その後サシキ苗が生育良好で赤枯病の被害も少な

く，耐陰性があるため，埼玉・茨城・栃木・群馬の各県

へ移出され，さらに最近林木育種が盛んになってこの林

業に用いられているサシキ品種のサンプスギが後で述べ

るような優れた形質を備えているため，需要が非常に高

霞って，年と共に多量に生産されている。

また，このサンブスギは材質がすぐれているため，前

IF述べたように建具材として用いられているが，これを
かぎさど

「上総戸」と呼ｲﾉで歓迎されている。建具は老木を木取

りして狂いのない柾目の部分だけ選んで使うので，消澄

山や鹿野山などの社寺有林や山武のような大径材の産地

に建具業が発達している。上総戸の製作の起源は明らか

でないが，嘉永の頃睦岡村埴谷の人でたびたび江戸に往

来した者が，江戸の木場において「川越戸」の名声が高

いのを見て，その製作を始めたといわれ，明治初年頃ま

ではこれを川越戸といったが，その後産額が増加して上

総戸の名が高くなったといわれている。

このように，山武地方は交通が便利であることと，千

葉，京浜等の大消斐地に近いことが以上のような林業を

盛んにしているものと思われる。

一方，山武林業の中心地の気象・土壌・地質などの環

境条件は一般のスギの造林には適当でなく，むしろマツ

に適したところである。このため，つぎのような造林法

が考案された。(1)乾燥に強いマツをスギより先に植え

ておいて保護樹の役目をさせる。(2)耐乾性と耐陰性を

備えたスギの品種を育成してこれを造林する。(3)皆伐

跡地は開墾して数年間混農し，スギの成長を助けると共

に，林地の集約的利用を計る。(4)他の更新法として，

まずマツ，スギの二段林をつくり，マツを伐採してスギ

の純林にしてから，さらにスギの主伐が行なわれている

林内へヒノキを植えこみ，スギ，ヒノキの第二次二段林

をつくる。このようにして100年以上200年位までの高

伐期による択伐形式を原則とし，なるべく林地を裸出し

ないようにして地力の維持を計る。

このような造林法を施すことによって生産された木材

を前にのべたような用途に使用し，収益をあげて，農家

経営林業として成立したのである。

6．サンブスギの由来 一
一
一

サンブスギは千葉県山武郡旧睦岡村埴谷が発祥地であ

る。鐙初サンブスギほ，昔同地の僧が上洛のとき，熊野

地方からもち帰った成長・形質のともによいスギをサシ

キで増殖したものであるといわれていた。しかし，千葉

県南部の筒森国有林に天然生スギがあったといわれてい

ること，また現在伊豆地方や関東北部・西部に天然生ス

ギがあることから，千葉県の中南部にも天然生スギがあ

ったことが考えられ，おそらくサンプスギはその地方の

ジｽギが源ではないがと思われる｡

一方，山武地方は一般に夏季乾燥し，秋から冬にかけ

て雨量の多い特殊な気象条件なので，この林業には夏の

乾燥に強く，秋にさかんに生長する性質の品種が用いら

れている。

また山武林業は二段林経営を行ない，スギほマツを伐

採するまでは下木となるので，スギは耐陰性に富んだ性

質をそなえている必要がある。

I1I武林業には以上のように耐乾性と耐陰性に富んだ品

種が適しているので，このような面から選抜と固定が行
なわれてきて現在のような品種ができ上っているのであ

る。

山武林業に用いられているスギの品種をテンブスギと

いっているが，その二段林作業臆必ず閑農という木場作

を行なう憤習があって，サンブスギのうちから閑農林業

に適した品種を育成して，これをカンノウスギと呼んで

いる。すなわち，カンノウスギとはサンプスギのうちの

サシキのハニヤヒラキスギの別名である。カンノウスギ

に対して，この地方の実生造林に適するスギをポッタス

ギとよぶこともある。

蕨直次郎は千葉県地方の実生のスギを，葉の形と出方

によって，ヒラキ，ツポミ，タレバ，ポッタ，タチバ，

バラバラ，ネコノツメなどに分け，さらにヒラキ，ツポ

卜

や
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いての偏異係数を求めたところ，どの対照林分について

もサンプスギはジスギよりも小であった｡サンブスギは

サシキによって成立した品種で，しかもこの地方の土壌

と気候が特殊で，その上経営の目標や様式が普通の林業

とちがい，それに適する品種の選択がくり返されてきた

ため,他の地方の品種よりも巾のせまいものができあが

っているためである。

F成長:F1.単木の成長一千葉県内の多くの造林地

について，サソブスギとジスギの成長の比較を行なっ

た。サンプスギとジスギの直径・樹高・材積の成長ほ，

単木と林分で異り，単木の成長においては，サンブスギ

はジスギよりも樹高は高いが直径は小さい傾向がある。

成長過程は一サソブズギがジスギに比べて幼齢時代に小

さく壮齢に至って大きい。また，その変異を承ればジス

ギは実生のため，その巾が大きいので平均木以下の個体

がかなり多く，それに対してサンブスギは成長がよく揃

っているのが特長である。F2｡林分の成長一林分成長は

サンブスギの方がすぐれていた。また，雨量の多い地帯

と少ない地帯の成長のちがいは，多い方がよい成長を示

している。F3.他県におけるサンプスギの成長一千葉県

以外の県（茨城・埼玉・栃木・群馬・神奈川・愛知の各

県）に植栽されたサンプスギの成長状態の調査に鮪いて

も上記と同様の傾向があり，林分成長においてばサンプ

スギはジスギにまさっていた。ただし，これらの造林地

は，おおむねサンブスギの適地であって，以上の各県に

おいても適地でない場合には成長が落ちることは当然で

ある。

ミを大，中，小に分け，また樹皮の特徴によってサンシ

ョウゴエ，イタチノカワなどに分けた。

前に述べたポッタスギは蕨直次郎のボッタスギだけを

さすのではなくて，ハニヤヒラキスギ以外のもの全部を

さす場合が多いようである。

カンノウスギは最近では千葉県の象でなく，かなりひ

ろい地域に植えられ，実生のスギは次第に少なくなっ

て，サンプスギというと実生とサシキの両種を指さず

に，むしろサシキ品種のカンノウスギの方を指すという

考え方が強いようである。

7．サンブスギの分布

サンプスギは千葉県において約200年前に成立した品

種といわれ，千葉県一円に古い造林地が多いが，そのほ

か樹齢20年以上の造林地は，第1図に示す通り茨城・

栃木・群馬・埼玉・神奈川・愛知の各県に存在してい

る。そして，最近ではさらにひろい地域で試植されてい

る。

画
．
壷
』
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8．サンブスギの形態的特性

筆者らは昭和32年から，サンブスギのもついろいろ

な特性について調査を行なっているが，その結果からサ

ンブスギは次のような特性をもつことがわかった。

A樹幹：樹幹の完満度を測定したところ，サンブス

ギはジスギよりも完満でその上通直であった。また，傾

斜造林地でも，幹の曲り，根曲りがなく，断面は正円で

根張りは少なかった。

B樹冠&樹冠の完満度は，サソブスギの方がジスギ

よりも完満であった。

c枝の形態:C1枝付方向一枝の着生方位の分布状

態を,N･E・S･Wの四方向について調査したとこ

ろ，ジスギの枝はある方向に偏した傾向があったがサン

ブスギの枝は各方向とも同程度に着生していた,C2枝

付根の角度一枝が幹に対して着生する角度は，サンプス

ギはジスギよりも小さく，かつ，幹の下部から着生する

傾向があった。すなわち，サンブスギは枝の枯れ上りが

おそいようである。C3枝の長さ一サンプスギはジスギ

よりも短かかった｡．c』葉付き長さ一枝に葉のついてい

る部分の長さはサソブスギの方がジスギよりも短かかっ

た。C5枝付根の径一枝が幹についている元の部分の直

径は，サンブスギはジスギよりも小であった。

D心材率・秋材率：樹幹解析の結果，心材率は各齢

階ともサンブスギの方がジスギよりも小さかったが，秋

材率はやや大きかった。

E偏異係数：サソプスギとジスギの直径と樹高につ

9．サンブスギの生理的特性

A耐乾性：千葉県北部の雨量は，年1,600mm内外

で，秋から冬にかけて多く降り，夏に乾燥する気候であ

る。また前に述べた他の地方の造林地気候（降水量，気

温）も類似のところが多く，また，土壌・地質も一部を

除いては大差がない。このような環境条件におけるサン

ブスギの生育成績が良好であることと，生理実験の結果

からいっても，サンブスギは耐乾性が強いといってよい

ようである。

B耐陰性：前にも述べたとおり，サンブスギは密植

をしても枝が幹の下部でも可成りおそくまで着生し，枯

れ上りがおそい。このことから耐陰性は強く，したがっ

てマツの下木植栽に適していると思われる。

C耐寒性：昭和27年4月，山武郡睦岡村・印旛郡

成田町・千葉郡睦村等において凹地に植栽されたサンプ

スギの植栽後2～3年生の幼齢樹が凍害を被った。この

年は積雪があり，雪が枝にかかっ丈長く溜っていた。ま

た，2月1日の最低気温が睦村では-17.6｡Cになった

一

一

、
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ことから，林業試験場防災部の岡上は，急激な温度の降し，それから3年目頃にスギを同数条の間に植付ける。

下と夜間における雪面近くの温度勾配が地面近くのそれまた，農耕地を再び森林とする場合には，大抵苗木を植
より大きいことから，スギの幹の雪の表面に接した部分付けた後2，3年間間作を行なう。この間作によって艇
の組織に雪と著しい低温が重畳して作用して被害を生じ作物も冬の早霜や春先の晩霜の被害から保護される。こ
たものといっている。以上の被害調査はジスギとの比較のようにマツを前植えすることは，スギを保護するため
で朧ないが，筆者の一人の石崎が別に生理実験を行なつ、と，土壌を欺くして湿度を保たせるためである。すなわ
た結果，サンプスギは幼苗時代にはアヤズギよりも耐寒ちスギはマツによって風．寒さ．乾燥などの被害から護
性が弱いことがわかつ‘た。 られるわけである。スギを造林してからもまた2～3年

D耐雪性：埼玉県におけるサンプスギの造林地におは間作を続け，都合6～7年間は混腱が行なわれること
’いて,かたよった間伐のためあけられた林孔の周囲のスになる。スギを植えてから10年もたつと前植えしたマ

ギが幹曲りを生じた例，および林業試験場浅川実験林のシが次第にスギを保護した利益をうちけしてスギに被圧
若い造林地でも雪害のため幹が傾いた例がある。しかしを与え，その成長を悪くする。そこでこの頃からマツの

雪の深い群馬県利根郡に’根曲りその他の被害も生ぜず．間伐を始め，2，3回これを重ねて20年生頃にスギの純
成林している例もある。 林が完成する｡'マツの間伐は，順次素性のよくないもの
E耐病虫性：サンブスギはサシキ品種であるから，およびスギを被圧するものを伐る。この場合形質のよい

苗木時代にはジスギに比べてもちろん赤枯病には強い。マツは林内に散在的に残し，防風のためにこれを用い
しかし造林地にはしばしば赤枯病の梗害がある。またこる。また，スギは植栽後15，6年目からマツの間伐と同

の品種はシングサレを生ずる場合もある。虫害として時に間伐を始め,30年頃に最後の間伐を行なう。サンブ

は，スギハムシにサンブスギのみが食害され，ジスギはスギは生育が揃っているので幹級別による間伐はできな

被害を受けなかった例とサンブスギにスギノハダニが特いから，機械的に選木したり，キズのある木．二股木．
腱よくついた例がある。病木．崎形木．被圧木などの劣等樹を抜いてゆき，2，3

Fサシキの発根性：サシホは事業的に 第2図山武林業の更新法

は’20年生以下の若い造林木から採取す

るので，条件がよければほとんど100%活A4前植に左ろ更新
着させることができる。識艮の礒期も早く05101520年

1，．，．1 ，ロ．，1，‘ロ01．，，．，．．，．

根の発達・形状もよいのでサシキ養苗はき向伐王侯植栽局始

←
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一
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之$ソわめて容易である。
ｽギ純林(約23年~33年）撞銭マ'ﾘ.スギ'混交林

スギ’

10．更新と保育
向作．

山武林業の中心地は前に述べたように平

坦地であって，冬期の厳寒期にはかなりの

低温となり，農作物につよい寒害が起こるB下木植付に謀る更新

一
一

がそれを防ぐために広い耕地を囲んでスギ 15～25年

--橦瀞
スギ純杵

スギ；
髄鋤（抵栽）

03
1 1

が造林されている。これは，山武地方の気ご'ﾘI向作植栽

40T50年，
主伐

象・土壌・地質などの琢境条件は一般のス

ギの造林には適当でなく，むしろマツに適

したところであるが，士舞を保護し農作物

を栽塔するにはスギを植えることがよく，

．‐一＝･'"1．ロー●ー＝＝ー‘季、,Uｰ”ノ、〆Wｰ狸 ヒノキ岸----“

したところであるが，士舞を保護し農作物 植栽

を栽塔するにはスギを植えることがよく，さらに収穫の回目に至って利用間伐を行なう。間伐の回数と時期は一

上からもそれがすぐれていたからである。 定せず，むしろ木材相場と需要の関係によって随時とれ

このような造林地の環境条件と，前に述べたような産を行なう傾向がある。

業上の条件とから，次のような更新と間伐の方法がとらB下木植付による更新：もう一つの保謹樹の使い方

れてきた。に下 木植付がある。やはり開墾してから3年目頃にマツ

A前植による更新：皆伐地は開墾して2年間農作を少し多い目に植えて，まず一斉林をつくり，次第に除

し，3年目にマツ（アカマツまたはクロマツ）を1.2～伐をくり返えして10～15年目頃にスギをマツの下木と
すじう

1.8mに2.7nlの間隔で(ha当り約2,000本）条植えして植込む。上木のマツは受光伐して植えられたスギの

－44－
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生育をはかって，マツ，スギの二段林とし，マツの伐採

をくりかえして，やがてスギの純林にする。スギが主伐

に入れば全伐するが，時にば抜き伐りをくり返えし，明

るくなった林内へヒノキを植込む。このようなことから

スギ，ヒノキの第二次二段林や択伐林型となることもあ

る。スギが純林となった後の取扱いは「前植による更

新」の場合と同様である。

以上の二つの更新法を図示すると，第2図に示すとお

りである。

Lかるに，昔は大抵の場合マツの前植を行なったが，

最近は北面茨たは西北面の傾斜の適潤地には最初からス

ギを植えることがある。ことに源村は地味が比較的良い

のでこれに適する箇所が多く，スギの造林をするものが

少なくない。

枝打は成長のよい林では植付後3，4年に稚児枝（苗

木当時から着生している枝）をとり，以後10年内外の

頃全樹高の約2分の1位の枝をおろし，その後はその成

長状態によって適当の時期に行なう。また，間伐の時に

はその都度枝打ちを行なう習慣がある。ただし，林木の

成長が中以下の場所では,第1回枝打は植付後大抵7，8

年頃，第2回枝打は普通20年内外の頃に行なう。そし

て枝打の程度は，第1回には樹の全長の3分の1，第2

回には2分の1，第3回には3分の2ないし4分の3の

枝をおろす。

下刈と蔓切は混農をする場合には全く必要がないので

これ臆山武林業の特長である。

い◎

13．結語

山武林業の根幹をなすサンプスギは，前記のように特

長のある，適応性の広い品種であって，この品種の特性

については，さらに深く究明する必要があるが，一方関

東地方においては，山武地方の立地条件に類似した場所

にはかなり広くその造林を推奨できるものと思われる。

つぎにこの品種とマツとヒノキを用いて組みたてられ

た山武林業は立地･気象と経済潔境によく適合したすぐ・

れた林業であって，同様の条件の他の地域に推奨できる

林業といえる。しかしながらこの地方も政治．社会．経

済の事情がいちじるしく変化をした今日においては，新

情勢に即応した方法を考え，検討する時期にきている。

すなわち，今日ではマツ材の用途は大部分がパルプ材で

あり，薪炭の需要はかなり減少し，工業や家庭用燃料は

電気・ガス（石炭・プロパン・天然等）・石油などに変

っている。マツはまた大径木でなくとも集成材として使

用すれば構造材にも十分利用が可能である。建具につい

ても，将来は狂いの少ない繊維板や集成材を用いるよう

になるので，スギやヒノキの大径木は必要がなくなり，

長伐期経営は短伐期経営に転換しなければならない。そ

こで，早生品種の導入または作出育成が最も必要な仕事

であり，それを用いてのこの林業の新しい体系を作りだ

すことが重要である。しかしながらそれでもっていま室

での経営方式を根本的にくつがえすことはありえない。

この時代の要請を受けいれて経営方式を改良するに

は，つぎのようなことが考えられる。まず最初の間作と

マツ・スギの植栽は第4図と同様に行なうが，マツの伐

期を短伐期20年，長伐期（榊造材用)30年，スギを45

年とする。この場合，マツの伐採は20年で全伐せず，

成長・形質のよいものを少数残して織造材用とし，これ

は30年で伐採するものとする。そこで，マツの植栽後

30年以後（スギの植栽後27年以後）はスギの純林とな

り，スギは45年で主伐を行なう方法も考えられる。

また一方，サンブスギの品種改良によってさらに成長

の早い品種を育成することが必要である。

以一上は一つの考えであるが，これを確立するにはいま

までの山武林業の収穫と保育形式をもっとほりさげて研

究した結果が必要である。また艇作物の災害を保識する

役目の価値の算定を確立しなければはっきりしたすぐれ

た経営様式を示すこともできないので，どの方面からの

この林業の研究がのぞましい。

《
】

竜

ワ

’1．サンブスギの適応範囲

サソプスギは現在では北海道を除いた全国に試植され

ているが’20～40年以前に‘千葉県以外にも関東地方

の各県と愛知県に植栽されたことは第1図に示すとおり

である。

これらの地方の環境条件を調べると，第’図に見ると

おりで，年降水量1,000～2,200mm,年平均気温10~

15℃，土壊はBc,BD,BE型，地質は洪積層，第三紀

層であるが，山武郡地方は，年降水量1,600mm,年平

均気温’5℃’土壌は腐植に富んだ礫を含まない微砂質

壌土または埴壌土のところが多く，地質は洪積台地で凝

灰質砂岩，泥岩の土に関東ロームがのっているところが

多い。

各地におけるサンプスギ造林地の成績から，矢張り山

武郡地方の藻境条件に似ているところの成積が良好であ

る。

そこで，関東地方においてサンブスギの適応地域を示

せば第1図に示す通りであるが，これほこの地域内にお

ける上記の条件のところを意味することはいうまでもな

《
宅
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林業経営コースB班インドネシヤ6名
北ボルネオ1名

ブラジル1名

韓国1名

計 9 名

林産加工インド2名
ビルマ1名

インドネシヤ3名

北ボルネオ1名

韓国1名

計 8名

合計24名である。

去る5月16日に開講式が行なわれ，以来林業試験場

（林業経営コースA班と林産加工コース）及び中央研修

所（林業経営コースB斑）で，講師は主として林業試験
場及び林野庁の係官がそれぞれ専門事項を担当してい
る。研修は11月まで行なわれる予定であるが，その間

に実習や見学旅行も計画され，11月29日に修了式が行
なわれる予定である。

今までコロンボ計画による後進国の指導については主

としてアメリカ合衆国で行なわれることが普通であった

が今回はじめてこのような大規模の研修が，日本で行な

われるに至ったことは，日本林業の技術水準の高さが認
識されたことを示すものであろう。
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攝瀕の話題
海外技術援助の林業研修

本年から実施された農林水産技術研修ゼミナー開設計

画に基き，後進国に対する技術援助の一環として，外務
省と農林省の共催による，林業の研修が行なわれること

になり，5月から開かれている。これは主としてコロン

ボ計画に対する日本政府の協力によるものであるが本年

度の参加国は東南アジヤの各国及びブラジル等であっ
て，それぞれ各国の中堅林業技術者が選ばれて来日し，

懸命な研修を続けている。

研修は，林業経営コースと林産加工コースに分けて行

なわれ，林業経営部門は更にA班とB班に分れている。
参加者は

林業経営コースA班ビルマ1名

フィリッピン4名

韓国2名
計7名

一
声

準
名

6

ご篭主

ノ
ル
マ
を
果
す
施
策
を

先
日
子
供
づ
れ
で
町
に
買
物
に
い
っ
た
つ
い
で
発
展
を
見
き
わ
め
て
の
新
し
い
素
材
と
技
術
の
組

に
古
道
具
屋
を
の
ぞ
い
た
ら
総
桐
柾
の
ダ
ン
ス
が
承
た
て
が
重
要
で
あ
る
。

あ
り
、
そ
の
隣
り
に
現
代
式
の
ラ
ワ
ン
合
板
、
合
鶏
に
は
新
し
い
飼
育
法
が
で
き
て
卵
も
肉
も
安

蝋
噸
蕊
鍜
離
職
蕊
蕊
喫
総
慨
懲
職
脚
灘
鵬
》
蝿
繍
職

の
で
買
う
気
を
起
し
て
子
供
に
き
い
て
承
た
ら
速
り
、
総
て
が
新
し
い
素
地
と
技
術
を
要
求
し
て
い

座
に
反
対
し
た
。
桐
が
軽
く
て
狂
い
も
少
な
く
、
る
。

湿
気
を
通
さ
な
い
の
で
衣
類
の
保
存
に
は
最
も
よ
日
本
の
林
業
に
は
種
堂
の
有
名
林
業
が
あ
る
。

い
も
の
と
さ
れ
、
材
の
色
も
黄
白
で
か
わ
ら
ず
い
そ
れ
ら
は
い
ま
ま
で
の
品
種
と
し
て
の
素
地
と
環

つ
も
清
礎
な
気
持
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
の
で
、
境
の
中
で
発
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
見

昔
の
人
灸
に
は
ひ
き
つ
け
る
よ
う
な
魅
力
を
感
じ
方
に
よ
っ
て
は
桐
の
ダ
ン
ス
で
あ
る
。
古
典
的
な

さ
せ
る
も
の
だ
が
、
経
済
環
境
の
か
わ
っ
た
時
代
識
緬
霊
録
津
江
嘩
趣
維
』
吹
卦
壼
恥
函
啼
麺
“
唖

に
育
っ
た
子
供
達
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
も
あ
る
。
個
人
の
買
物
な
ら
ば
つ
ぎ
の
機
会
に
と

か
る
は
ず
が
な
く
、
た
だ
平
素
の
生
活
に
基
づ
い
い
っ
て
引
き
の
ば
せ
る
が
、
こ
れ
が
い
き
た
指
導

た
感
覚
か
ら
反
対
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
に
つ
な
が
る
技
術
問
題
と
な
れ
ば
、
何
と
か
白
黒

な
が
ら
市
場
で
そ
の
よ
う
な
品
物
を
象
な
い
の
は
の
き
め
て
を
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
有
形

何
か
理
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
そ
れ
を
承
れ
ば
、
態
か
ら
は
吉
野
、
久
万
林
業
、
素
地
と
し
て
は
妖

鐸
癖
嘩
鐸
誕
毒
誕
挫
繩
識
華
癖
麺
奉
癖
症
童
蕊
諏
郷
計
輌
識
蕊
読
静
壱
群
溺
嚥
羅
醗
礒
鈍
鐸
蓉
醗
却

経
済
的
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
衣
料
は
多
く
て
安
い
稲
唾
め
率
卵
姻
牙
吋
緬
菱
識
舞
榊
嶬
諦
峰
幅
諾

く
な
り
、
環
境
衛
生
を
よ
く
す
る
材
料
に
か
わ
場
か
ら
の
林
業
に
変
え
る
に
は
新
ら
し
い
経
済
環

や
討
痙
幟
癖
檸
準
咋
拠
唾
榊
虹
譲
癖
鈍
城
澤
卿
罎
境
で
の
見
方
で
吟
味
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

か
わ
っ
て
お
り
、
構
造
も
和
洋
折
衷
か
ら
洋
式
に
葦
北
林
業
は
マ
ツ
の
短
伐
期
林
業
で
モ
ド
ウ
マ

か
わ
っ
て
き
て
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
た
だ
見
か
シ
と
組
み
あ
わ
せ
、
切
替
畑
と
更
新
保
続
と
も
組

け
が
よ
く
て
加
工
し
や
す
い
材
料
に
か
わ
っ
て
き
象
あ
わ
せ
て
で
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
国
有
林
で

て
い
る
訳
で
あ
る
。
こ
と
に
子
供
は
洋
服
と
わ
ず
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
は
所
有
形

か
な
下
着
し
か
も
た
な
い
で
な
お
さ
ら
洋
式
の
も
態
か
ら
く
る
得
失
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て

の
を
き
め
た
が
る
わ
け
で
あ
る
。
先
日
指
物
師
が
そ
の
優
劣
は
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
。

家
に
き
た
と
き
に
た
ま
た
ま
こ
の
話
を
き
い
て
み
林
業
ば
完
全
に
産
業
経
済
の
一
環
と
し
て
国
民

る
と
私
と
同
じ
意
見
を
の
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
資
源

私
と
同
年
輩
の
人
だ
か
ら
で
な
く
、
買
い
物
は
商
は
産
業
の
原
動
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

品
と
自
分
の
生
活
環
境
に
応
じ
た
と
き
初
め
て
決
ら
土
地
の
生
産
力
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
地
力
に
応

定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
じ
た
生
産
力
を
あ
げ
さ
せ
る
よ
う
な
ノ
ル
マ
が
示

産
業
の
近
代
化
に
つ
れ
て
農
業
が
変
転
を
と
さ
れ
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
全
体
の
施
策

げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
林
業
も
ま
た
変
換
を
う
け
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
所
有
者
の
経

る
。
い
ま
農
業
の
基
本
問
題
の
考
え
方
も
現
在
の
営
の
あ
り
か
た
で
精
粗
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
の
産
業
構
造
と
経
済
環
境
を
基
礎
に
し
て
い
い
ま
行
な
わ
れ
て
い
る
林
業
開
発
公
団
や
水
資
源

る
の
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
る
林
業
は
利
用
公
団
、
補
助
造
林
も
重
要
で
あ
ろ
う
が
１
も
つ

十
年
前
の
、
ま
た
は
戦
前
の
同
じ
素
材
と
同
じ
技
と
つ
よ
い
総
合
的
な
施
策
が
考
え
ら
れ
る
時
期
に

術
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
経
済
の
将
来
の
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
（
Ａ
・
Ｉ
）
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第 15回通常総 会 開 催 通 知

次の通り開催致しますから万障お繰り合わせの上ご出席下さるようご通知申上ます･

昭和36年5月10日

社団法人日本林業技術協会

記

1．日時昭和36年6月23日（金）午後1時

2．場所東京都千代田区永田町1の17全国町村会館講堂（9階）

3．会議の主要目的事項

第1号議案昭和35年度業務報告並びに収支決算報告の件

第2号議案昭和36年度事業方針並びに収支予算及び会費決定の件

第3号議案昭和36年度借入金の限度額に関する件

第4号議案常務理事追加並びに補欠選挙に関する件・

第5号識案名誉会員推薦の件

第6号識案40周年記念事業に関する報告の件

以上

なお，総会終了後，午後3時から40周年記念式典を開催致しますから引き続いてご出席願います。

毒
』

＝

■

＃
錘

林野庁のある7階に来れば，なるほどとのぞき込んでい

くことだろうし，われわれでもひ玄つぶしに見ていると

なかなか面白い。7階なんて高い所にあるのはちょっと

残念であるが，まあ自由に出入のできるところだからあ

る程度の効果はあるだろう。

本庁の方が少しサバケて来たと思ったら林業試試験場

は門に「一時STOP」というデカイ標識を立てた。し

ょつちういくのにそのたびごとに氏名・訪問先など醤か

されるんではやりきれない（大低素通りするけれども)。
研究のじゃまになるほど訪問者が多くては困るためだ

ろうが，1日なん人の訪問者があるのだろうか？出入を

制限するようなことは映画の撮影所のようにワンサと人

が押しかけるようになってからでもおそくはあるまい。

構内にある立木にそれぞれ樹種名を記した立て札があ
るのは試験場の職員のために作ったものなのだろうか。

（八木沢）

三

会務報告
一 一

◇昭和36年度第1回常務理事会

4月3日午後4時から本会で開催した。

議題40周年記念事業募金の件

昭和36年度予算の件

林業百科事典の刊行の件

熱海市泉国有林に部分林設定の件

出席者杉下，大久保，遠藤の各常務理事

本会から松原，成松

◇第1回編集委員会

4月5日午後2時から本会で開催。

出席者湯本，岩崎，辻，松原の各委員と，本会から

松原，橋谷，八木沢

《
《

きのう・きょう・あした

林業やのPRべたは自他ともに許す？ほどであるが，
最近はややそういう状態を改善しようという声を聞かれ
るようになり，一般の人のレクリエーシ副ソのために国
有林施設を利用させ為ような場合もあるように聞いてい

る。

近ごろ林野庁の中央広間に前からあった主要樹種の幹
材見本と並んで木材が山で伐採され搬出されて市場へ出
るまでの模型を作って飾ってあるが，広間が明るくなっ
たような感じがする。林業には関係のない人がたまたま

色

昭和36年5月10日発行

鉢業技術第231号

編集発行人松原茂

印刷所合同印刷株式会社
ク

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地

鬮話（331）4214.4215

（振替東京60448番）
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理学嬢士宇田川竜男著 農学博士飯塚肇著

難f鴬識撫議赫除勝職 制鑛嘗董
A5判427頁写真160葉図版46葉
上製本・箱入・ポリエチレンカバー付800円

奥地林の急速な開発にともなって，生息地を奪われていく野生
鳥獣による被害は年を増加の傾向にありますが，その生態に深
い愛着をもつ著者が，15年の長きにわたり全国を踏破して得た
黄料に基づき，その防除と保霞について叢とあたもの。

理学博士林弥栄箸

日本産針葉樹の分類と分布
B5判本文450頁写真63頁樹種分布図78葉

上製本・箱入・布クロス装・
ポリエチレンカパー付3000円

広汎なわが国土に分布する主要針葉構の実態を，20余年間にわ
たり驚異的な努力と的確さをもって集大成された不朽の名著。

農学博士伊藤一雄著

林木の耐病性一林木の病害と育種一
A5判223頁写真125葉

上製本・箱入・ポリエチレンカバー付450円
林木の耐病性あるいは病害に対する抵抗性と育謹との関係は震
ことに複雑な問題ですが，海外の多くの文献について研究の結
果いろいろな問題を解明し，量重な資料を提供された。

A5判280頁図版113葉
上製本・箱入・カバー付600円

東南アジアの資源開発に関心が商まっている釿柄，南方林業に
経験豊かな著者がそのうんちくを傾けた南方樹穂の手引醤。

樺太林業史編纂会編

樺 太林業史
A5判390頁写真43葉巻末写真24頁
上製本・箱入・布クロス装・カバー付1000円

雛太が日本領となった明治38年8月より終戦に至る40年間の
樺太林業の足跡を，あますところなく記録した，文献としても
格好の轡。

＝
農林技官野原勇太箸

実験スギ赤枯病の防除
B6判150頁原色写刻坂3¥260円

伝染力が強く，被誓の大きいスギの赤枯病に，科学的防溌法を
確立し，その研究と普及の功績により農林大臣賞を受演した。
これを実務的にわかりやすく解説した書b

Ｐ
４
且
＃

I
函
屋 林出版株式会社

東京都港区芝新橋4丁目40番地
電話(431)060~9．1754番
振替・東京80543番

1 『 ー － 一呂一一一＝＝一aP■ニーーーイ璽勾三一凸ロー-回ご凸面＝乏与三二－---三告ニーー＝---ニニーーーー_』F

▼
一一＝ー園畢～一再

漆求職亜学襄
京大名詫授梶田茂博士編専攻家2'氏共著送呈

A5上製870頁・図600旗定価1800円送料加円

最も進歩した木材の学理と実際工業上空前の大著

木材工業の基礎となる木材の学理と材質並に加工技術等
の全智を網羅した斯道の研究家,技術家,当業者の必備書

王
宇都宮大学教授近藤正巳博士著（分りよい推計のやり方）

艤鋪推計学入門慧織辮鎮雛
宇都宮大学敬授倉田益二郎博士箸（緑化の実際技術）

獣灘緑化工概論慧縦謂鶏:瀬
"一

元商知営林脇長藤島信太郎著（林業の経理＝経営の実際）

森林経理精義第3版謝駕腎:蝋謡
I木材の構造
1．構造の概観一貴島恒夫

2．細胞的溝造一貴島恒夫

3．細胞膜の構造－原田浩

立木材の物性
’中戸莞二

'･水と木材計.佐道健

2力と木材-{鵬蕊
3．熱と木材一一満久崇麿

4．電気と木材一畔柳鎮

5．木材の老化－小原二郎

m木材の加工

1．切削加工法一杉原彦一

2蕊檬醗失中川宏
3．塑性加工法一中村源一

4．接着－後藤輝男
5．防腐・防火－西本孝一

Ⅳ木質材料

'鳥{獺鑿潟瀬萠
2．集成材一堀岡邦典
3．改良木材一一堀岡邦典

4穆薫｡＃{灘篭
5．ファイバー

ボ ー ド － 黒 木 廉 雄

V木材工業論

1．木材工業－梶田茂

2．木材工業の分類－梶田

3．木材工業の立地－梶田

4．木材工業の概論－梶田

5．製材工業一梶田

6．薄板および合板工業
人造板工業－梶田茂

農林水産業生産性向上会議編限定版＝残部僅少

アメリカの林道･製材･木材加工価130円･送料50円

ｱﾒﾘｶの森林作業の機械化備纈軍蕊鯛

露彊豚雇実關勢
辮鱈兵頭正寛技官著価380円･選料鰹0円陣釧膜
造林や薪炭林の利用その他，山林増益法の実際的入門書
多年の実地研究に基いて章を造林計画の基礎智識，用材
林の育成(苗木の作り方,地ごしらえ,植え方,下刈,間伐，
枝打その他の管理),薪炭林の利用法,特用樹の栽培,主要
樹木(スギ,ヒノキ,マツ他7種)の特徴と栽培法,経営計
画の作り方等に大別して一就直に実行脚来るよう詳述。
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グリーン・エージ・シリーズ.ノ

近刊中島茂・森八郎共著

⑩しろありの知識
主な内容

シ戸アリの研究・シロアリの種類と分布・シロアリ

の生態．シ画アリの被害・シロアリの探知法・探知

法各論・シロアリ防除法・防除法概説・防除法各論

B6．（写真150･図表100挿入）美装頓

■￥380円〒35円

一好評発売中一

①辞典林業新語500

－ ② 安 倍 慎 著 百 万 人 の 木 材 化 学

各冊B6③池田真次郎著森林と野鳥の生態

ビニール．④山崎慶一箸世界林業経済地理

美装峡⑤吉田好彰朧修木場の歴史
350円〒共⑥佐藤武夫著森林と水の理論

一

⑦宮原省久著日本の製材工場
⑧山崎慶一箸転換期に立つ日本林業

￥250〒31⑨瞥蝿二鱗山地農業と治山⑨ニ限り

(月刊 ）5月号5月1日発売⑮5）

林業・木材関連産業のことなら何でもわかる

麹
急
臆
す
る
木
材
価
格
・
・
・
・
・
・
・
：
座
談
会

斤
木
材
需
要
構
造
調
査
の
意
義
・
・
：
・
武
内
信
男

昭
設
備
抑
制
と
紙
パ
ル
プ
産
業
：
・
・
・
・
紙
太
郎

８Ｊ
思
っ
た
よ
り
大
き
い
森
林
資
源
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１年
森
林
保
護
．
．
（
五
）
・
講
座
：
・
・
・
・
藍
野
祐
久

１
．
ソ
連
見
た
ま
ま
：
：
（
完
）
・
・
・
・
・
：
・
神
足
勝
浩

円、
米
国
の
老
令
見
本
林
：
・
・
・
：
。
・
・
・
・
海
外
だ
よ
り

一
⑨年

野
鳥
と
森
林
・
・
：
・
・
・
；
：
．
：
・
・
・
・
話
ノ
泉

鍔
都
市
の
人
口
移
動
：
．
．
：
・
・
：
：
・
日
本
災
表

一
別
～
ｆ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｆ
ｊ
ｊ
ｊ
？
１
Ｊ

円
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
カ
ル
・
映
画
の
窓
・
ス
ポ
ー
ッ
シ
ョ

伽
ゥ
・
動
き
・
’
三
Ｉ
ス
あ
れ
こ
れ
・
閲
覧
室
・
月
問

い
業
界
情
報
・
木
材
と
関
連
産
業
統
計
八
口
絵
写
真
Ｖ

立
口１

五
月
の
大
正
池
・
蕪
島

６
Ｈ
Ｈ
３
１

東京都千代田区大手町2の4新大手町ピル

振替東京180464電話東京|211)2671～4森林資源総 合 対 策 協 議 会

森林害虫の防除に

灘”“
ん

抄弓¥
訳ぞ■ 林野庁公認

一

一
一
一

煙剤擦

慎
煙
剤

！
北興化学工業株式会社

中外製薬株式会社

三共株式会社

八洲化学工業株式会社

富士化成薬株式会社

日本農薬株式会社

（イロハ順）

フオッグA

バルサンボンブ

キルモス

モスキール

ジェット富士

サンクリーン

』

日本燥煙剤協会
事務局長新村輝三

東京都千代田区六番町7森林記念館内

電話（331）4214，4215

伽-ﾝｴFジ
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離
奔
蕊
掘
誘
崩
誠
二
菰
郵
便
物
畿
藏
月
一
回
十
日
発
行
）
林
？
業
技
術
第
三
三
号

’
ド

1

ホームライトチェンソー
伐木造材い談れも好調

/弓1

どんな樹種でも切味よく作業がはかどり取扱が

簡単，しかも維持費がどのチエンソーよりも安

く済み霞すので非常に経済的です。

最も古い歴史を持つホームライトチエンソーは

現在国有林・民有林を通じ最高の普及率を示
し，本機の優秀性を立証しています。

I
C

＃

ホームライト
アラッシュカッダー

力

ダイレクトドライブ5馬力・6馬力・7

馬力

ブラ

ヤ
ユ

ギ
シ

ー
ツ ンソーエンジン利用の

地栫え下刈り兼用機。

キシブルシヤフト式で

ら保守取扱が容易であ
且軽量強馬力で作業が

出来室す。

1

國
4■■■■■

－

■■■■■■■

本社

分霊

営業所

営業所

出藍所

ｌ
卜

東京

東京都

大阪

札幌

名古隈
６
１

１
１

●●

！
7

ｰ

＝

り （
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
一
三
八
星
尋
定
価
太
十
円

§係毎
ヅ

＝

ﾜ哩
ヨ

‐

スパイ ダ
テ
ブ
ル

一

ア

ー

フ ロン

シュクリー０
③

7

震 ※テ

※林

※丸

◎

ノ 、,．シェ

植穴

〆ンヨンメーター･…・・

試式DR-III型･…･･キ

鋸目立機……ビ一

TU式索張実習

機
一
型

ノ§

用

谷藤機械工業蕊工 本社

工場
L(331)9821～5
L(491)4561～3

東京･千代田･九段TE
東京.品川.西大崎TE
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